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　とある大陸に、星々に愛された──アルビレオ星せい王おう国こくという国がありました。

　その国は四方を大国に囲まれた小国です。

　ですが、大国相手でも一歩も譲ゆずったことはありません。

　それはその国の王族は星の声を聞くことができ、特殊な力を宿していたからです。

　王位の選定方法も独特で、君主は複数の王配を求められていました。




　すべては大切な民を護まもり、己おのが信念を貫つらぬくため。




　神しん聖せい不ふ可か侵しんにして孤こ高こう。

　建国以来、初めて無能力者の王女が生まれてもなお、その国を侵おかせた者はいまだいないのです──。
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「せ、先刻まで昼だったというのに、国境を越こえた途と端たんにこれとは……」

　声に出すつもりはなかったのだろう。一いつ瞬しゆんで夜に切きり替かわった空を見上げていた側近のハインリヒは、ズレた野や暮ぼったい眼鏡めがねを上げて頭を下げる。

「殿でん下かの御おん前まえで、失礼いたしました」

「んー……別にいいよ」

　殿下、という呼びかけで背後の話し声が一瞬静まったものの、すぐ「これが例の……」「化け物の国とはまさに……」などといった囁ささやきが聞こえてくる。

　煩わずらわしいのも、まとわりつかれるのも嫌きらいだ。だから偏へん見けんの少ない、必要最低限の四人だけ連れてきたというのに、完全に偏見を持たないわけにはいかないようだ。

（……化け物の国、ねぇ）

　肩かたをほぐしながらあくびをする。

　自分たちの母国ヴィッセン帝てい国こくの隣りん国ごくにあたるここ──アルビレオ星せい王おう国こくは四方を大国に囲まれた小国だ。

　とはいえ、そこらの吹ふけば飛ぶような小国とはわけが違ちがう。

　特別な鉱石や珍めずらしい生き糸いとの織おり物ものなどの産業に、『交易の要所』であるため徴ちよう収しゆうできた通行税だけでもかなり豊かで栄さかえた国であった。

　まさに金のなる国だがしかし──有史以来、アルビレオ星王国は無敗神話を誇ほこっている。

　一瞬にして夜になった不可思議な現象も含ふくめて、それこそが、帝国人が星王国を『化け物の国』と呼ぶ由ゆ縁えんなのだ。

（……ま、俺にはどうでもいいことだけど）

　伏ふせた瞼まぶたの裏に浮うかんだのは、国元に残っている弟の姿だった。

　出しゆつ立たつの準備が終わった自分の前に、寝ねこみがちな弟が侍じ女じよに支えられて現れた。

『兄にい様さま……本当に行かれてしまうのですか』

『向こうがこっちに来る前に、一度は出向いとくのが義理らしいしね』

『…………おれは兄様の身が心配です』

　弟は大きな目を潤うるませて、護符タリスマンとやらを持たせてきた。安全祈き願がんらしい。

『早く、戻もどってきてくださいね。おれ、兄様の帰りをずっと待っています』

　天使の微笑ほほえみだとか讃たたえられている顔を見ても、これといった感かん慨がいはなかった。

　ここが真実『化け物の国』でも、相手がどんな輩やからでも──異形の怪かい物ぶつどころか絶世の美び姫きだって、自分には関係ない。

　心は凍いてついたまま動くことはない。国の道具に、心は必要ないのだ。




　一行は徒歩で丸二日かけて王都についた。

　馬車であれば半日で行ける距きよ離りだが、今回だけは互たがいに敵意がないことを示すため使用できなかった。だから皇太子といえど荷物も、同行者同様に最低限のものしかない。

　見慣れぬ装しよう束ぞくの老ろう若にやく男なん女によが行き交かう大通りは賑にぎわいに満ちている。

　笑しよう声せいを背に進めば、王宮が見えてくる。神しん殿でんと見まがう純白の威い容よう。そのきらびやかさに目を眇すがめていると、ハインリヒが耳打ちをしてきた。

「……殿下。あのぉ、なにやら入り口が騒さわがしいようで」

「迎むかえでもいるんじゃないの。面めん倒どうくさいなぁ……」

　気乗りしなかったが、仕方なく近づいていく。

　ハインリヒの言う通り、正面フアサードに人が群がっている。ただ出で迎むかえにしては様子がおかしく、女によ官かんと思おぼしき女たちは誰だれかを取り囲んでいるようだった。

「リュカリス様ぁ、本日は正面の警護ですのぉ？」

「そろそろ休きゆう憩けいを取られてはいかがです？　今日はまだ休憩を入れてませんでしょう？」

「まぁ大変！　仕事熱心なあなたは素す敵てきだけれど、体を壊こわしてしまいますわ！」

「ささ、こちらで少しゆっくりなさいまし！」

「ありがとう、でももう大だい丈じよう夫ぶ──待ち人が到着したから」

　刹せつ那な、人ひと垣がきが割れる。そうして現れたのは、銀ぎん朱しゆ色いろの長ちよう髪はつをなびかせた若者だった。

　線が細い涼すずしげな美び貌ぼうで一瞬女かと思ったが、女官たちの反応と、なにより星王国特有の戦いくさ装束で男だと判断する。

　星王国は君主以外について──王族とその特異性の情報は、ほぼ諸外国に流れてこない。

　だが、戦装束の胸むな元もとできらめくブローチ。『星のきらめきと双そう剣けん』を模した徽き章しようは、この国では最上位の騎士──〈星騎士パラデイン〉のみに授じゆ与よされるものということだけは有名だ。

〈星騎士パラデイン〉は現在十二人のみという情報は摑つかんでいる。

　つまり、自分たちを出迎えた相手はこの戦せん闘とう民族国家でも指折りの騎士ということだ。

　ぴり、とハインリヒたちに緊きん張ちようが走る。

（……このタイミングでの出迎えってことは、例の姫君の護衛ってところかな）

　年の頃ころ合あいは十九歳さいの自分よりいくつか下だろう。吹きこんだ風が、高く結ゆい上あげた銀朱色の長髪を揺ゆらす。その様は遠い昔に見た、薄うす紅べに色いろの天の川を想そう起きさせた。

〈星騎士パラデイン〉はマントを払はらいながら階段を下り、自分たちの眼がん前ぜんで止まった。

「……君が、アルトゥール・フォン・ヴィッセン殿どのか」

　切れ長の天藍石ラピス・ラズリの目が柔やわらかく細まる。親しみをこめた眼まな差ざしに、ぞわりと鳥とり肌はだが立つ。

　条件反射で顔をしかめるも、相手は気にせず一礼した。

「皇こう太たい子し殿でん下かご一行の訪おとずれを歓かん迎げいする。我わが愛すべき故郷にようこそ──婚こん約やく者しや殿」

　我が愛すべき故郷は、星王国人が自国を指す際の比ひ喩ゆだ。

　にっこりと笑う若者の背後で、女官たちの顔色が顕けん著ちよに変わっていく。

　一瞬、沈ちん黙もくが落ちた。




「こ、ここここここここ婚約者──────!?」




　叫さけんだ女官たちがばたばたと倒たおれると、どこからともなく白衣の集団が現れる。

「あーっ！　みなさん、お気をしっかり！」

　それぞれ簡易救急キットのようなものを広げていくところを見るに、王宮詰づめの医者のようだ。先導していた年とし嵩かさの侍じ医いが目め頭がしらを押おさえた。

「どうしてこんなになるまで放っておいたんだ……！」

「恋こいはいつでも手て遅おくれっていいますからね……重じゆう症しようです……」

「なんか違わないか……？　いやぁしかし、これで恒こう例れい行事が見れなくなるのかと思うと寂さびしくなるなぁ……」

　そんなのんきな会話をしながらも、侍医たちは手慣れた様子で処置していく。

　気つけ薬セルと思しき小こ瓶びんを鼻に突つきつけられた女官たちは飛び起き、気き遣づかわしげに背中をさする若者を見ては「……ああ……人のものに……」と呟つぶやいてむせび泣いている。

「もう大丈夫？　みんな、体が弱いのにいつも出迎えてくれてありがとう」

「いやいや、リュカリス様。彼かの女じよらは体が弱いのではなくてですな……別の要因が──」

「リュ、リュカリス様ぁ……心配していただくほどのことではありませんわ……！」

「やっぱり素敵ぃ……略りやく奪だつ愛あい……いける……！」

　どこでいけると思った。なんて、突っこめる空気ではない。

　護衛役のすっとぼけ具合からして、その主人であろう例の姫君──自分の婚約者になる第二王女リリス・ディオ・アルビレオもとんでもない輩に違いない。滅めつ多たにいない無能力者だというからには、一ひと癖くせや二ふた癖くせあっても驚おどろかない。

　だが今は異様としかいいようのない光景に、ただ呆ぼう然ぜんとしてしまう。




　──もっとも先進的にして排はい他た的てきと謳うたわれるヴィッセン帝国、皇太子アルトゥール。

　例の姫君を妃きさきとして迎える前に相そう互ご理解を深めるため、長年敵国であったアルビレオ星王国に足を踏ふみ入いれたアルトゥールの感想はこの一言に尽つきる。




（────なんなのこれ）
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「リュカリスや。ちょいと隣りん国ごくに嫁とついできやれ」

　その日、謁えつ見けん室しつにて母──アルビレオ星王国、星せい女じよ王おうメーデアがお遣つかいを頼たのむような気軽さで命じてきた。

　寝ね椅い子すを思わせる深しん紅くの玉座に寝そべるメーデアは、四十代半なかばには見えないほど若々しい。これで十五から二十五歳さいまでの子供が八人もいるだなんて誰だれも思うまい。

　思わず思考が飛んでしまったが、その五番目の子供──第二王女リュカリス・ディオ・アルビレオは片かた膝ひざをついたままぽかんと見上げる。

　王都を警けい邏らしていたところ急使があり戦いくさ装しよう束ぞくで馳はせ参さんじたというのに、想定外の発言だ。

「──────は？」

「リュカリス、嫁よめになるのじゃ！」

「……陛へい下か、陛下。リュカリス殿どのにその説明だけでは酷こくかと……」

　メーデアのかたわらに控ひかえていた宰さい相しようカリオスが耳打ちしている。

「む？　さようか？　じゃが、嫁げとしか言いようがなかろう？」

「リュカリス殿。陛下は貴台に、ヴィッセン帝てい国こく皇太子との婚こん礼れいを望まれています」

　母のきょとん顔で、まともな補足を期待できないと悟さとった宰相は賢けん明めいだ。

（母上も肉体言語派だからね、仕方ないね）

　そもそも家系的に脳みそ筋肉族が多いせいか、難しい説明を省はぶく傾けい向こうが強い。

　例に洩もれず脳筋族の一人であるリュカリスではあるが、宰相の説明はわかりやすかった。だからこそ理解できずにいる。……ヴィッセン帝国？

「母上──えっと、陛下。カリオス殿は胃痛持ちなんですから、さすがにそのような独断はいけませんよ。先方の了りよう承しようも得てからでないと……」

「じゃから、嫁になれと言うておるのじゃ。そなたの武勇があれば、ゆくゆく皇こう妃ひになろうと上う手まくやれるえ」

「陛下はこう申しておられます。すでにヴィッセン皇こう帝てい陛下からの承しよう諾だくは得ていると」

　慈じ愛あい深ぶかい笑えみを向けてくる母のそばで、宰相が胃を押おさえながら翻ほん訳やくしてくれた。

（ヴィッセン皇帝が承諾……？　建国以来戦が絶えず、ここ百年は冷戦状態なのに？）

『天の宝石』の名を冠かんした小国、このアルビレオ星せい王おう国こくは永世中立国だ。

　永世中立国ではあるが、戦闘民族国家でもある。

　矛む盾じゆんしているかもしれないが、自国を守るために武力が強い。かといって、自分たちから他国を攻めることはない。

　大昔は豊かな富を狙ねらっていた各国も、やがて支配ではなく共生という選せん択たくを取るようになった中、唯ゆい一いつ諦あきらめず、時折思い出したように戦を仕し掛かけてくる国があった。

　それが星王国を取り囲む四大大国の一国──ヴィッセン帝国である。

　智ち者しやを尊とうとび、科学を讃さん美びするヴィッセン帝国は、科学で実証できない事象を忌いみ嫌きらっていた。

　星王国ではいわゆる『非科学的な現象』が数多く起こり、中でも王族は特殊な力を用もちいて戦う。つまり──ヴィッセン帝国が忌み嫌う要素しかない国ということだ。

（帝国人だからイヤなんてことはないけどさ）

　相手が星王国の人間を差別しようと、同じように毛け嫌ぎらいする必要はない。

　偏へん見けんはないが、それでもどういう風の吹き回しかと訝いぶかしむのは致いたし方ないだろう。

「急にどうしてそのような縁談が？　本当だとしても剣けん技ぎしか取とり柄えのない無能な私より、適任はいると思いますが……」

「そうよのう、そなたは無能よ」

　迷いなく肯こう定ていされたが、今さら胸は痛まない。そして母は厳格な星女王の顔で続ける。

「わらわとしては戦いは好ましいがな、民たみ草くさのためを思えば一いち概がいにそうとは言えぬ。……当代の皇帝は穏おん健けん派は、それも歩み寄りを考えられる理知的な人物じゃ」

「……ヴィッセン帝国では歴代初と申し上げるべきでしょうな」

「わずかでも民草の憂うれいをなくすことこそ、王たる者の務め。その架かけ橋はしとなるために婚こん姻いんを結ぶとなれば、そなたがふさわしい。無能がゆえに、帝国人の拒きよ絶ぜつ反応も少しは減るじゃろうて」

「無能が、ゆえに──」

　思いもよらない観点に、リュカリスは目を瞠みはった。

　星王国の王位の選定は特殊で、生まれだけで王位継けい承しよう順位は決まらない。

　王族のみが扱あつかえる力の強さこそすべてで、王位が定まるまで毎年決けつ闘とうを行おこない、その結果いかんで王位継承順位は毎年変わる。

　リュカリスは無能だ。星女王の娘むすめなのに持つべき能力を宿していなかった。だから決闘に名乗りを上げる資格を持たず、王位継承権第七位という位置は揺ゆるぎない。

（これは、そんな私だからこそできること……）

　胸の高鳴りに、頰ほおが紅潮していくのがわかる。

　不完全な『王女』が国民の力になるには『騎き士し』の道しかないと邁まい進しんした結果、リュカリスは最上位の騎士に贈おくられる〈星騎士パラデイン〉の称しよう号ごうを賜たまわるまでになった。

　リュカリスは左胸に拳こぶしを添そえる。

　今も胸むな元もとにきらめく〈星騎士パラデイン〉の徽き章しようは誇りだ。騎士である自分に満足していても『王女』として役立つことは諦めていた分、感情の昂たかぶりを隠かくせない。




「わかりました────私、結けつ婚こんします！」




　細かい事情を聞く前に大声で宣せん誓せいしたリュカリスに、宰相が慌あわてふためく。

「リュ、リュカリス殿？　帝国に嫁ぐんですよ？　ちゃんと理解しておられますか？」

「カリオス殿、心配は無用です。いざという時は、拳で語り合えばわかり合えます！」

「ああっさすがわらわの愛まな娘むすめ！　拳こそ正義！　小こ蝿ばえなどひれ伏ふせさせるのじゃ！」

「アッハイ、サヨウデゴザイマスネ」

　和平とは……？　という宰相の疑問そっちのけで、脳のう筋きん母おや子こは盛り上がった。

　玉座から立ち上がったメーデアは跪ひざまずくリュカリスを抱だきしめると、耳元で囁ささやく。

「我わが国くにの中立の理念は変わらぬ。この婚姻は同盟になりえず、苦難はつきものじゃ」

「承知しています」

「わらわの愛うい子よ。いずこにおろうと、この母はそなたの力になるからな」

　すりすりと頰ずりしてくる母に、リュカリスはにっこりと微笑ほほえむ。

「お任せください陛下！　このリュカリス、必ずや民たみの力になってみせます！」




　そんなわけで、ヴィッセン帝国皇太子との婚こん約やくを了承したリュカリスは詳しよう細さいを聞くことにした。順序が逆なのはリュカリスにとって些さ細さいなことである。

　宰相は激しく胃を痛めている様子だったが、大おお雑ざつ把ぱな母の代わりに説明する。

「……陛下が会談のため、王都を留守にしていらしたのはご存知ですよね」

「もちろん。年に一度の、近きん隣りん諸国の王の会合ですよね？　確か今年は我が国の聖地で開かい催さいだったような……？」

　それで母が不在だと思っていたところに急使だったので、母の身になにかあったのではと、余計に慌ててしまったのだ。謁見室に入ってすぐ勘かん違ちがいだと気づいたが、うろ覚えな情報を口にすると頷うなずかれる。

「はい。その会合のあと、ヴィッセン皇帝陛下からこたびの婚姻の打だ診しんをされたのです」

「なるほど。打診するからには、皇帝陛下は現状をどうにかしたいんですよね」

「そのようですね。……我が国を排はい除じよしようと動く強硬派は根強いようですが、帝国側から戦を仕掛けなければ平和は保たれるという珍めずらしい意識をお持ちの方です。それでリュカリス殿──無能力者の第二王女の噂うわさを、ヴィッセン皇帝陛下も耳にしたようで」

　無能力者、の部分で少し申し訳なさそうな顔をする宰相に苦く笑しようする。

「カリオス殿。そんなに気を遣わなくても、昔の私と違ちがって泣きだしたりしませんよ」

「いやはや、面めん目ぼくない。……星王国人も自分たちと変わらない普ふ通つうの人間だとわかれば、帝国人から差別意識がなくなり、そして長い目で見れば戦の火種も潰つぶせるのではと期待しての打診とのことです。真の先進国と名乗るのはそれからだと申し上げられていました」

「敵を知り、己おのれを知れば百戦危あやうからず……兵へい法ほうの一つですね！　わかります！」

「当たらずとも遠からずといったところさなぁ。わらわの愛娘は愛いであろう、おばかで」

　ご機き嫌げんな星女王から、宰相は目を逸そらす。

『ばか』に同意するのは憚はばかられたのだろうか？　リュカリスは首をかしげた。

「えー、それで……リュカリス殿にとって肝かん心じんなのはここからかと」

「単たん騎きで嫁げばいいんですよね？　単騎出しゆつ撃げきならお任せください、いつがいいですか？」

「…………リュカリス殿……婚姻は、婚姻は戦いくさ場ばではありませんよ……」

「似たようなものよ。単身乗りこむのじゃからなぁ」

「アッいたたた……痛い……胃が……胃が……へ、陛下、しばし御おん前まえを失礼します……」

　すべてを戦に繫つなげていく脳筋王族に、宰相は胃薬を求めてとうとう旅立ってしまった。

　よろよろと謁見室を出て行く背に、母子おやこは顔を見合わせる。

「カリオス殿は大だい丈じよう夫ぶでしょうか……最近、額も後退してきて心配ですね」

「あー、よいよい。カリオスの毛根事情は些さ事じよ。……さて、そこで本題じゃ」

「今までのは前置きだったんですか？」

「そなたが帝国に輿こし入いれする前に、皇太子が遊学の体ていで我わが王宮に滞たい在ざいすることと相成った。手続きがすみ次し第だい、じきに参るじゃろう。もてなす心構えをしておくがよいぞえ」

　リュカリスは目をぱちくりさせる。この口ぶり、会談の際にすべて決めてきたようだ。

（ああ、だから『嫁げ！』って命令形だったわけかな）

　基本的に、王族に自由恋れん愛あいなどない。その最たる例が、目の前の星女王だ。

　力を強く保ち、より優すぐれた子孫を残すため、様々な立場の王配を七人も迎むかえることになったメーデアを思えば、別に否はないのでそのまま立ち上がる。

「承知しました！　婚約者殿の滞在期間中は、私の全ぜん霊れいをもって護衛いたします！」

「これこれ、護衛一いつ辺ぺん倒とうではならぬぞ。皇太子と少しでも親しん睦ぼくを深めよ」

「御ぎよ意い！」

　リュカリスはあらためて一礼してから、善は急げと謁見室をあとにした。







　親睦を深めるために必要なのは、相手を知ることだ。

　隣国といっても、リュカリスがヴィッセン帝国について知っていることはそう多くない。

　皇都はこの世のすべてが手に入ると謳うたわれるほど商業に栄えていることと、星王国を毛嫌いしていること、そしてなにより科学者や学者などが時に王侯貴族よりも尊ばれることくらいだ。

「調べるといえば……書庫……」

　休みをもらったリュカリスは苦い顔になる。

（私、本とか読まないんだよなぁ……すぐ眠ねむくなっちゃうし……）

　だが、皇太子に嫁ぐならそんなことは言っていられないだろう。

「よし！　気合いだ！　気合いさえ入れればなんでもできる！」

「──ふふ」

「うわっ!?」

　気配を殺して近づいていたのだろう。背後から抱きこまれ、リュカリスは飛びのいた。

　振ふり返かえった先には、薄うす絹ぎぬをまとった美人が立っている。大きな一枚布から作られた衣い装しようは簡素な意い匠しようだからこそ、美しさをよりいっそう際きわ立だたせていた。

　美人は腰こし元もとまである白金の髪かみを揺らし、袖そで口ぐちから垂たれるドレープで口くち許もとを押さえている。

「リリスちゃんったら、本当にかわいいわぁ」

「殿でん下かもいつもながら気配を殺すのが上う手まいですね。今回も気づけませんでした」

「あら？　その他た人にん行ぎよう儀ぎな口調はいやだわぁ、お兄ちゃんって呼んでちょうだい」

　ぷくりと片かた頰ほおを膨ふくらませる美人はどこからどう見ても『お兄ちゃん』ではない。

　そこには触ふれず、リュカリスは恒こう例れいの建前を返す。

「これでも一応〈星騎士パラデイン〉の一員、公私を分けないと示しがつかないですから」

「やだやだやだぁ！　お兄ちゃんって呼んでくれないと、廊ろう下かでじたばたするわよぉ！」

「キーリ兄上、せっかくの服が乱れちゃうからごろごろはやめてね」

　リュカリスは苦笑いしながら口調をやわらげる。

　キーリ──現在王位にもっとも近い王子にして、リュカリスの二番目の異父兄あにだ。

　吊つり上あがった目め尻じりに差した朱しゆと相まって蠱こ惑わく的てきな美人──童顔なせいか、美女と呼ぶにはかわいらしい部類に入るが、背は高いし、れっきとした成人男性である。しかもかなりの強つわ者ものだ。

　いつから女装しはじめたのか定さだかではないが、今日もまばゆいばかりに似合っている。

「今日も女装なんだね。キーリ兄上、それ動きづらくない？」

「動きやすさなんてどうにでもなるわぁ、人生には遊び心が大事よぉ！　あーあ、あいつも早く帰ってこないかしらぁ。からかいがいのある人間がいなくて退たい屈くつよぉ」

　あいつとは、今は修しゆ行ぎようの旅に出ている第一王子──リュカリスの同父兄のことだろう。

　生き真ま面じ目めで桁けた外はずれに気位の高い実じつ兄けいゼノンはキーリを激しく嫌きらっているので、さすがのリュカリスも「あ、ははは」と笑ってごまかした。

「あまりゼノン兄上をからかわないであげてね」

「だぁってぇ、この姿だとあいつ怒いかり狂くるって面白いんだもーん。戦闘力百倍になるしぃ」

「その百倍相手に勝てるキーリ兄上を、私は尊敬するよ。私の鍛たん錬れんもまだまだだね」

　王族はまず生身では戦闘しない。

　王族が特殊な力を使えば自分は絶対に勝てないし、他の〈星騎士パラデイン〉でも勝ち目はないだろう。

　けれど、強者であってこそ星王国の王族たりえるのである。

　すべては独立と、永世中立の理念を貫つらぬき、国民を護まもるために。

（でも──今度は、私だって力になれるんだ！）

　星女王の命令を思い出すと胸が躍おどる。そんなリュカリスに、キーリが小首をかしげた。

「リリスちゃん、なにかいいことでもあったのかしらぁ？　いいお顔ねぇ」

「この恰かつ好こうの時にリリスと呼ぶのは──まぁいいけど。あ！　キーリ兄上も、母上から聞いた？」

「なぁにぃ？　まぁた星女せいじよ様の気まぐれでも起こしたのぉ？」

　星女とは、星女王の敬けい称しようの一つである。

　……あれは気まぐれに分類されるだろうか？　異父兄の揶や揄ゆに、首を横に振ふっておく。

「ちゃんとした命令だよ。私、嫁ぐことになったんだ！　キーリ兄上やみんなと気軽に会えなくなると思うと寂さびしくなるね」

「へえ、ちゃんとした命令なんてめずら………………と、とつぐ……？　や、やぁねぇ。あたくし、『研とぎ師しに弟で子し入いり』を『嫁ぐ』と聞き間ま違ちがえてしまったわぁ」

「弟子入りも興味深いけど、ヴィッセン帝国の皇太子と結婚することになったんだ」

　すぐにではないけど、とも言い添えれば、キーリは目を見開いたまま固まった。

「そうだ！　書庫でヴィッセン帝国について調べるつもりだったのに、忘れていたよ。キーリ兄上、ごめんね。私そろそろ──」

「あぁん!?　俺おれ様さまの妹が結婚……!?」

「急に大声を出してどうしたの？　あと、口調が素に戻もどっているよ？」

　中ちゆう途と半はん端ぱを好まない異父兄は女装の時は女言葉を徹てつ底ていしているのに珍しい。

　リュカリスが指し摘てきしても、キーリの形相は白目をむいたまま変わらなかった。

「んなこたぁどうでもいい！　お前、嫁ぐって本気か!?」

「もちろん本気だよ。よりよい未来を切り開く一石になれるようにがんばるよ！」

　握にぎりこぶしを作ってみせると、異父兄はなぜか泡あわを食って肩かたを揺さぶってくる。

「そういうことでもねぇ！　……リリス、帝国なんてつまんないぞ？　あそこは科学大国だ、誰もお前の稽けい古この相手なんてできないし！　結婚しなけりゃお兄ちゃんが三百六十五日二十四時間相手をしてやれるぞ？」

「大丈夫だよ！　仮想兄弟稽げい古こで補うから！」

「仮想兄弟稽古!?　……いや！　それに、帝国の嫁いびりはきついはずだ！　間違いない！　星女にはお兄ちゃんが言っとくから、結婚はやめよう！」

　そう言いい募つのるキーリの必死な様子で、どうも心配してくれているのだと理解した。

　しかしリュカリスも家訓は心得ているので胸を張る。

「三日死し闘とうせすれば男女の別なく絆きずなは深まるって、初代星せい王おうの金言だよね。喧けん嘩かを売られた時は拳ひと突つきで解決する、はキーリ兄上の言葉だけどさ。心配いらないよ！」

「んんっ期待していた答えじゃないな！」

「楽しみだなぁ。ヴィッセン帝国ってどんなところだろう！」

　にこにこして思いを馳はせていると、キーリが廊下に膝ひざをついた。

「だ、ダメだ……初めてのお遣いを任された幼児並みにわくわくしてやがる……！」

「初めてのお遣い！　こんな大役は初めてだから言いえて妙みようだね。さすがキーリ兄上！」

「あぁ～！　俺様の妹バカわいい！　でもそうじゃねぇ！」

「それじゃあ、キーリ兄上。私は書庫で調べ物をするからまたあとでね！　近いうちに私の婚約者が来るらしいから、それまでに勉強しときたいんだ」

　手を振ってから身を翻ひるがえす。

　だからその背後で呟つぶやかれた意味深な一言は、足早に書庫へ向かうリュカリスには聞こえていなかった。

「婚約者が、来る……？　ふぅん──なるほど」







　王宮の書庫は広い。

　ほとんど来たことがないリュカリスにとって迷めい宮きゆうのように感じられたが、さまよっていると親切な司書が声をかけてきた。

「リュ、リュカリス様……あのぉ、なにかお探しのものでも……？」

「ああ、そうなんだ。ヴィッセン帝国の風ふう俗ぞくとかを学べる書物ってあるかな？」

　そう答えて笑いかけると、彼かの女じよはますます赤くなっていく頰を押さえてうつむいた。

　普通なら風か邪ぜを疑うところだが、なにも珍しいことではない。

　リュカリスが会う王宮仕えの女性たちはいつも頰が赤いので、女性というものは血色がいいものだと解かい釈しやくしていた。

「ヴィッセン帝国に関する書物、ですね！　こちらです！」

「迷っていたから助かったよ。案内してくれてありがとう」

　そうして、とある一角まで連れてこられたリュカリスは感かん嘆たんした。

　天てん井じようまで届きそうな本ほん棚だなが奥おくまで続いている。司書がいうには、この一帯はヴィッセン帝国の書物が占しめているらしい。

（皇太子が来るまでに読み終わるかな……？　にしても、けっこうな蔵書だな）

　一応、仮想敵国だったヴィッセン帝国を研究するのは当然ということなのか。

　司書に薦すすめられた書物をいくつか抜ぬき取とり、人目につきづらい席に腰こしを下ろす。

「よし！　今日は読めるところまで読んでいこう！」

　本を私室に持ち帰ればいつでも読めるが、そのまま積読本になる未来が見える。

　とにかく、一ページずつ静かに読み進めていく。リュカリスは何度か寝てしまいそうになったが、あるページに差しかかったところの文面をなぞった。

「……銃じゆう……？」

　本によれば、ヴィッセン帝国にとって最高にして最大の発明品だという。刀とう剣けんよりも遙はるかに手軽に、用法さえ間違えなければ誰でも扱えるのだとか。

　ただ連発はできず、火も使うため、扱いが難しいらしい。

　この技術はヴィッセン帝国のみが独どく占せんしており、戦の場では切り札になっているようだ。

（銃……一族の戦闘記録で見た覚えがある気がするなぁ）

　明日はそちらの記録を漁あさってみるか。というか、戦い方の本を読んだ方がヴィッセン帝国を理解できたかもしれない。

　今日はこれでしまいだと本を閉じた時、さえずるような声が二重に聞こえてきた。

「リリス姉あね様さま」

　……気配もなく背後に立つのは血筋だろうか。

　リュカリスが首をめぐらすと、仲よく手を繫いだ双ふた子ごがひっそりとたたずんでいた。

　二人とも黄こ金がね色いろの髪を顎あごのあたりで切きり揃そろえ、瑠る璃り色いろの双そう眸ぼうでぼんやりと異父姉を見つめている。神しん殿でんに仕える巫み女このような恰好をしているところも、口調や表情の作り方さえ、なにからなにまで──すべて計算し尽つくしたかのようにそっくりだ。

　男女の双子だというのに性別を感じさせない神秘的な雰ふん囲い気きといい、見分けがつかないように二人とも『ぼく』というなど徹底しているところはキーリとよく似ている。

　リュカリスは大雑把な性質なので、この弟てい妹まいと会うたびに感心してしまう。

「シモンに、テオドラ。君たちも書庫に用事があったのかい？」

「リリス姉様に会いにきた」

「キーリが噓うそつきだから」

「そう、キーリは噓つき」

　抑よく揚ようのない声で繰くり返かえされると遁フ走ー曲ガのようだ。

（えー？　キーリ兄上、私と別れてからの短時間で二人になに言ったのかな）

　いつも無表情な二人が珍しく眉み間けんに皺しわを寄せている。リュカリスは首をひねった。

「キーリ兄上は人をからかうけど噓はつかないのに、今日はどうしたんだろう」

「だってリリス姉様が結婚するって言った」

「リリス姉様はずっとここにいるのに」

「あ、やっぱり噓は言ってないよ。実際に、私は近いうちに結婚するからね」

　にっこりと笑いかければ、双子は大きく目を見開いた。そして示し合わせたように互たがいで互いの口を手で塞ふさぎ、なにやらくぐもった声を上げている。

「もごごごご！」

「ふご、ふごご！」

「え？　結婚おめでとうって？　ありがとう！」

　我ながらかわいい弟妹に恵めぐまれたものだ。

　二人はなぜか死んだ魚の目になったが、いつものなにを考えているのかわからない目と似たようなものかと受け流す。

　このように少し不思議な双子であるが、王位継承順位は暫ざん定てい四位で腕うでっ節ぷしは強い方だ。二人で第四位なので、いささか特殊ではあるが。

「リリス姉様、本当に行ってしまうの」

「ぼくたちを置いていってしまうの」

「ちょっと隣国まで嫁ぐだけだよ。落ち着いたら里帰りもできるだろうし、その時はお土産みやげをたくさん買ってくるからね！」

「……リリス姉様がいないと寂しい……」

　双子の一人がそう呟くとリュカリスに抱きつき、腹部に頭をぐりぐりと押おし当あててきた。

　十五歳にしては仕草が幼いが、リュカリスは相好を崩くずして頭を撫なでる。

「ふふ、シモンはかわいいね。キーリ兄上たちもいるし、寂しさなんて吹ふっ飛とぶよ」

「……ぼくは？　かわいい？」

「もちろん、テオドラもかわいいよ。二人とも、私の自じ慢まんの弟妹だからね」

　即そく座ざに肯定すれば、テオドラの無表情がわずかに喜色を浮うかべる。

　リュカリスは目の形で二人を判別しているのだが、今回も正解だったらしい。

「……リリス姉様はいつもぼくたちを間違えないね」

「やっぱり、リリス姉様、嫁がないでほしい……」

「行かないで」

　潤うるんだ目で見上げてくる双子に、リュカリスは場ば違ちがいにもほっこりする。ただ……

（こうして慕したってくれるのは、私が無能力者だからなんだろうけど）

　王位継承の選定方法のせいで、兄弟仲はさほどよくない。好敵手ライバルという意識が強いのだ。

　その中で、王位争いに加われないリュカリスは唯一の安全パイだった。一番目の兄のように『脆ぜい弱じやくな妹』と遠ざけられることもあるが、どの兄弟とも友好的な方である。

　どんな理由であれ、仲よくできるのは喜ばしい。

　その気持ちに噓はないのに、なんとなく胸の内に靄もやが立ちこめていく。これもいつものことで、感情の根源はいまだ摑つかめないままだ。

　考えたって仕方ないと、リュカリスは胸元を握にぎりしめてから微笑む。

「輿入れはまだ先だろうし、私がいないことにだって王位を争っているうちに慣れて気にならなくなるさ」

「……気になる」

「……皇太子、来る？」

「いつかはわからないけど、母上いわく近いうちにここに滞在する予定らしいね。シモンもテオドラも、皇太子が困っていたら助けてあげてよ」

「「いやだ」」

　最後は異口同音で即そく答とうされたが、リュカリスは笑え顔がおで親指を立てた。

（そうは言っても、直面したら優やさしくしてあげるって私はわかっているからね！）

　なんだか不気味そうな目で見返されるも、書庫での用事はすんだのでさっさと席を立つ。

　書物を元の場所に戻していると、双子がそっと寄より添そってきた。

「……姉様、大丈夫」

「不本意だけど、キーリたちとなんとかする」

「皇太子たちをもてなす算段のこと？　私もなにかすべきかな？」

「姉様は動かないで」

「むしろ寝ててほしい」

　……寝ていたらダメではないか？

　リュカリスは若じやつ干かんの疑問を抱いたが、腰にへばりつく双子もそのままに書庫をあとにしたのだった。
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　そんなわけで星女王の勅ちよく命めいを受けた翌日から、リュカリスは本ほん腰ごしを入れることにした。

〈星騎士パラデイン〉の仕事を少し減らしてもらい、空いた時間に帝国のことを調べたり、嫁よめ入いり準備を進めたりしていると、日々は飛ぶようにすぎていく。

　その合間に異父兄弟たちが訪おとずれては、帝国の情報を教えてくれることもあった。




「リリスちゃん、知ってるかしらぁ？　帝国の皇太子って、すっごぉく性格が悪いんですってよぉ！　これは嫁いびり確定ね！　やっぱり結婚はやめるべきじゃないかしらぁ！」

　リュカリスの私室に訪れたキーリが、仕入れた情報を嬉き々きとして披ひ露ろうする。

　突とつ如じよとして現れての開口一番のセリフに驚おどろくも、「へえ……」とまばたきをしてから問いかける。

「どんな感じで性格が悪いの？」

「科学者としては天才らしいけどぉ、それに鼻をかけて傲ごう慢まんでぇ、そのくせ怠たい惰だでぇ、基本的に寝るか食べるか毒どく舌ぜつを吐はくか、他人と関わり合おうとしないんですってぇ」

「つまりいざって時はやる人なんだね！　能ある鷹たかは爪つめを隠すってことかぁ」

「ねえ、リリスちゃん。総そう括かつが大雑把すぎないかしらぁ……性しよう悪わるなのはいいの……？」

「ん？　寝るか食べるか毒舌を吐くか、って無害だから別によくない？」

「む、無害……？　毒舌って無害なのぉ……？」

「私たちのご先祖様の中には、十二の首級を捧ささげて求きゆう婚こんした人とかいなかったっけ？　あとやきもちを焼いて浮うわ気き相手の家を焼やき払はらったり。母上もわりと過激なところがあるし。だから毒舌くらい大丈夫だよ」

　リュカリスの父親を王配に迎えるため、反対していた大臣たちに決闘を挑いどんで叩たたきのめし、問答無用で頷かせた逸いつ話わは、国内ではあまりにも有名だった。

　母は七人の王配を持っているが、それが唯一の恋愛結婚だという話である。

（そういえば、父上とはここ一年会った記き憶おくがないな……輿入れ前に挨あい拶さつしたいけど）

　父は温おん厚こうで、闘とう争そうとは無む縁えんな人だ。考古学者ということもあり普ふ段だんは王宮にいない。

　だから大臣にも結婚を反対されたわけだが、公おおやけの場に伴ともなわれる王配は一貫して父だけだ。

　そんな感じで実例を挙げれば、異父兄の顔色が悪くなりはじめる。

「私の父上だって興味のあること以外には生活力が乏とぼしいから些細なことだね！」

「すごい！　リリスちゃんのハードルがすごく低い！　お兄ちゃんびっくり！」

「キーリ兄上、私のために帝国について調べてくれてありがとう。参考になったよ」

「え！　確かにリリスちゃんのためだけどぉ、そんな光属性全開な笑顔はやめてぇ……」

　異父兄はそうこぼすと、恥はじらう面おもてをキトンのドレープで隠した。

　実に女子力の高い仕草である。転生したとしても、リュカリスには真ま似ねできそうにない。

「ただ……皇太子って、すごく頭がいいってことだよね？」

　すると、キーリはドレープで覆おおっていた顔を上げて、輝かがやく目を向けてきた。

「そう、そうよぉ！　おつむはとーってもいいらしいわよぉ！　つまり、リリスちゃんとはお話が合いそうにないわねぇ。はぁ、これは結婚すべきではないわぁ！」

「そっかぁ」

「やめるなら今のうちよぉ？　星女様はあたくしが説得してあげるから！」

　だんだんと前のめりになって迫せまってくる異父兄を押しとどめてから少し考える。

「確かに私は頭を使うのが苦手だから、皇太子に呆あきれられそうだよね」

「そこ、そこぉ！　その調子よぉ！　もっと掘ほり下さげていってみよう！」

「でも頭を使わない会話もできるかもしれないし、今からもしもを心配したって仕方ないよね！　キーリ兄上のおかげで心構えができたよ！　持つべきものは優しい兄だね！」

「だからその純度しかない笑顔はやめてぇっ！」

　異父兄が「目が、目がぁ！」と真っ赤になった顔面を押さえて暴れだす。

　……大丈夫かな？　いろんな部分を心配していたら、今日は双子の弟妹も現れた。

　薄く開いた扉とびらからひょっこりと出した顔が縦に並び、不ふ機き嫌げんな顔つきだ。

「……キーリ役立たず」

「キーリ使えない」

「キーリのへちゃむくれ」

　輪唱しはじめたシモンとテオドラに、キーリの動きもぴたりと止まる。

「だーれーが、へちゃむくれだってぇ？」

「キーリしかいない」

「キーリのあんぽんたん」

「う、うふふ、なんてクソかわいくないクソお子様どもかしらぁ。教育的指導をしてあげたいわぁ」

　異父兄は笑顔だが、こめかみが痙けい攣れんして見えるのは気のせいだろうか。

　リュカリスが三人の様子を窺うかがっていると、双子は目配せし合ってくすくすと笑う。

「別にキーリにかわいがられたくない」

「キーリは変態だからかわいくなくていい」

「性せい癖へきが特殊だから恋こい人びともできない変態」

「かわいそうかわいそう」

「脳内ゆるふわ双子が言うな！　お前らも人のこと言えた性癖じゃねぇだろ！」

　……せいへき、とは？

　難しい顔になったリュカリスに気づいたのか、三人が慌てふためきだした。

「リリス姉様……これは、精神的な話……」

「あー！　そ、そう……せ、精が出る……へき、へき……」

「霹へき靂れき、の略語」

「精が出る霹靂の略語っておかしいだろうが……！　さすがのリリスも──」

「なぁんだ。雷かみなりが鳴るとやる気が出るって話をしていたんだ！　びっくりしたよ！」

「このクソ双子と並べることでより輝く光属性……これを嫁がせることは罪では……」

　何事かを葛かつ藤とうするキーリのことは置いておき、リュカリスは双子を手招いた。

「それで、二人は私になにか用事があったのかな？」

「……リリス姉様に、プレゼンしようと思った」

「プレゼン？」

「そう、ヴィッセン帝国残ざん酷こく物語……そよ風の香かおりを添えて」

　そよ風の香りって添えられるのか。後半のインパクトが強すぎて前半が吹っ飛ぶ。

「むかしむかしあるところに、残ざん虐ぎやくな皇帝がいました」

「残虐な皇帝は目に見えないものはもちろん、見えるものすら信じない人でした」

「だから星の王国に住まう者を捕つかまえては実験にかけたのです」

「それが……暇ひまをもてあました」

「狂科学者マツドサイエンテイストたちの」

「遊び。おしまい」

「お、おお」

　おとぎ話風に語るのに飽あきたのか、気になるところで雑な省略をされたリュカリスは戸と惑まどいを隠せない。そよ風の香りも結局出てこなかった。

「えーっと、つまり……シモンたちも帝国の情報を新しく仕入れたから、私にまた教えてくれようとしたのかな？」

「まとめればそういうこと」

「リリス姉様は節穴キーリとはやっぱり違う」

「あたくしを節穴だなんてぇ、そんなことを言うのはクソお子様たちくらいよぉ～？」

　キーリがにっこにこしながら、双子の間に割って入って肩を組みはじめた。

　シモンとテオドラは迷めい惑わくそうな目つきで、若干体を反らしている。
















「だって、ぼくたちの見分けもつかない」

「はぁん？　あなたたちの場合、どっちが弟でも妹でも同じことでしょ～？　似たようなものよぉ！」

「リリス姉様は見ればわかるって言う」

「リリスちゃんのはぁ、野生の勘かんだから次元が違うのよねぇ」

　いや、目の形を見ればわからないかな？　とリュカリスは思ったが、なんとなく言ってはいけない雰囲気を感じ取ったので黙だまっておくことにした。

　珍しく空気を読んでいたら、双子が腰元に抱きついてくる。

「リリス姉様……帝国に行ったら実験動物にされちゃうよ」

「能力者は解かい剖ぼうされちゃうよ」

「私は能力者じゃないよ？」

　無能力者だから皇太子の婚約者に抜ばつ擢てきされたのに、能力者だったら問題である。

　リュカリスの訂てい正せいに、弟妹は一いつ瞬しゆん言葉に詰まりながらも続けた。

「……星王国人ってだけで十じつ把ぱ一ひと絡からげにする帝国人には関係ないこと」

「ぼくたち以外は能力者じゃないのに、星王国人を化け物って呼ぶ」

「……あぁ！　そうねぇ、無能力者だからって拒絶反応が少ないなんて怪あやしい言い分だわぁ。あちらさんの過激派は思いこみが激しくて見分けがつかないわよねぇ」

　異父兄もしたり顔で頷いている。

　確かに、能力者かどうかの見分けはつきづらいかもしれない。特殊な力を宿しているのは王族だけ、というのは全国民の常識であるが、外の人間には与あずかり知らないことだ。

「そっかぁ、疑われることもありえるんだね」

「ね、こわいわよねぇ～？　そろそろ輿入れをやめる気になったかしらぁ？」

「どうしてやめるの？」

　リュカリスはきょとん顔で聞いてから、呆あつ気けに取られた様子の兄弟たちに笑顔で返す。

「実験動物にされそうになったら、実験器具をぶっ壊こわせばすむことだよね」

「えっ」

「キーリ兄上たちだって、そんな状じよう況きようになったらまずは部屋を壊すだろう？」

「もちろん再起不能なまでに全ぜん壊かいさせるわよぉ！　人間諸もろ共とも！　…………あ」

「でしょ！　大たい抵ていは拳ひとつあれば解決できるから、そんなに心配しなくても大丈夫だよ！　だって私は、これでも〈星騎士パラデイン〉の一員だからね！」

　えへん！　と胸を張ってみせた。

　すると、キーリが頭を抱かかえはじめる。その様子に、双子が蔑さげすむ眼まな差ざしを注いでいた。

「……キーリのおばか」

「掘ほった墓ぼ穴けつに埋うまるのはおまえ」

「……ゆるふわ双子は黙ってくれねぇか……」

「それに十七歳にもなった私に、キーリ兄上はちょっと過保護すぎるよ。シモンたちを心配するならまだわかるけど」

「やめてぇ！　リリスちゃんまで無む邪じや気きな笑顔でとどめを刺ささないでぇ！」

「兄でも敵は一いち撃げき必殺……虫の息さえ許さない……」

　双子は互いに抱きつき、小こ鹿じかのように震ふるえている。

　リュカリスはその反応に若干の不可解さを抱いたが、兄弟たちがわりと協力的でホッとした。

（婚約者殿には、少しでもいい印象を持って帰ってもらいたいしね）

　今まで仮想敵国だったのだから、すぐに好印象を持ってもらうのは難しいだろう。

　でもそこをなんとかして、未来の国民のためになる礎いしずえを築く。たとえ政略結婚だろうと、アルビレオ星王国が永世中立国を貫く以上、同盟関係にはなりえない。

　星王国は自国の問題に首をつっこませないし、帝国でなにがあろうと国として支援することはない以上、それが縁えん談だんの目的だとリュカリスは解釈していた。

（ヴィッセン帝国の皇太子はいったいどんな人だろう）

　もちろんどんな人間だって構わないし、誰だろうと否いながあるわけもない。

　話が合わなかったとしても、人間なのだから相あい性しようがあるのは当然だ。それでも。

（私でも、理解できる人だといいな）

　リュカリスはまだ見ぬ婚約者に思いを馳はせながら、兄弟の賑にぎやかな会話に耳をかたむけたのだった。
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　その日の呼び出しも、警邏の最中だった。

　今回は母が不在ではないので、巡じゆん回かい中ちゆうに少女たちから受け取った菓か子しや花束を私室に置いてから、急ぐことなく謁見室に向かう。

　中にいたのは星女王たる母だけだ。いつも背後に控えている宰相の姿はない。

「陛下、ただいま参上しました」

「わらわの愛い子や、本日皇太子が参る。出で迎むかえてやるとよかろうぞ」

「…………は？」

　リュカリスが目を白黒させていると、母は嫣えん然ぜんと笑う。

「意外と早く手続きがすんだのじゃ。カリオスの毛根は犠ぎ牲せいにしたがな」

「あの、皇太子ってヴィッセン帝国の……？」

「無論。滞在期間は二ヶ月じゃったか、はてさて……あとでカリオスに訊きくとよいえ」

　安定の宰相に丸投げだが、戸惑ってばかりもいられない。

（今日で打診から二週間目だから、相手が帝国人ということを鑑かんがみると最速じゃ？）

　両国の本気を垣かい間ま見みた気がする。リュカリスは姿勢を正し、左胸に拳を添えた。

「御意！　案内は、このリュカリスにお任せください！」

「うむうむ、やる気満々で実によい。やはりわらわの愛娘はバカわいいのう」

「そういえば、聞き忘れていましたが……皇太子のお名前は？」

　郷ごうに入っては郷に従え。輿入れしてから迷惑をかけないために、この二週間、リュカリスが調べていたことといえばヴィッセン帝国の風習と戦術ばかりだった。

　キーリたちの情報にも名前がなかったことを今思い出したわけだが、この場に宰相がいれば「じゅ、順序が違いませんか……」と胃を押さえたかもしれない。

「名？　む、確か……アルトゥール・フォン・ヴィッセンじゃったかえ」

「アルトゥール……」

　リュカリスは嚙かみしめるように反はん芻すうする。

（アルトゥール……きれいな響ひびきの名前だ）

『天の宝石』を冠したアルビレオ星王国の王女として、いかな脳筋族でも星には詳くわしい。

　皇太子の名前を聞いた瞬しゆん間かん、リュカリスの脳のう裏りでまたたいた星がある。

　春、南の空で琥こ珀はく色いろに優しく光る『熊の番人アルクトウールス』という星だ。まったく同じ響きというわけではないが、名は体を表すと聞く。あの星みたいな相手だろうか。

　想像は膨らむが、とにもかくにも実物を見た方が早い。

　準備をするために辞そうとした矢先、笑顔の母が話を続けた。

「とはいえ、こたびの婚約はまだ公式発表していない」

「へ？」

「なにぶん急な話だったゆえ、諸外国に根回しがすんでおらぬのじゃ」

「根回し……？」

「わらわはいらぬと申したが、カリオスが珍しく強固に言い張ってのう……無意味としか思えぬが、無む下げにもできなかろう」

　ど、どういうこと？　根回しとはいったい……？

　キーリや宰相がいれば、リュカリスでもわかるように説明してくれたかもしれない。

　だが、ここには母しかいなかった。つまり、なにも期待できないので自分で考えるほかないのだが──さっぱりわからない!!

　そんな目を回す娘を不ふ憫びんに思ったのか、母が珍しく嚙かみ砕くだいて話してくれた。

「アルビレオの王族が、他国に嫁ぐことは前例にないからのう。なにか裏があると勘ぐられるのは、我が永世中立の理念にも差さし障さわりがあるやもしれぬしな」

「あ、なるほど。諸外国にとっては前ぜん代だい未み聞もんで不安なわけですね」

「さらに相手がヴィッセン帝国とあっては、しばらく大陸中の話題をかっさらうのは明白。どう根回ししたとて無む駄だと思うが、まぁカリオスの気がすむようにやらせるつもりじゃ。蝿がうるさく仕掛けてきた時に力で黙らせればいいだけというのに、ご苦労なことよ」

　ああ、だから宰相が不在なのか。リュカリスは納なつ得とくした。

　大変だなぁと他ひ人と事ごとのように考えていると、母が忍しのび笑わらいを漏もらす。

「皇帝から、皇太子の人ひと柄がらは伺った。ふふ……ちぃとばかし試ためす許可は得ておるしな、しばらく退屈せずにすみそうじゃ」

「陛下、あの、試すって？」

　楽しそうな母に問いかけても、笑みは深まるばかりだった。そして手招きされるがまま近づいた途と端たん、リュカリスは抱きしめられた。

「リュカリス、わらわの愛い子よ」

「陛下……？」

「無理に愛せとは申さぬ。愛さなくていい、ただよきところを見つけてやるのじゃ」

　やけに実感のこもった響きに、リュカリスは母がそうやって折り合いをつけていたことを初めて知る。言葉に窮きゆうしていたら、抱きしめる力が強まっていく。

「そなたは難しいことなぞ考えられぬのじゃから、その心が赴おもむくまま振ふる舞まうがよい。わらわは──母はそばにいてやれぬが、なにかあればすぐに言うのじゃぞ」

「母上、ありがとう。私は大丈夫だよ」

　もはや最近の口くち癖ぐせになりつつあることを繰り返す。

　誰も彼かれもが、リュカリスをやけに心配する。自分が頼たよりないからだろうか？

　だが、本当にリュカリスはなにも憂えていなかった。

（私は婚約者殿を好きになれるよ）

　たった一つの理由を根こん拠きよとした確信だ。

　その理由が胸に明かりを灯す限り、自分はどこでだって生きていける。







（とはいうものの、出迎えの恰好はどうしようか）

　リュカリスは私室の衣い装しよう簞だん笥すを前に考えこんでいた。

「王女として、久しぶりにキトンでも着るべきかな？」

　キトンは、亜あ麻ま布ぬのを使った貫かん頭とう衣いだ。

　男女ともに着るものだが、当然のことながらデザインが異なる。女性用はやたら留め具を使ったり、ひだ飾りを作ったりと、とにかく着るのに手間がかかる。

　リュカリスは常つね日ひ頃ごろから男装しているが、女装が嫌いなわけではない。

　王女らしい衣装は邪じや魔まくさいから進んで着ないだけだ。

　不便でも着替えるか──そう手を伸のばした時、聞き慣れた声が背後から響いた。

「……あらぁ、リリスちゃん？　悩なやましい顔ねぇ？」

「あ、キーリ兄上！」

　急いで来たのか肩を上下させているが、女装姿の異父兄が微笑んで立っている。

　また音もなく部屋に入ってきたらしい。

「珍しく息が荒あらいけど、どうかしたの？」

「んん～、そうねぇ。リリスちゃんが困っているんじゃないかって、お兄ちゃんの勘がびびっときたのよねぇ！」

「さすがキーリ兄上！　そうなんだ。これから婚約者が来るらしいんだけど、着替えた方がいいか迷っていて……王女として輿入れするわけだから、女装すべきかな」

　ちょうどいいと、リュカリスはさっそく意見を仰あおいだ。

「あらぁ！　リリスちゃんったら、決まりきったことを訊くのねぇ」

「決まりきったことって？」

「リリスちゃんは、帝国に行ってもずっと女装しているつもり？」

「え？　女装は出迎えと、婚礼の時だけのつもりだったけど」

「第一印象は大切よぉ？　婚約者が急に男装しはじめたらびっくりしちゃうんじゃないかしらぁ？　だったら最初から、ありのままで対面すべきだと思わな～い？」

「キーリ兄上……」

　リュカリスはハッとして、異父兄を見つめた。その視線にキーリはなぜかびくついていたが、構わずその両手を握りしめて笑いかける。

「そうだね、キーリ兄上！　女装していても私は私だけど、男装が一番私らしいよね！　この騎士装束のまま会うことにするよ、ありがとう！」

「んぐ……う、疼うずくな、俺様の良心……！　これはリリスのためだ……！」

「ん？」

　キーリの呟きに、リュカリスは首をかしげる。

　あらためて言わずとも、リュカリスのための助言だとわかるのに変な異父兄だ。

　皇太子がいつ来るかわからないので、考えている時間はもうない。リュカリスは背外套クラミスを翻し、「それじゃあ、出迎えてくるよ！」とキーリに断ってから走りだした。




　──大玄関のファサードで待っていれば入れ違いはないだろう。

　そう判断したリュカリスが衛兵に紛まぎれて立っていれば、女によ官かんたちが近づいてきた。

「リュカリス様ぁ、本日は正面の警備ですのぉ？」

　そんな呼びかけと共に差し出された手拭いハンカチをありがたく受け取る。

「いや、今日は警邏だよ。ちょっと用事があって、場所を借りているんだ」

「まぁ、そうでしたの……でもそろそろ休きゆう憩けいを取られてはいかがです？　警邏からのお帰りなら、今日はまだ休憩を入れてませんでしょう？」

　目を潤ませた女官が案じるように、リュカリスの腕うでに手を添えた。それを聞いた隣となりの女官は焦あせったのか、その手を押しのけるようにして迫ってくる。

「まぁ大変！　仕事熱心なあなたは素す敵てきだけれど、体を壊してしまいますわ！」

「ささ、こちらで少しゆっくりなさいまし！」

　手を引っぱられて奥へと連れていかれそうになるも、リュカリスはやんわりとそれをほどく。我関せずだった衛兵たちの空気が変わったからだ。

　階下を窺ってみれば、見慣れない服装の男たちがこちらを見上げている。

　星王国人の民間装束は大きな一枚布を巻きつけたり紐ひもでくくったりと、簡素でいながらアレンジの光る意匠が多いので、彼らは外の人間で間違いないだろう。

　そしてあの華はなやかさの中にも重じゆう厚こう感かんのある意匠──ヴィッセン帝国の人間だと直感したリュカリスは、女官たちに微笑みかけてから進み出た。

「ありがとう、でももう大丈夫──待ち人が到着したから」

　瞬間、彼女たちが左右に分かれて道を作ってくれたので、リュカリスは靴くつ音おとも高らかに階段を下りながら視線をさまよわせる。

（私の婚約者はどれだろう？）

　名前しか知らない相手を見分けるのはなかなか難しい。が、すぐにわかった。

　──星王国は一年を通して極夜だ。あちこちに灯ともる松たい明まつに照らされて、完全なる闇やみに閉ざされはしないが、外界に比べたらずっと暗いだろう。

　そんなリュカリスの視界に飛びこんできた彼の光は強きよう烈れつだった。

　一言でたとえれば魔ま性しよう。

　一目で忘れられそうにない、美しすぎていっそ悪夢のように端たん整せいな造作だ。口許の黒子ほくろもその色いろ香かに貢こう献けんしていた。

　さらりと音を立てて右目にかかった黒い絹糸は耳にかけられている。その奥できらめく、切れ上がった菫すみれ色いろの瞳ひとみ。どこか気だるげで、警けい戒かい心しんの強い血統書つきの仔こ猫ねこを連想した。

（似ている……）

　春の夜空に明るい星は少ない。『熊の番人アルクトウールス』はその中でも一等輝く星の一つだ。

　あの南の空を優しく見守っているような光と、彼のこの鋭えい利りな光を結びつけるのは難しいかもしれない。けれど、リュカリスは確かに似ていると感じた。

　コートの懐ふところに手を入れた何人かと、庇かばうように立つ黒くろ縁ぶち眼鏡をかけた男を通とおり越こし、背後に追いやられた一人の青年を真っ直ぐに見つめる。

「……君が、アルトゥール・フォン・ヴィッセン殿か」

　微笑んで誰すい何かすると相手は顔をしかめたので、当たりのようだ。

　第一印象は大切だ。リュカリスは背筋を伸ばし、できるだけ優ゆう雅がに腰をかがめる。

「皇こう太たい子し殿でん下かご一行の訪れを歓かん迎げいする。我が愛すべき故郷にようこそ──婚約者殿」

　それから顔を上げて、再度にっこりと笑う。

　数すう拍はく、沈ちん黙もくが流れる。次いで、頭上から甲かん高だかい悲鳴が上がった。




「こ、ここここここここ婚約者──────!?」




　へ？　リュカリスは驚いて振ふり向むく。すると階段の中ほどにいた女官たちが倒たおれていく様を目もく撃げきしてしまう。さすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれたので、慌てて駆かけつける。




　──それがヴィッセン帝国の皇太子、婚約者となるアルトゥールとの初対面になった。

　想像したようにはかっこよく決まらないものだというのが、本日の教訓だった。
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　衝しよう撃げき的てきな出で逢あいとなってしまったが、当初の目的は果たされていない。

　女官たちの無事も確かく認にんできたので、リュカリスは皇太子一行を案内することにした。

　母は執しつ務む室しつを嫌っているので、まだ謁見室にいるはずだ。

「さっきは騒さわがせてしまってごめんね。彼女たちに悪気はなくて、持病の発ほつ作さなんだ」

「持病の発作……」

　道中、リュカリスが非礼を詫わびると、黒縁眼鏡の男がもごもごと呟いた。

　含ふくみを感じたが、少し遅おくれて歩く皇太子に視線を送る。

「ああ、申し遅れたよ。君たちはもう知っているかもしれないけど、私は────」

「気安い口を利きくな」

　それが対面からずっと黙っていた、皇太子の第一声だった。少し鼻にかかった甘あまい低声はよく通る。

　リュカリスはびっくりして、目をぱちくりさせた。黒縁眼鏡の男があわあわと口を押さえていたが──なるほど。リュカリスは一つ頷く。

「失礼しました。君に逢えたのが嬉うれしくて、礼れい儀ぎを忘れてしまっていた」

「──は？」

「適切な距きよ離りからはじめよう、ということですよね。……私は戦闘以外は能無しと身内によく評されるので、殿下がしっかりした方でよかった」

　何事も順序が大切だ。初日なのにいきなり距離を詰める方がどうかしていた。

　感かん銘めいを受けたリュカリスが明るい声で告げれば、皇太子一行は信じられないものを見る目を向けてきた。背後になにかあるのかと振り返るもなにもない。

（幽ゆう霊れいでも見たのかな？）

　とにかく時間はまだあるのだ。ゆっくり親しん睦ぼくを深めていけばいい。

　道すがら、自由に立ち入っても大丈夫な部屋を紹しよう介かいしているうちに謁見室につく。叩音ノツクをすれば、中から反応があった。

「星女王陛下、失礼いたします」

「はっ、ちょ……」

　黒縁眼鏡の男の声を聞く前に、リュカリスはすぐさま樫かし扉とびらを押おし開あける。

　室内には相変わらず寝椅子のような玉座に頰ほお杖づえをついて寝そべる母と、先ほどは不在だった宰相がかたわらに立っていた。

　客人たちは呆気に取られた様子だったが、表情を引きしめて奥へと歩みを進めていく。星女王の眼前で立ち止まると、皇太子以外は深々とお辞じ儀ぎをする。

「おお、リュカリスや。無事皇太子と対面できたのじゃな、褒ほめて進ぜよう」

「は！　光栄です！」

　遅れて入室したリュカリスも拳を左胸に押し当て、一礼した。

　すると、宰相がしきりに目配せを送ってくる。もしかして？　と宰相の隣まで行けば頷いたので正解だったらしい。

　あらためて正面を向き、皇太子一行を眺ながめていれば、母が静かに開口した。

「我が愛すべき故郷によくぞ参った。星女王たるこのメーデアの名において、おぬしらが滞在中、不自由なきよう取り計らうことを約そう。……してリュカリス、近ちこう寄れ」

「へ？　あ、はい」

　言葉は少ないが、娘なのでなんとなく意図は読めた。一歩だけ進み出れば、母は玉座から立ち上がってリュカリスの肩を抱く。

「この者はリュカリスじゃ。おぬしらが滞在中の世話役は任せてある。……異国の皇子よ、至らぬこともあるじゃろうがリュカリスを頼むぞえ」

「…………はあ」

　ため息とも了承ともつかない声を出した皇太子は気のない風だった。
















（にしても、変な紹介の仕方だな）

　この者は、なんて前置きしなくたって、リュカリスのことくらいわかるだろう。公式発表はまだでも、婚約者なのだから。

　だが疑問といえばその程度で、リュカリスはよそ事に気を取られていた。

　相手は母といえど星女王、公おおやけの場で迂う闊かつなことはできない。だから早く挨拶をすませて、皇太子にもっとこの国のことを知ってほしいとそわそわしてしまう。

　そんな内心がバレバレだったのか、母が苦笑している。

「さて、あとは若い者同士で話すがよかろう。……リュカリス。お客人たちを、貴き賓ひん室しつまでしかと案内してやるのじゃぞ。長旅の疲つかれを癒いやしてくりゃれ」

「御意！」

　間かん髪はつを容いれずに返事をしてから、リュカリスは皇太子一行を伴って退室したのだった。







　謁見室に行く途中で案内した分、今は特に紹介したい場所はなかった。

　中庭がよく見える、王宮の南なん翼よくにある貴賓室に向かうまで、リュカリスはあれこれと皇太子に話しかける。

「我が国の陛下はあまり多くを語らない人なので、そっけなく感じましたらすみません。あれでもかなりわかりやすく歓迎している方なんですよ」

「えー、殿下も……星女王陛下のお心こころ遣づかいには感謝しておられます。我々を快こころよく迎えてくださりありがとうございます」

「いえ、当然のことです！　……殿下は我が国に来られたのは初めてですか？」

「あ、あ！　殿下は普段皇都から出られませんので、初めてかと」

「そうなんですか！　私も他国には行ったことがないので同じですね」

　にこにこして返すリュカリスに、皇太子──に付き従う黒縁眼鏡の男がもごつきながら答えてくれる。冷ひや汗あせをかいて皇太子をちらちら見ているが、皇太子は完全に黙もく殺さつしていた。

「そういえば、案内に夢中で忘れていました。みなさんのお名前を伺ってもよろしいですか？」

「あ、はい！　わ、私めは側近のハインリヒ・フォン・シュルツでして……そのぉ、彼らは従者のリヒャルトにオットー、そして書記官のフーゴでございます」

　従者の二人は異様に体格がよく、書記官は外見年ねん齢れいだけなら少年に近い青年で、どこか鼻っ柱が強そうだ。リュカリスは頭の中で名前を反芻してから頷く。

「なるほど、覚えました！　やっぱり人間関係のはじまりは自己紹介からですよね！」

「──────アンタさぁ」

　ぴくり、とリュカリスは肩が跳はねた。反射的に首をめぐらすと、皇太子の眉間の皺がとんでもないことになっていた。

　それを見み咎とがめたのか、ハインリヒが先ほど以上に慌てふためきはじめる。

「で、殿下ぁ？　お、お疲つかれなのですから、あとは私めに」

「アンタ、いい子ちゃんぶって疲れないわけ？　その善ぜん人にん面づら、相当気持ち悪いよ」

「ンンッー！」

　四方からうめき声が聞こえた。

　リュカリスはただひたすら驚いてから──笑みをこぼす。

「殿下はお優しいんですね」

「え、なにこの人こわいっす」

　書記官の青年が身み震ぶるいして言った。

「私を気遣ってくれたんですよね？　おしゃべりは好きなので、無理はしてません！　ご安心ください！」

「あ、安心できる要素が微み塵じんもない……だ、と……」

「リュカリス殿は……その、すさまじい精神力の持ち主ぬしなんですね……」

「お褒めに与あずかり光栄です！」

　従者たちのこの反応、これは……これは星王国に好意を持ってもらえる予兆なのでは!?

　興奮で頰を上気させるリュカリスとは反対に、皇太子は目を眇すがめるとそっぽを向いた。

（照れ屋なのかな？）

　言葉数が少ないところからして、見た目の華やかな印象とは裏腹に『男は黙って背中で語れ！』タイプなのかもしれない。




　そんなことを話しているうちに、皇太子一行がこれから滞在する貴賓室に到とう着ちやくした。

　彼らの荷物は驚くほど少ない。皇太子はさすがに手ぶらだが、誰もが両手で抱えられる量だ。本当にそれっぽっちで大丈夫なのだろうか？

（足りないものがあれば、こちらで用意すればいいか）

　相手もそのつもりで荷物を極力抑おさえてきたのかもしれない。

　納得したリュカリスは、部屋の前で整列した一行に笑顔を向ける。

「我らが愛すべき故郷を、みなさんにも好きになってもらえたら嬉しいです。そのための助力は惜おしみませんので、なんでも！　このリュカリスにお申し付けください！」

「は、はあ……あの、とりあえず、少し声量を下げてください……そのぉ、殿下は細やかな神経の持ち主ですので……」

「は！　失礼しました！　騎士団の朝礼の癖くせで、つい腹から声を出してしまうんですよね。これからは気をつけます！」

　おどおどしながらも正直に言いい渡わたすハインリヒに、リュカリスは敬礼する。

　歩み寄れるところからこつこつと！　である。書記官が胡う乱ろんな目つきになった。

「……この人、話聞いてんっすかね……」

「今日は荷物の整理もあって忙せわしないかと思いますが、晩ばん餐さんの時刻になりましたら呼びにきますね。それまで──もちろんそれ以後も、ゆるりとお寛くつろぎください！」

「アンタたちと食事を共にするつもりはない。食事は部屋まで持ってきて」

「あああああ殿下ぁ！」

　ぴしゃりと撥はねつけるように言うが早いか、皇太子は貴賓室に入っていった。もちろんハインリヒの叫さけびは無視である。

　ほへー、と呆気に取られるリュカリスに、従者たちの笑みが一様に引きつった。

「殿下に、悪気はないゆえ！　何なに卒とぞ、何卒ご容よう赦しやを！」

「殿下は自由人なんです……！　旅の疲れもなきにしもあらずでして……！」

「私も配はい慮りよが足りませんでした。そうですよね、いきなり他国の人間に囲まれて食事をするなんて落ち着きませんよね！」

　少しずつ距離を縮めていこうと決めた端はしからうっかりしてしまった。

　平へい伏ふくしきりの従者たちの頭を上げさせながら、リュカリスは力強く請うけ負おう。

「揃そろっての食事はおいおいの楽しみとして、あとで料理をお持ちしますね」

「あ、ありがとうございます……？」

「いえいえ！　それでは失礼します！」

　リュカリスは意い気き揚よう々ようと踵きびすを返かえす。

　背中に突つき刺ささる奇き異いの視線など意に介かいすることなく、未来への期待に胸を膨らませていたのだった。
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　貴き賓ひん室しつは皇太子がすごすための大部屋と、続きになっている側近たちが寝ね起おきするための小部屋アルコーブで一部屋となっているため、かなり広い。

　しばらく滞たい在ざいすることもあり、調度品などは馴な染じんだものがいいだろうという、宰さい相しようカリオスの配はい慮りよでヴィッセン帝てい国こくの様式に入れ替えてある。

　気に入ってくれるといいな！　リュカリスがわくわくしながら、女によ官かんと一いつ緒しよに人数分の食事を運んだ初日。

　応対したのは、側近というハインリヒだった。

「その、すみません……殿でん下かはまだ荷物の整理を続けていらっしゃるようでして、はい……貴き殿でんにお会いできないため、私めが対応させていただくことご容よう赦しやください……」

「そうですか。お顔を見られないのは残念ですが、食事がすみましたら外に食器を出しておいてくれれば回収しますので！　おやすみなさいと、殿下にもお伝えください」

「は、はあ……すみません……」

　ハインリヒはしきりに黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの位置を直して、まばたきを繰くり返かえしていた。

　別に責めていないのだからそんなに焦あせらなくていいのに。リュカリスは素す直なおに言った。

「私が残念と言ったせいですか？　深い意味はないので気にしないでください！」

「いや、その……まあ……ご、ご配慮ありがとうございます……」

　リュカリスは笑い返してから女官もねぎらい、そのまま私室に戻もどった。







　そして次の日の朝、昼、夜……その次の日の朝、昼、夜──さらに次の……

「あらぁ、リリ──んんっ！　リュカリスちゃん、どぉしたのぉ？　暗い顔しちゃって！」

　貴賓室からの帰り、リュカリスが肩かたを落として歩いているとそんな声をかけられる。

　いつもと違ちがう呼び方は少し不思議に思ったが、それだけで気には留とめなかった。

「キーリ兄上……」

「なぁになーにー？　さっそく皇太子と仲たがいかしら!?」

　顔を覗のぞきこんでくる異父兄あにはなにかいいことがあったのかご機き嫌げんだ。

　その明るい声を聞いていると、リュカリスの気分も上向きになっていく。

「仲たがい以前の問題っていうか……キーリ兄上、殿下がいつ来たか知っているよね」

「もっちろん！　皇太子の動向はぜーんぶチェックしているわぁ！　今日で五日よねぇ」

「……そう！　そうなんだよ！　五日目の、朝！　なのに」

　リュカリスは両手を握にぎりしめてからため息をつく。

「私、貴賓室に案内して以降、殿下の顔を見ていないんだ……」

「うえっ」

「ハインリヒ殿どの──あ、殿下の側近の人が言うには元気らしいから、体調を崩くずしたわけではないと思うんだ。キーリ兄上、前に殿下には科学者の才能があるって言っていたよね？　その仕事で忙いそがしいのかなぁ」

　皇太子が滞在中、騎き士し団だんの仕事を減らして交流にあてるつもりだったのに、今日も通常通りの勤務である。

（町だって案内したかったのに、会えないんじゃ案内もできないよ）

　しょんぼりと気落ちするリュカリスに、キーリが気難しい顔でうなった。

「ぐ、ぬぬ……究極の二に択たくを迫せまられている気分だわぁ……」

「……ん？　二択って、キーリ兄上もなにか悩なやんでいることがあるの？」

「……あ、あのね、リュカリスちゃん」

　大事な異父兄が悩んでいるなら力になりたい！　と急に目力を取とり戻もどした妹に、異父兄はたじろいだようだが咳せき払ばらいした。

「あなたのいいところは後先考えないイノシシみたいに純じゆん粋すいなところでしょぉ？　婚こん約やく者しや相手だからって遠えん慮りよは違うんじゃないかしらぁ？　素のあなたでぶつかるべきよぉ！」

「素の、私……そうか、そうだよね！」

　今から遠慮していたのでは、輿こし入いれしてからも通じ合うことができないかもしれない。

　それはこの婚約の意図に反するだろう。「よきところを見つけてやるのじゃ」と激げき励れいしてくれた母にも──なにより国民に顔向けができない。

　異父兄の一言が天てん啓けいのように、リュカリスに心を決めさせた。

「──あわよくばそのまま破談になってくれたら嬉うれしいけどねぇ……うふふ……」

「ありがとう、キーリ兄上！　私、やってくるよ！」

「……え、今なんて？」

　聞き間ま違ちがいかな？　と片耳に手を当てるキーリに、リュカリスは親指を立てて見せた。

「じゃあね！　善は急げだよ！」

「待って待ってぇ。やってくるってなにをぉ!?　ねえ、リュカリスちゃーん!!」

　引き止めるような悲鳴を聞いた気がするが、きっと気のせいだろう。

　だっていつだって頼たよりになる異父兄が助言をくれたのだから！




「リュカリス様？　本日は警けい邏らではありませんの？」

　中庭をうろつくリュカリスを不ふ審しんに思ったのか、親しい女官の一人が声をかけてきた。

（……やっぱり私は隠おん密みつ行動に向いてないなぁ）

　まぁ隠かくれてやることでもないからいいかと、打ち明けることにした。

「うん。元々陛下からは二ヶ月ほど休みをいただいていたから、私が出る必要はなかったんだけど……最近時間が余ってしまって、みんなに甘あまえて参加させてもらってたんだ」

「まぁそうでしたの！　……ハッ！　で、でしたら、わたくし、もうすぐ休きゆう憩けいですの。よろしければご一緒にお茶なんて……！」

「ああ、ごめんね。君の休憩にお供させてもらいたいのは山々なんだけど、私には目的があるんだ！」

「目的、ですの……？　もしや、そのことで中庭に？」

　女官は頰ほおに手を当てて、おっとりと首をかしげる。リュカリスは力強く頷うなずいた。

「そうなんだ。正面からじゃ会ってもらえないなら、テラスから攻せめようと思って」

「え……ま、まさか、これからお会いする方とは……！」

「もちろん、殿下──あ、ヴィッセン帝国の皇太子だよ！　親しん睦ぼくを深めたいんだ！」

　にこにこしていたら、女官の顔色が蒼あおくなる。

「リュ、リュカリス様が、よ、夜よ這ばい……!?」

「夜這い？　確かにあたりは暗いけど、今の時刻は昼だよ？」

「わたくしたちの清らかなる心の偶ぐう像ぞうが……！　ああ……っ！　こうしてはいられない、会報を出さなければ……リュカリス様、御ご前ぜんを失礼しますわ……！」

　よろめきながら走り去る女官の外套ヒマテイオンを、リュカリスはぽかんと見送った。

「……会報ってなんだろう」

　女官たちから「変なことを呟つぶやいたり行動したりしても、ただの発ほつ作さだから気にしないでほしい」と常々言われているので、特に心配することもないかと気持ちを切きり替かえる。

　通常なら発作は心配すべきことだが、女官たちが大だい丈じよう夫ぶだと繰り返すので、リュカリスは気にしないことにしていた。皇太子一行が来訪した日に崩くずれ落おちる姿を見た時は驚おどろいたが。




　さて、本来の目的を果たす時である。

　リュカリスは貴賓室を窺うかがえる場所まで来たが、カーテンが閉めきられていて中の様子はわからない。

（これじゃ手を振ふって気づいてもらうのは難しいかなぁ）

　となると、取れる手段は一つだ。

　リュカリスは気配を殺さず堂々とテラスに上がりこみ、貴賓室の硝子ガラス窓まどを叩音ノツクした。




　──シーン。




　いくら待っても反応がない。もう一回、軽く拳こぶしで叩たたくも同様である。

　先ほど訪問した時はハインリヒが応対してくれたので、全員が留守ということはないはずだ。

　そこから導き出される結論は──リュカリスは剣けんを鞘さやごと腰こしから抜ぬき払はらう。

「殿下、失礼しますッ！」

「────ハァッ!?」

　中からかすかな声が聞こえた気がするが、イノシシは途と中ちゆうで止まれないのだ。




　──バリィンッ！




　リュカリスは迷いなく、剣の柄つかを硝子窓にぶち当てる。さらに廻まわし蹴げりを叩きこめば、人ひとり分は通れるほどの穴ができた。

　閉めきられたカーテンのおかげで硝子は飛び散っていない。それを踏ふみしめて突とつ入にゆうすれば、椅い子すに腰かけたまま固まっている皇太子と、臨戦態勢のハインリヒたちがいた。互たがいに目を丸くしてから、リュカリスは胸を撫なで下おろす。

「殿下たち、ご無事だったんですね！　よかったです！」

「この状じよう況きよう下かで、っすか!?」

　書記官が仰ぎよう天てんしている。なぜ驚かれるのかわからないリュカリスは首をかしげた。

「え、そこで不思議そうな顔とかすごいっすね？」

「さっきまで人がいたのに叩音ノツクしても反応がなかったので、異常事態が起きたのかと思い、窓をぶっ壊こわしてしまいました！　すみません！」

「い、いえ。空耳かと思い反応しなかった我らの落ち度ですので、お気になさらず……？」

　ハインリヒが困こん惑わくしながらも、頭を下げるリュカリスを気き遣づかってくれる。

　やっぱり優やさしい人たちだ！　という思いをあらたにしていると、皇太子が緩かん慢まんな所作でテーブルに頰ほお杖づえをついて目を細めた。

「無事かって？　アンタのせいで窓が無事じゃないよ。視力大丈夫？」

「ありがとうございます！　でも私の視力は六等星まで余よ裕ゆうで見えるのでご心配なく！」

「だれもアンタの心配なんてしてないから安心しなよ」

　皇太子はそう言うと、にっこりとまばゆいばかりに微笑ほほえんだ。

　心配をかけていないならよかった。安心したリュカリスだったがハッとする。

「殿下と会話が続いたのは初めてですね！　感激しています！　四日ぶりです！」

「あ、あのぉ、リュカリス殿……お、怒おこっていらっしゃらないのですか……？」

「どうして怒るんですか？」

　聞き返せば、ハインリヒが目を泳がせた。

「え！　そのぉ、これ、どう見ても居留守……ンンッ、の状況証しよう拠こが……」

「私は、居留守を使われていたんですか？」

「気づいてなかったとかにぶす────もごもご！」

　書記官の口を、両りよう脇わきにいた従者たちが塞ふさいだ。すごく気まずそうだ。

　リュカリスはしばし考えこむ。居留守を使う理由に思いを馳はせ、額ひたいに手を当てる。

「これは、気が利ききませんでした……！」

「は？」

「初日にあまりお話できなかったことで、タイミングを逃のがしてしまったんですよね！　そうですよね、初対面で機会を逃すと会話の糸口ってなかなか見つかりませんよね！」

「………………ねえ」

　コツコツと、軽い音が聞こえてくる。皇太子が指先でテーブルを叩たたいている音らしい。

　その皇太子に話しかけられたリュカリスは直立する。

「アンタ、気持ち悪いよ。なんでそんなに前向きに解かい釈しやくするわけ？　頭おかしいんじゃない？」

「で、殿下ぁ！」

「好意的すぎて怪あやしいんだよ──帝国人相手に」

　眉まゆをひそめ、苦々しく吐はき捨すてる姿さえ、皇太子の美び貌ぼうに瑕か疵しを加えることはなく、一種の芸術品のようだった。見み飽あきることがない人だな、というのが彼かれの第二印象になった。

　とりあえず、質問されたのだから答えるべきだろう。

「私が好意的なのは、そんなにおかしいですか」

「アンタが星王国人じゃないっていうなら別だけど、俺は帝国人だよ」

「だから？」

　なんだか今日の自分は聞き返してばかりな気がする。

　皇太子は目を瞠ると、今度はあからさまに顔をしかめた。その懐かい疑ぎに満ちた両目を真まっ直すぐ見み据すえたまま、リュカリスは口を開く。

「殿下は、星王国人で実験したい人ですか？」

「はっ!?　なんでここで人体実験が出てくるわけ？」

『はい』か『いいえ』での返答ではなかったが、皇太子はすごく気分が悪そうだ。そのイヤそうな目色を見れば、みなまで言わずともわかる。

　この人は、そんなことはしないだろう。リュカリスは微笑んだ。

「殿下たちがたとえば、私の愛する国民に危害を加えたのだとしたらぶちのめしますけど、そうでなければ敵意を持つ理由にはなりませんよ」

「──────へえ。危害を加えられてから警けい戒かいしたところで手て遅おくれだけどな」

「それを言われたら反論できませんけど、でも、少なくとも殿下がそんな人でないことはわかるので問題ないです！」

　皇太子と会話が続いていることが嬉しくて、リュカリスは機き嫌げんよく答えた。

（これは皇太子と仲よし大作戦、一歩前進しているよね!?）

　いつの間にか作戦名をつけた使命を思い、胸を躍おどらせる。

　そしてふと、皇太子どころかハインリヒたちまで啞あ然ぜんとしていることに気づく。

「あの、みなさんどうしましたか？」

「……リュカリス殿は、どうして我々に好意的なのですか……？」

　ズレてきた黒縁眼鏡を押おさえたハインリヒに質問返しされる。

　……あれ、なんか振り出しに戻った？

「そうですね……さっきと別の答えが必要なのだとしたら、殿下が婚約者だからです！」

「な、なるほど。実に単純明快な答えですね」

「だから、私は殿下と仲よくなりたいんです！　つまり、これから一緒に出かけましょう！」

　騎士たるもの、攻めどきを見誤ってはいけない。今がその時だと判断したリュカリスは速そつ攻こうを仕し掛かける。が、皇太子は大きくあくびをした。

「やだ」

「町の案内はしてなかったですよね？　みんないい人たちだし、素す敵てきなお店もたくさんあるので、殿下にも気に入ってもらえたら嬉しいです！」

「聞こえない？　やだって言ってるの。俺はアンタと仲よくしたくないからや、だ」

「遠慮しているんですか？　殿下は奥おくゆかしいんですね！」

「オクユカシイ」

　ハインリヒ以下が片言で復唱した。皇太子はべったりとテーブルに懐なついている。

「疲つかれることってきらい。そんなに行きたいなら、そいつら連れていきなよ」

「確かにハインリヒ殿たちとも親睦は深めたいですが、殿下と出かけたいのでいいです」

「俺もいいって言っているんだけどぉ？　アンタ、理解力ないな？」

「あ！　いいんですね！　やった！　出かけましょう！」

「ちょっと!?　そっちの『いい』じゃないよ！」

　慌あわてふためく皇太子の腕うでを摑つかむ。呆あつ気けに取られた側近たちに、もう片手を振ってみせる。

「ハインリヒ殿たちも留守にしていてくれれば、壊れた窓は三十分もしないうちに直るので安心してください！　それではリュカリス、行ってまいります！」

「い、行ってらっしゃいませ……」
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　今度は出入り口の扉とびらから貴賓室を飛び出したリュカリスは、皇太子を引っぱって柱ちゆう廊ろうを駆かけていた。

　その際、遠巻きにこちらを見ている女官や騎士団の同どう僚りようたちが目に入る。

（そうだ！　殿下をみんなに紹しよう介かいしようかな？）

　知り合いになっておいた方が、なにかあった時も安心かもしれない。

　リュカリスが体の方向を変えた時、パシリと手ての甲こうに軽い衝しよう撃げきが走る。それは皇太子の腕を摑んでいた方の手で、驚いて振ふり向むく。

「……勝手に先走るの、やめてくれる？　迷めい惑わくなんだけど」

　皇太子は気だるげに息をつき、目を伏ふせている。菫すみれ色いろの輝かがやきが隠れると途と端たんに儚はかない印象を受け、リュカリスは一転しておろおろした。

「あの、殿下……もしかして、具合が悪かったんですか？」

「………………は？」

「殿下、すみません！　体調を崩している時は外出したくないですよね。浮うかれすぎていました……失礼します！」

「ふぇ、ちょ!?」

「いやぁああああああああああああああっ！」

　ぎょっとして暴れる皇太子を、リュカリスは素す早ばやく横よこ抱だきにして引き返す。

　直後に周囲から上がった絶ぜつ叫きようは耳に入っていたが、まずは皇太子を休ませることが先決だ。問題が起きれば、同僚たちが解決してくれるという信しん頼らいもあった。

「ちょっと、やめて！　やめろ！　俺を下ろせ！」

「私に気を遣つかわなくても大丈夫ですよ。腕わん力りよくには自信があるので安心して身を委ねてください！　ただちに寝しん台だいまで運ぶので、それまでの辛しん抱ぼうです！」

「違う！　アンタ、ほんっとうに前向きすぎていっそホラーだよ！」

　やめろ！　と繰り返し叫さけぶ皇太子の頰は赤い。

（ああっ熱まであるんだ！　それなのに気づかないなんて、婚約者失格だ……！）

　リュカリスは落ちこんだが、立ち止まっている暇ひまはない。

　さほど貴賓室から離はなれていなかったのですぐ戻れたが、ハインリヒたちは不在だった。壊れた窓も新品同様に生まれ変わっており、休むのに支障はないだろう。

　建物なら自動的に修復されるこれも、君主となった際に扱える『力』の一部だ。

　ぐったりとした皇太子を寝台に横たえて、掛かけ布ふをかける。

「あとで侍じ医いから薬をもらってきますね！　食事も食べやすいものに変えてもらうので」

「アンタ、人の話を聞く耳持たないの？」

「え？　殿下の話、聞いてませんでしたか？」

　ちゃんと聞いているつもりだったので驚きを隠せない。

　その返しを聞くや否いなや、皇太子は「……どっと疲れた」と呟いて掛布の中に隠れてしまう。リュカリスは首をかしげたが、大人しく休んでくれるのだと解釈してホッとする。

「元気になったら、今度こそ町を案内させてください。あと、ヴィッセン帝国の話も伺うかがいたいです」

「…………なに？　敵情視察？」

　掛布からそっと目元だけ出す皇太子に、リュカリスはつい笑ってしまう。

（なんだろう、本当に警戒心の強い仔こ猫ねこみたいでかわいいなぁ）

　自分より年上であろう異性に対する形容ではないかもしれないが。

「敵情視察？　輿入れ先に興味を持つことを指すなら、確かに敵情視察したいです！」

「アンタさぁ……とりあえず、敵情視察の意味を勉強し直してきなよ」

「そうですね……殿下は頭がいいですもんね！　少しでも話についていけるように、私も勉強してきますね！」

「ふぅん。でも、俺はアンタと話を合わせる気はないから無む駄だな努力だけどな」

　くすり、と長い睫まつ毛げの奥で菫色の瞳ひとみが意味深に細まった。

「無駄な努力なんてないですよ！　勉学は……その、不得手ですけど、がんばります！」

「無駄だよ」

　語ご尾びにかぶせるように、いやにきっぱりとした声が響ひびく。

　視線を落とすと、皇太子はどこか遠くを見ている。その横顔は寂さびしげだ。

「努力したって変えられないものは変えられないさ。アンタのその、足りない脳みそもね」

「殿下は、努力が嫌きらいなんですか？」

「嫌いだね。だから僕はやりたいことしかやらない。……それと」

　なにかをためらうように、皇太子は少し口ごもった。

「アンタも、もう来なくていいから」

「えっ」

「ご機嫌取りしなくたって、結婚は断らないよ。俺のことは期限まで放っておいて」

　彼はそう言うが早いか、また掛布にもぐりこんで丸くなった。

　なにがなんだかわからないが、さすがに拒きよ絶ぜつされたことはリュカリスにもわかる。

　体調が悪いせいで、皇太子も気が立っているのかもしれない。

（作戦、練り直した方がいいかな？）

　……がんばろう！　リュカリスは気合いを入れ直してから背外套クラミスを翻ひるがえす。

「殿下、おやすみなさい」

　退出前にそっと声をかけたが応いらえはない。

　それでも、リュカリスは構わなかった。皇太子について少しだけわかったからだ。

（大丈夫、私は殿下を好きになれるよ）

　心の中で、母に向けて呟く。

　前ぜん途とは多難そうだが、時間はたっぷりあるのだから。
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　遠慮しても前進はないと悟さとったリュカリスは、一転して強気の攻こう勢せいに出ることにした。

　戦せん闘とうと同じだ。攻める時に一気に攻めなければ牙が城じようは落とせない。




　というわけで、貴賓室の窓ぶち壊こわし事件の翌日。

　リュカリスが朝食を運ぶと、いつものようにハインリヒに応対される。

　外の人間は星王国の極夜で体内時計が狂くるうのか、眠ねむたそうにしていることが多い。

　ハインリヒも例に洩もれず、眼鏡越ごしでもわかるほど目をしょぼしょぼさせていた。

「ハインリヒ殿、おはようございます！」

「お、おはようございます。……リュカリス殿は昨日の今日なのに元気ですねぇ」

「みなさんも一週間もすれば極夜に慣れますよ！」

「はは。……おや、いつもよりお皿が多いような──」

「ああ！　今日は私も朝ちよう餐さんをご一緒させていただきますので、失礼します！」

「え、失礼します？」

　一いつ瞬しゆんで目が覚めたような顔のハインリヒの横をすり抜け、リュカリスは中に入った。

　迷わず奥に進めば、テーブルについていた書記官と従者二人が瞠どう目もくしている。

「はっ!?　これはいったい、どういう……!?」

「みなさん、おはようございます！　今日は私も朝餐をご一緒させていただきますね」

「あ、決定事じ項こうなんすねそれ……」

「う、有う無むを言わさない……これが戦闘民族の本領なのか……」

　戦闘民族って関係あるだろうか？

　リュカリスは笑えみを浮かべながら、あたりを見回した。お目当ての人物がいない。

「……あの、殿下は？」

「殿下ならそこっすよ」

　書記官が雑に指差した先には、リュカリスが昨日運んだ天てん蓋がいつきの寝台がある。

「えっ！　殿下、今日も具合が悪いんですか!?」

「あ、あのぉ、殿下は具合が悪いのではなく……その……」

　遅おくれて戻ってきたハインリヒが口をもごもごしている。

「違うっすよ。例の怠たい惰だ病びようっす」

「バカ！　お前！」

　隣となりにいた従者が、書記官の頭に拳げん骨こつを喰くらわした。

　……怠惰病？　リュカリスが眉まゆ根ねを寄せれば、観念したらしき側近が頭をかく。

「……殿下は動くのがお嫌いでして……日中はああして寝台と仲よくしているのです。本国でもそうでしたので、リュカリス殿もお気になさらず。我々が朝餐をすませればお顔を出してくださるので……」

「そうだったんですか」

「本来、我々は小部屋アルコーブにいるべきなのですが……それでは我々が食事をすませたかわからないとのことで、殿下はこちらの部屋を使う許可をくださっているのです」

　ふむふむ、とリュカリスは何度か頷いてからにっこりと笑う。

「あ、いやな予感がしてきたっす」

「殿下、おはようございます！」

「アイエエエエエッなんでぇ!?」

　泡あわを食うハインリヒを横目に、リュカリスは寝台に突とつ撃げきしていた。

　天蓋の中を覗くと、皇太子は掛布にもぐりこんで寝ねるのが癖くせなのか、中心が膨ふくれている。

「リュカリスです。殿下、朝餐の時間ですよ！」

「……………………鬱うつだ……」

「今日もいい星空ですよ！　今日こそは町を案内させてくださいね！」

　元気よく掛布をひんむけば、皇太子は背中を丸めたまま虚うつろな目をしていた。

「もう、こいつやだ……」

「まずは朝餐をすませましょう！　今日もとってもおいしい匂においがするんですよ！」

「憂ゆう鬱うつすぎる……」

　皇太子はそんなことを呟きながら、横たわったまま身じろぎもしない。

（うーん……こういうケースは想定外だったなぁ）

　王族は例外なく戦せん闘とう狂きようである。分別はあるので、見境なく戦いは吹ふっかけないが。

　お外大好き！　体を動かすの大好き！　ついでに戦うのはもっと好き！　という人種とばかり関わってきたリュカリスは、新人種『室内派な皇太子』に逡しゆん巡じゆんする。

（でも、私は説明が下手だし……考えるより感じてくれた方が早いと思うんだけど）

　異父兄から皇太子は優ゆう秀しゆうな科学者と聞いたので、頭がいいことはわかっていた。

　でも、ここまで嗜し好こうが正反対だと……いや！　とかぶりを振って打ち消す。

　皇太子との交流が前進どころか後退したとしても、なにも変化がないよりマシだ。

　皇太子に聞こえたら「マシってだれ基準だよ！」と抗こう議ぎされただろうが、リュカリスの脳内のみで結論は出てしまっていた。

「今日から遠慮しないことにしたので、よろしくお願いします！」

「……アンタがいつ遠慮したっていうんだよ……」

「昨日までは殿下の意思を尊重していたつもりですよ」

「窓をぶっ壊しといて尊重って、アンタの思考回路を疑うよ」

　ちなみにこの一連の会話中も、皇太子は寝台に横たわったままである。

　本当に寝るのが好きなんだなぁと思いながらも、リュカリスは皇太子の両脇に手を突つっこんだ。途端に、皇太子は目を白黒させた。

「はっ!?」

「よし！　運びますね！」

「はぁああああっ!?」

　叫ぶ皇太子を寝台から引きずりおろしたリュカリスがそのまま天蓋を出ると、ハインリヒたちが一ひと塊かたまりになって「あわわ……」と震ふるえ上あがっている。

　広いテーブルにはすでに朝餐が並べられていたので、構わず席につく。

「今日は帝国風の料理じゃなくて、うちの郷土料理にしてもらったんですよ！」

「………………」

「殿下たちの口に合うといいんですけど……あ、帝国ではどんな料理が人気なんですかね？　私も一応、いろいろと勉強したんですけど、料理まではわからなくて」

「…………………………」

「オススメがあれば、帝国に行った際に本場のものを食べてみたいです！」

「あ、あの絶対零れい度どの視線をものともしないとは……やはり戦闘民族は……」

　だから戦闘民族は関係あるのだろうか？

　それより向かいに腰かける皇太子はずっと無言で、食事に手をつける様子がない。

　リュカリスは眉まゆ尻じりを下げた。

「あの、やっぱり殿下は帝国風の料理がよかったでしょうか……？」

「リュカ、リュカリス殿、殿下は我々が食したあとでないと手をつけられないので……」

「あっ！　そうでしたね！」

　それって見ている間にお腹なかが鳴らないだろうか？

（あ、だからハインリヒ殿たちが食事を終えるまで寝台の中にいるってこと？）

　理由に思い至ったリュカリスはさすがに反省する。

　これでは同父兄あにに『気が利かない愚ぐ妹まい』呼ばわりされても致いたし方ない。

「すみません……寝台の中にいた理由を知らずに強ごう引いんでした……」

「……謝あやまるところおかしい気がするっすけど……」

「はは、ははははは……」

　書記官はぼやき、遠い目をしたハインリヒが乾かわいた笑い声を上げている。

　それでも皇太子はひたすら無反応で、退たい屈くつそうに頰杖をついていた。

「……もういいから、とっとと食べてくれる？　そんで、とっとと出て行って」

「食べますけど出て行きませんよ。今日は殿下とお出かけです！」

「お出かけとか気持ちの悪いこと言うな。俺は出かけない」

　言葉はすげなかったが、リュカリスは気にせず食事を進める。

　ハインリヒたちも黙もく々もくと料理を征せい服ふくしはじめ、さほど時間をかけることなく皇太子の分以外の皿は空からになった。それでようやく、皇太子ものそのそと動きだす。

（こんなに静かな食しよく卓たくは初めてだなぁ、帝国だと食事中の会話はマナー違い反はんなのかな？）

　しかし、とリュカリスは皇太子の手元をまじまじと見つめる。

　表面上は気だるげなのに、なんてきれいにフォークやナイフを操あやつるのだろう。皇太子らしい品のよさを感じられた。

「リュカリス殿はよくめげないっすね」

「おま！　また！」

　従者が慌てふためいているが、書記官の直ちよく裁さいさは特に不ふ愉ゆ快かいではなかったし、主人たる皇太子もなにも言わなかったので片手を挙げて宥なだめる。

「堅かた苦くるしいのは苦手なので気にしないでください！　それで、めげないって？」

「殿下、わりとあれじゃないっすか。主に言動」

「あああああああっ！」

　また三方から悲鳴が上がる。なんだか面おも白しろくて、リュカリスは思わず噴ふき出だしてしまう。

「あはは！　みなさんって楽しい人たちですね」

「……リュカリス殿は、本当におおらかな人ですね……」

「そうですかね？　うーん、言動については考えたことがなかったですけど……あ、殿下みたいな物言いに慣れているからかもしれません」

「慣れている、とは……？」

「私の同父兄あにも殿下のように、少し遠まわしな言い方をするんですよね」

　そう。思えば皇太子に似たタイプが身近にいた──同父兄ゼノンである。

　ゼノンも言動は手厳しいが、本質は優しい人だ。情に篤あついからこそ、唯ゆい一いつ同じ両親を持つリュカリスへの態度もキツくなってしまうのだと理解している。

　気遣いが皇太子のように遠まわしなので、とてもわかりづらいけれど。

　思いを馳せるリュカリスの姿に、ハインリヒが恐おそる恐おそるといったように訊たずねてくる。

「その、どんな兄君で……？」

「そうですねぇ。会うたびに脆ぜい弱じやくだとか愚ぐ鈍どんって言われますけど、事実ですから」

「う、うわあ」

「それじゃあ殿下の毒どく舌ぜつが効かないわけっす……痛い！」

　書記官がまた頭をぽかりとやられた。

　……そんなに叩かれて大丈夫だろうか？　リュカリスも心配になってくる。

「でも、兄も優しい人なんですよ。誤解されやすいですけど」

「……アンタのその『兄も』の『も』ってどこにかかっているわけ？」

　食事を終えたらしい皇太子が、手拭いハンカチで口くち許もとをぬぐいなら言った。

「もちろん、殿下です！　初日にも気遣ってもらいましたし！」

「それはアンタの妄もう想そう上じようの生き物だね、ご愁しゆう傷しよう様さま」

　素直でないところも同父兄に似ているかもなぁ。

　のほほんと笑うリュカリスと対照的に、ハインリヒたちはやはり震ふるえていた。

「食事も終わりましたし、そろそろ出かけましょう！」

「あっそ、一人で行きなよ。俺は寝るから」

「そうですか」

　とリュカリスは相あい槌づちを打ちながら、昨日のように皇太子の腕を摑んだ。

「殿下はまだ寝衣ですから、着替えましょうか？」

「出かけないって言ってるだろ」

「出かけても出かけなくても、今日はここに居座りますけど」

「………………」

　皇太子はなにかと天秤にかけたのか、肩を落とすと着替えに行った。

「それではみなさん、行ってまいります！　お土産みやげも買ってきますね！」

「だからさぁ！　アンタ、少しは人の話を聞けよ！」

「………………い、行ってらっしゃいませ」

　そうしてハインリヒたちに見送られるがまま、リュカリスは皇太子を連れて意い気き揚よう々ようと部屋をあとにしたのだった。







　ところで、リュカリスの握あく力りよくは一いつ般ぱん女子とは比べ物にならないほど強い。

　道中、皇太子は腕を振りほどこうとしていたようだが、強く摑んでいるおかげか昨日の二にの舞まいにはならなかった。

　諦あきらめたようで、皇太子は地を這はうような声を出す。

「昨日、俺に構うなって言ったよね？　アンタの記き憶おく力りよくは鶏にわとり並なみか？」

「覚えてますし、話はちゃんと聞いてますよ！」

「言げん行こう不ふ一いつ致ちって言葉、アンタは知ってる？」

「矛盾点、ありましたか？　私は別に言う通りにすると約束した覚えはないですよ？」

「……………………は？」

　ぴたり、と皇太子が歩みを止めた。腕を振りほどかれてはいないので、リュカリスも立ち止まる。

　体の向きだけ変えて、なにやら啞然としている皇太子に笑いかけた。

「私は殿下と交流したいので、それに反する頼たのみは、心苦しいですけどお断りします！」

「それ、笑え顔がおで言うこと!?」

　たまげたように目をひんむく相手に、リュカリスは頭をひねる。

「……そんなにおかしなことを言いましたか？」

「アンタの言動以前に、存在自体がおかしく感じてきたよ」

「そうですか。ところで、今日は町を案内する前に殿下をみんなに紹介してもいいですか？」

「この流れで？」

　一転してげっそりした様子の皇太子は心配になったが、具合が悪くないなら問題ない。

　今日も今日とて、女官や同僚たちが遠巻きにこちらを見ている。

　リュカリスは皇太子を引っぱり、張りきってまずは同僚たちに突撃していく。

「みんな！　……あ、ごほん。任務、お疲つかれ様さまです。今、時間はいいでしょうか？」

「あ、ああ。今は特に問題ない。……後ろの方は、噂うわさのお客人ですか」

「そうなんだ！　これから先、なにがあるかわからないから、君たちにも紹介しておいた方がいいかと思いまして」

「……なにがあるか、ね」

　同僚たちは興味深そうにリュカリスの背後を窺っていたが、皇太子が意味深に呟く。

「私はなにか言い間違えましたか？」

「いいや？　アンタが間違ってないと思うんなら、そうなんじゃない」

「皇こう太たい子し殿でん下か。身辺で不審なことがございましたら、我ら騎士団にご一報いただければ迅じん速そくに対応する用意はできております。……リュカリスを、よろしくお願いいたします」

「へこたれないのがリュカリスの取とり柄えゆえ、存分に使ってやってください」

　冗じよう談だんまじりの響きだが、リュカリスを案じてくれているのは伝わってきた。

　それから、リュカリスはにこにこしながら同僚たちを一人ずつ紹介していく。

　ずっと遠くを見つめてあくびをしている皇太子は聞いているかどうかわからなかったが、顔だけでも覚えてくれれば御おんの字だ。

「それでは皇太子殿下。我々は御前を辞させていただきますゆえ」

「失礼いたします」

　ザッと示し合わせたようなきれいな一礼を最後に、彼らは立ち去った。

　次は女官たちと思い、リュカリスは視線をさまよわせたが、先ほどまで立っていた場所には誰だれもいなくなっていた。次の仕事に向かったのかもしれない。

「女官たちは、また後日紹介しますね！」

「……別に紹介なんて望んでないんだけど。というか、後日とかないし」

「今日は下町で、私のお気に入りのお店をいくつか案内しますね！　私と殿下の嗜好は正反対みたいなのでちょっと不安ですが！」

「ねえ、だから聞いてる？　不安に思うところもおかしいから」

「さっきも言いましたけど、話はちゃんと聞いてます！　でも聞き入れません！　今日から私に付き合ってもらいます！」

「は、今日からぁっ!?」

　よく通る甘あまやかな低声が素すっ頓とん狂きように引きつった。

「殿下の滞在期間は二ヶ月ほどと伺っています」

「待って、ちょっと……ま、まさか、二ヶ月も俺を拘こう束そくするつもり……？」

　その声は震えている。顔色も悪かったが、リュカリスには皇太子がなにを危き惧ぐしているのかわからなかった。

「拘束？　別に縄なわで縛しばり上げてないですよ？」

「俺の言いたいことはそういうことじゃ」

「殿下があちらに帰き還かんされるまで、このリュカリス、総力を挙げておもてなしします！　我らが愛すべき故郷を、殿下に少しでも知ってもらえるように！」

「に、二ヶ月もこの調子とか……鬱すぎる……」

　ずっと摑んでいた腕を放す。途端に皇太子はリュカリスから距きよ離りを取ったが、それだけだ。摑まれていた腕をさする彼と向き合い、リュカリスは微笑んだ。

「あらためて、よろしくお願いします！　殿下！」

「……よろしくしたくないから帰って、どうぞ」

　握あく手しゆしようと差し出した手は無視され、ぷいっとそっぽを向かれる。

（こんなに会話が続くなんて……！　初日より確実に進歩しているよね！）

　リュカリスは目を輝かせる。その様子を、皇太子は横目で確かく認にんしてからため息をついていた。
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　皇太子は何度か諦めず逃とう走そうをはかろうとしていたが、もちろんすべて阻そ止ししたリュカリスは下町に来ていた。

「騎士さまー！　今日はえらい別べつ嬪ぴんさんと一緒なんね！　目の保養だわなぁ」

「ああっ騎士様！　今日も素敵……うちに寄っていってくださいな！　おいしい紅茶が入にゆう荷かしましたのよ！」

「騎士様、こっちも寄ってけよ！　いいモンが入ったぜ！」

　店が密集している地帯に足を踏ふみ入いれた途端、あちこちから声が飛んでくる。

　リュカリスは王女だが、騎士団に所属している関係で、兄弟の中では国民との距離が近い方だ。

　本当は一つ一つの声に応えたいが、そろそろ皇太子の苛いら立だちが爆ばく発はつしそうな気配も感じる。ここは寄り道せずに、目的地に直行すべきだろう。

　なので、リュカリスは笑顔で手を振るだけにとどめた。

「ありがとう、みんな！　今日は用事があるから、今度来た時にでもお願いするよ！」

「アンタの勝手な用事に、俺まで巻きこまないでほしいんだけど」

「そうそう、殿下に紹介したいお店はこの路地の裏で」

「…………はぁ」

　リュカリスが黙もく殺さつして、皇太子を引っぱっていった先には、古ぼけた看板を掲かかげた店がある。星明かりさえ届かない路地裏は深い闇やみにつつまれ、一見不気味だ。

「…………ここは？」

　乗り気ではなさそうだった皇太子も興味を惹ひかれたらしい。

　ここまで来たら、さすがに戻ろうとしないだろう。リュカリスはやっと手を放し、笑いかけてから店の扉を押おし開あけた。

　チリンチリンと軽快な鈴すずの音が響く。それから店内に光が灯ともり、奥から漆しつ黒こくのローブをまとった妖よう艶えんな美女が出てくる。美女は蛇へびのような赤目を細めた。

「……おやまぁ、騎士様でないか。それも、おいしそうな坊ぼうやまで連れてねぇ……ふふ」

　舌なめずりする女に、皇太子は胡う乱ろんな眼まな差ざしを向ける。

「……その気持ちの悪い物言いは、星王国人特有のものなわけ？」

「ふふ失礼したよ。……で、騎士様。こんな不ふ遜そんな坊やまで連れてどうしたんだい？」

「彼に〈星せい霊れい石せき〉を見せてあげたかったんだ。合法的に取とり扱あつかっている店はここしかないから」

「合法的ってどういうことなの」

　顔をしかめた皇太子に、リュカリスは慌てて弁解する。

「怪しそうですが、変なお店じゃありませんよ！　ただ殿下も知っていて損はないと思って、紹介するならまずはここって決めていたんです」

「店主の前で怪しいとは随ずい分ぶんだねぇ。……殿下、か」

「アンタの軽はずみな言動は病的だね」

　意味深な店主と皮肉げな皇太子の反応に、リュカリスも遅れて気づく。

「あ！　すみません！　でも、だってなんて呼べば……名前で呼ばれるのは嫌いですよね？」

「はぁ………………もう、いいよ」

「え？」

　皇太子は険しかった表情をやわらげた。諦めの色を浮かべた菫色の瞳を伏せる。

「名前を呼ぼうと呼ぶまいと、アンタの馴なれ馴なれしさが変わらないなら好きにすれば」

「……はい！　いや──うん。好きにするよ、アルトゥール！　ありがとう！」

　やはり攻めどきは正しかった！　リュカリスは嬉しくてにこにこする。

　店主は面白そうに両目を細め、カウンターで頰杖をついた。

「……おやおや、駆かけ引ひきでもしていたのかい？　騎士様にしては珍めずらしい」

「駆け引き？　した覚えはないよ」

「ふふ……それじゃ、坊やが根負けしたのか。騎士様はしつこいからねぇ」

「……うるさいよ。気安く話しかけないで」

「で、〈星霊石〉だったね」

　さらっと流されたアルトゥールは渋じゆう面めんを作っていたが、店主がカウンターに並べた石には目を丸くする。

　石は大小異なるものの無色透とう明めいで、水すい晶しよう玉だまのようだが──中心では光が渦うず巻まいていた。

　それは星が死に絶える間ま際ぎわの、刹せつ那なの輝きにも似ている。圧あつ倒とう的てきな引力でもって、見る者の目を惹きつけ、魂たましいまでもを魅み了りようする──とても美しい石だった。

　ほんの一瞬、アルトゥールの目がきらめいた。ずっと気だるそうだった目元に宿った生気はあまりに鮮あざやかだったのに、すぐ興味がなくなったように顔を背そむけてしまう。

「一いつ般ぱん人じんにゃ到とう底てい手にできない代しろ物ものだけどねぇ。騎士様がいるから特別さ」

「──この石、帝国人の俺に見せていいわけ」

「ほぉ？　坊や、帝国人なのかい。ま、そんな顔はしてるかねぇ。お高い感じとか特に」

　店主はにやにやしている。

「騎士様が連れてきたんだ、あたいはその要望に応えるだけさ。なんせ、この騎士様は密みつ猟りよう者しやどもを片づける役目も担になっているからねぇ。怒らせると、おっかないよ？」

「アルトゥール、〈星霊石〉について知っていたの？」

「……俺が知らないとか、それはそれで問題でしょ」

　問題、とは？　リュカリスが鼻先に皺しわを寄せれば、アルトゥールがため息をつく。

「〈星霊石〉……この星王国でしか採さい掘くつできない、不可思議な力が宿った鉱石。星王国以外では流通しない……手にした者に富をもたらすって迷めい信しんから、大昔はこの石のために戦いくさが起きたって史実にもあるだろ」

「……なるほど！」

「騎士様は本当に、おつむを使うことは苦手だねぇ」

　やれやれと店主が肩をすくめた。

「アンタの記憶力はどれだけ悪いわけ？」

「う、うーん。そういう頭を使うの、私はどうも苦手で……そう、適材適所だよ！　私の頭が終わっていても、その分、君がしっかりしているからね！　問題ないよ！」

　えへへと照れ笑いしてごまかすと、アルトゥールは鼻先で笑う。

「問題しかないし、俺はアンタのおもりはしない」

「それより、〈星霊石〉に触さわってみる？　そのためにここに来たんだから」

「……えっ」

　彼は声を上ずらせ、そわそわと視線を泳がせた。

　……リュカリスが先ほど見た、アルトゥールの目の色。

〈星霊石〉を盗とう掘くつしようと不法入国した者たちとは違う。

　あれは未知のものと相あい対たいし、調べてみたいと思う純粋な知的好こう奇き心しんのきらめきだ。考古学者の父が、古文書を解かい析せきしている時の目つきとよく似ていた。

（アルトゥールは科学者だっていうもんね）

　予想以上の反応だったが、気に入ってもらえたなら連れてきた甲か斐いもあった。

　それでもなかなか手を伸のばそうとしない彼に、痺しびれを切らしたのはリュカリスだった。

「触っても大丈夫だから、気になった石を手にしてほしいな。直感でね！」

「………………じゃあ、それ」

　彼は長い沈ちん黙もくののち、右みぎ端はしにあった小ぶりな〈星霊石〉を指差した。

　……調べたいなら、もう少し大きいものがいいのではないだろうか？

　リュカリスは疑問に思ったが、アルトゥールがいいならいいかと納なつ得とくする。

「わかった！　その石、君に贈おくらせてほしい。そのまま持って帰っていいからね」

「はっ!?」

「まいどあり～、あとで請せい求きゆう書しよを送っとくよ」

「アンタ……バカなの？」

　小さな巾きん着ちやくに〈星霊石〉を入れる店主を横目に、アルトゥールはなにやら打ち震えていた。

「俺が悪用すると思わないわけ。帝国人相手に〈星霊石〉を売るって、常識的に考えてありえない！」

「その常識は君のものだろう？　私のものじゃない」

　うぐ、と言葉に詰つまる相手に微笑みかける。

「そもそも、悪用する人間はそんなこと言わないよ」

「……だからって……」

「この状態の〈星霊石〉には守護の力があるんだ。この石に惹かれたなら、この子は君を護まもってくれるだろう。出会えた記念としてもらってほしい」

「アンタとの出会いなんて、俺はちっともめでたくないんだけど」

　店主から巾着を渡わたされたリュカリスは、それをアルトゥールに差し出す。

　彼はしばらく迷っていたようだが、やがて諦めたように肩を落とした。

「……受け取るまで引き下がりそうにないし、受け取ってやってもいいよ」

「よかった！　できるだけ、肌はだ身み離さず身につけてほしいな。持ち主が見つかったのに放っておかれたらかわいそうだ」

「……さっきから〈星霊石〉を生きているみたいに扱あつかうね、アンタ」

　怪け訝げんな素そ振ぶりに、リュカリスは頷いた。

「実際、生きているからね」

「……本気で言っているの？」

「この世に存在するすべてのものは生きているし、魂が宿っているよ。特に〈星霊石〉は大切にすれば大切にした分だけ応えてくれる」

　アルトゥールが受け取った巾着を静かに見つめてから、リュカリスはふっと笑う。

「って、私は異父兄あにから教わったんだ」

「へえ……どうりで、脳みそが足りてないアンタらしからぬ発言だと思ったよ」

「そうだね、これは私もわからない感覚だよ。私にはなにも、聞こえないからなぁ……」

　王族は星の声を聞くことができる。時に不ふ吉きつな予兆を教えてくれることもあるそうだが、無能力者──星の加護がないリュカリスは空を見たってなにも感じ取れない。

（〈星霊石〉もしゃべるらしいってことは、言わない方がいいか）

　他の兄弟と同じように聞こえていたら、なにか変わっていたのだろうか。

　騎士団に入団した時に割りきったが、なお感傷が時折胸を揺ゆさぶってくる。

　リュカリスはかぶりを振ってから、ハッとした。そうだ、帝国人といえば。

「……帝国人は、こういう話は嫌いだったかな……？」

「なに？　今さらすぎない？」

「う……とにかく紹介したいことで頭がいっぱいで忘れてて。不愉快だったらごめんね」

「安心していいよ、昨日の窓をぶっ壊された時から充分不愉快だから」

　毒気を含ふくませても美しい笑みがひらめく。

　リュカリスがしょんぼりとうつむけば、遅れて「だからっ」と大きな声が聞こえた。

　びっくりして顔を上げると、アルトゥールはわずかに視線を逸そらしている。

「だから、今さら……そんな話程度で不愉快にならないってことだよ」

「アルトゥール……」

　リュカリスは目を丸くし、ぱちぱちとまばたきを繰り返す。

　その様子に恥はずかしくなったのか、アルトゥールは大げさな動きで背を向けた。

「アルトゥールは……不思議な現象とか嫌いじゃないの？」

「別に」

「別にって？」

「嫌っているのは頭の固い連中だけだよ。僕は好きでも嫌いでもない」

　頭の固い連中、か。リュカリスは何度か頷く。

　異父兄たちならこの単語だけで、どういう輩やからが星王国を疎うとんでいるのかわかるのかもしれないが、リュカリスは残念ながら言葉以上のことは理解できなかった。

　あとで異父兄に訊きいてみるのもいいかもしれない。

「そういうものなのか……やっぱり帝国人もいろいろなんだね」

「思考を停止させた過去の遺物なんかと一緒にしないで」

　振り向いた彼の語気は強く、表情にもあからさまな嫌けん悪お感かんが滲にじんでいる。

　リュカリスが無理やり外に引きずり出した時でさえ、ここまでの感情の発はつ露ろはなかった。

（そういえば、帝国はもっとも先進的にして排はい他た的てきって評されているんだっけ）

　科学者の才能があるというアルトゥールにとって、思考を停止させることほど許せないものはないのかもしれない。

「なにしろ、嫌いじゃないならよかった！　その〈星霊石〉は護符タリスマンがわりだけど、君にあげたものだから好きにしていいよ」

「ふぅん。……この石を使って兵器を作ってもいいわけ？」

「できるならしてもいいけど、まず無理だからやめた方がいいんじゃないかな」

「鶏とり頭あたまのくせに、無理ってよく断定できるね。根こん拠きよでもあるの」

　訝いぶかしげな目で見つめられたが、それにはリュカリスも笑うだけにとどめる。

〈星霊石〉には真の力もあるのだが、ここで話すこともないだろう。

「……ま、いいよ。別に本気で兵器なんて作らないし、俺の領分じゃない」

「アルトゥールは科学者、なんだよね。代表的な発明とかあるの？」

「星王国人のアンタに言っても想像できないと思うけど」

「そうかもしれないけど、君の話なら聞いてみたいよ」

　期待をこめて見つめていたら、アルトゥールはわずかにたじろいだようだ。

「…………敵情視察じゃないっていうなら、アンタの言動は理解に苦しむよ」

「そうかな？　婚約者殿のことを知りたいと思うのは、当然のことだろう？」

「はぁ……主人に忠実な番犬だな」

　……主人？　リュカリスは首をかしげた。

（主人って、陛下のことかな）

　確かに母親からも『いいところ探し』を推すい奨しようされていたから間違いではないか。でも、それをアルトゥールは知らないはずだ。変だなとは思ったが深くは追究しない。

「────音を」

「オト？」

「音を、再生する機械」

　ぽつりと落とされた声は小さい。

　リュカリスは一瞬虚きよを衝つかれたが、すぐに『発明』への回答だと理解する。

「オトって音だよね？　再生って？」

「アンタにもわかりやすくたとえれば、箱の中に音を閉じこめて呼び起こす技術だよ。今は大きすぎて持ち運びにも苦労するけどね」

「ありがとう、私にもわかったよ！　つまり、好きな音楽とかをいつでも聴きけたりする道具を発明したってことだよね？」

「へえ、ただのバカじゃないんだ。その解釈で間違いないよ」

　皮肉げに唇くちびるをゆがめているが、どこか満足げだ。

　その返事に、リュカリスは少しうつむき、ぎゅっと両手を握りしめる。

「………………い……」

「……なにか言った？」

「すごいよ、アルトゥール！　どんなに好きな音楽でも、歌劇場とかに行かないと聴けないのに！　いつでもってことは何度でも聴けるってことだよね？　歩けない人だって歌劇場の演奏を聴けるじゃないか！　そんな音を再現できる道具を作るだなんて、アルトゥールは本当に頭がいいんだね！」

　興奮のあまり前のめりになり、まくし立ててしまう。

　目を輝かせるリュカリスに、アルトゥールはぽかんと口を半開きにしていた。それから少し物もの憂うげに目を眇すがめる。

「…………アンタはバカにしないんだね」

「え？」

「なんでもない」

　そう呟くと、再びリュカリスに背を向けた。でも巾着を懐ふところにしまってくれているし、不快感を与あたえてしまったわけではなさそうだ。

「おやまぁ……お熱いことで」

　ずっと黙だまって見守っていた店主がにやつく姿を、アルトゥールがひと睨にらみした。

「気色の悪いことを言うのはやめてくれる？　……出る」

「あ！　待って！　……今日はありがとう！　また来るよ！」

「またご贔ひい屓きに～」

　ひらひらと手を振って見送る店主を背に、リュカリスは慌ててアルトゥールを追った。

　先に出て行ったアルトゥールの姿はすでに路地裏にない。表通りに出たのだろうと追いかければ、足早に去ろうとする後ろ姿を見つける。




「アル────」

「きゃあああああああああああっ！」




　呼び止めようとした瞬しゆん間かん、リュカリスの視界を横切った黒い影に目を見開く。

　それは馭ぎよ者しやを失った荷馬車だ。馬は興奮状態のようで、遅れて通行人の悲鳴が上がる。

　我関せずと来た道を戻っていたらしき彼も、さすがに不審に思ったのか振り向く。そして暴走する荷馬車の直線上に立っていることが、リュカリスの位置からもわかった。

　驚きよう愕がくの色を浮かべた顔に、頭が認にん識しきするよりも体は早く動く。




「アルトゥールッ！　飛びのけ！」




　猛もう追ついしたリュカリスはまたたく間に荷馬車に並び、御ぎよ者しや台だいに飛び乗る。すかさず手た綱づなを引っぱり、とにかく方向を変えるべく必死に馬を宥なだめた。

「どう、どうどう！　落ち着いて！」

　リュカリスは振り落とされそうになりながらも、一いつ生しよう懸けん命めい手綱を操る。

（どうしてこんなに興奮しているの!?）

　後ろの荷台のせいで思うように方向を変えられないし、馬の気も鎮しずまらない。

　ならば──リュカリスは覚かく悟ごを決め、手綱を手の甲に巻きつける。続けて抜き払った剣を、荷台と馬を繫つなぐ部分に突き立てた。

「──ハァッ！」

　繫ぎを一刀両断された荷台が横転する。

　リュカリスは手綱に引っぱられる勢いを利用し、うまいこと馬にまたがれた。身軽になったことで御しやすくなり、なんとか馬を停止させる。

「ヒィ──────ンッ！」

　馬は甲かん高だかく嘶いななき、棹さお立だちになった。前まえ肢あしが上がったことで落とされかけるもしがみつく。

　どうにか馬を落ち着かせて、リュカリスもようやく周囲に目を向けられる。

　アルトゥールの姿を求めて視線をさまよわせれば、彼は目と鼻の先に立っていた。

「アルトゥール!?　君、逃にげなかったの!?」

　驚きのあまり大声が出てしまった。

　肝かん心じんのアルトゥールといえば、少し肩を揺らしただけで無表情を貫つらぬいている。

「騎士様！」とあちこちから声が上がり、住民たちが駆かけ寄よってきたが、ある一定の距離から近づいてくる気配はない。それは目の前の彼──アルトゥールの雰ふん囲い気きのせいだろう。

　全身から放たれる冷気。整いすぎた造形と相まって近寄りがたいのか。圧倒的な美しさは、時に場を支配することをリュカリスは初めて知る。

　先刻までの狂きよう騒そうはどこへやら、あたりは不気味なほど静まり返っていた。

　表情をなくしたアルトゥールの唇がやおら動く。

「俺が逃げる必要はない」

「なにを言っているの？　私が間に合ったからいいって問題じゃない」

　リュカリスは下馬し、厳しい口調で指し摘てきする。

　さすがにいつものように笑って流すことはできなかった。

「今の言葉、咄とつ嗟さのことで反応できなかったわけじゃないって意味だよね」

「……だったら？」

「君の命は、君だけのものじゃないだろう。私の命もそうであるように、人一倍大切にしないといけない。それを君が理解していないとは思えない。……なにかわけがあるの？」

　リュカリスは勉学は苦手だが、戦にまつわる勘かんなら優すぐれている自信があった。

　だからこそ、大事なことを見落としている気がしてならない。

（なんだろう……彼には違い和わ感かんがある気がする……）

　うなじがぴりぴりする。リュカリスの第六感が、なにかを警告しているようだった。

「騎士であるアンタに、命を大事にとか説教されるとは思わなかったな」

　くすり、とアルトゥールの口許が弧こを描えがいた。
















「私は死に時を弁わきまえているよ。玉ぎよく砕さい覚悟で戦うことは一度だってない」

「へえ、死に時ね。……どいつのための死に時なんだか」

「……アルトゥール？」

　問うように呼びかけるも、そのまま背を向け、歩きだした。

　すかさず追いかけようとしたが、アルトゥールが離れた途端、リュカリスは住民たちに囲まれてしまう。荷馬車の持ち主らしき男がしきりにこうべを垂れる。

「す、すんません騎士様……！　うちの荷馬車が、とんでもねぇことを……！」

「あ、いや。今回は何事もなかったから、これから気をつけてくれればいいよ。私も君の商品を台無しにしてしまって申し訳なかった」

「い、いいやとんでもねぇ騎士様！　人命第一ですだ！　いっつもは大人しい馬なんだが、なんでぇこんなことに……」

「馬にも心があるから、気が立つこともあるだろう。君には損害をもたらしたと思うけど、あまり叱しからないでやってほしい」

　リュカリスが穏おだやかに微笑むと、周囲から「ほぅ……」と息をつくような声が聞こえてきた。

「……これで女の人なんて……王子様って呼びたい……」

「騎士さま、素敵ぃ……！」

「結けつ婚こんしたい……」

「ま、また女どもの目の色が変わったぜ……くわばらくわばら……」

　……なんの話をしているのだろう？　リュカリスは少し首をかしげてから頭を下げた。

「後始末の手伝いをしたいんだけど、まだ用事があるんだ。同僚を派は遣けんするから、少し待っていてくれるだろうか？」

「ええ？　騎士様、いいんですかい？　ありがてぇことです」

「いつまでも待ちます、騎士様……！」

「あ、あの、騎士様。用事というのは、さっきの方のことですか……？」

　いつも親切にしてくれる花屋の娘むすめがおずおずと訊いてきた。

　身分を明かさないなら大丈夫だろう。そう判断して、リュカリスは首しゆ肯こうする。

「そうだよ。彼に、この王都を案内する途中だったんだ」

「そうだったんですね！　うちに来てくださったら、お花をサービスします！」

「ずるいっ！　待って、騎士様！　うちの茶ちや店みせにも来てよ！」

「にしても、さっきの人もとんでもないくらいきれいだったわねぇ……さすが雲うん上じよう人びとってきらびやかだわ……」

「ね、ちょっと近寄りがたかったけど……」

　きゃらきゃらと笑い合う彼かの女じよたちはかわいらしかったが、そろそろ追いかけないと、とリュカリスはそわそわしてしまう。

　どうも、アルトゥールは自身のことに無む頓とん着ちやくなようなので心配だった。

　そんなリュカリスに気づいたのか、町の男たちが目配せしてきた。

「ここはおれらに任せて、早く行ってくださいな！　応おう援えんも待ってますぜ！」

「ありがとう、みんな！　今度落ち着いた時にまたよろしくね」

　心得たように後あと押おしされ、リュカリスは手綱を持ち主に渡してから走りだす。

　しばらく走ると、アルトゥールの背が見えてきた。のんびり歩いていたようで、すぐに追いつく。

「アルトゥール！　一人にしてごめんね、ちょっと後始末の話をしていて」

「……俺は一人でも大丈夫だよ。アンタが謝る必要もない」

「でも、私が君を連れてきたわけだから責任を持つのが当然だよ」

「本当に、躾しつけのいい番犬だなアンタ」

　また番犬である。護衛役を指しているのだろうか？

　それなら間違ってはいないかと、リュカリスは特に訂てい正せいを求めなかった。

「明日は違うところに案内するよ」

「明日も？　案内なんていらないから、俺を寝かせてよ」

「あとで施し設せつの目録を渡すから、行ってみたいところがあったら言ってほしいな」

「また話を聞いてないし。それに……アンタ、さっきので懲こりてないわけ？」

「荷馬車の件のこと？　あれは不ふ可か抗こう力りよくで、滅多にあることじゃない」

「どうかな」

　……どういう意味だ？　またリュカリスの第六感が疼うずきだす。

（間違いなく、なにかある。なんだろう、いやな予感がする）

　意味深に呟いてから沈黙するアルトゥールの横顔をそっと覗のぞき見みながら、貴賓室まで送り届けたのだった。
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　アルトゥール・フォン・ヴィッセンは寝台に横になっていた。

　とはいえ、寝ているわけでも、具合が悪いわけでもない。

　寝そべってだらだらするのが、本国にいたころからの日課だった。

　……最近、その日課を邪じや魔まされてはいるが。

「で、殿下……」

　天蓋に人が入ってくる気配と、声がする。

　ちらっと視線をやれば、側近のハインリヒがおどおどと黒縁眼鏡を押さえていた。

「……調査できたなら、紙、出して」

「は、はあ……どうぞ、ご査収くださいませ……」

　枕まくら元もとに差し出された紙を受け取り、アルトゥールはさっそく目を通す。

『身辺調査』

　誰に見られるかわからないのに、表題が大々的すぎる。とにかく読み進めていく。




『リュカリス　十七歳さい。

　聖アルカディア騎士団所属。〈星騎士パラデイン〉を叙じよ任にんされ、第二席を賜たまわっている。

　温おん厚こうな性格と、華はなやかな容姿から、女官たちの間で絶大な人気を誇ほこる。

　勤務態度は良好、王族とも親しく接する姿を頻ひん繁ぱんに見かける……』




　王族と親しいということは、やはり第二王女の護衛なのか。

　腕が立つのは、〈星騎士パラデイン〉の徽き章しようだけでなく、先日の荷馬車の一件からもわかる。普ふ段だんの能天気さが噓うそのように俊しゆん敏びんで、無駄のない動きだった。

　ただ男のくせに、時々気持ちの悪いことを口走るが。

　まだ文章は続いているも、どれもたいしたことのない情報だ。

　アルトゥールは眉根を寄せ、最後の一文をなぞった。




『第二王女リリス・ディオ・アルビレオの姿はなし』




　再び側近を見れば、予想していたのか大量の冷ひや汗あせを流している。

「……この最後の、どういう意味？」

「そ、それが……誰に訊いても、第二王女の情報には口を閉ざされまして……」

「ふぅん、箝かん口こう令れいが敷しかれているってわけ」

　アルトゥールはこめかみを押さえた。

　皇こう帝ていから政略結婚の打だ診しんを受けた時、どうでもよかったので「好きにすれば」と返した。決定事項のくせに、わざわざ打診という形を取るのがいやらしい。

　当然相手に興味などなかったのだが、もっと突っこんでおくべきだったと今は後こう悔かいしている。

　第二王女について、自分が知ることはそう多くない。

　名前がリリス、年ねん齢れいは十七歳、それから──無能力者であること。

　それだけだ。顔も、なにも、知らない。婚約者だというのに。

　星王国に訪おとずれるまではそれでいいと思っていたが、雲行きが変わったのだ。

　そう、第二王女の護衛と思おぼしき騎士のせいで。

（……護衛にすべてを投げて姿を見せないようなヤツが、俺の婚約者なのか）

　護衛、リュカリスは実に奇き特とくな輩だ。

　主人の婚約者だからといって、自分も帝国について知ろうとしたり、自国を好きになってもらいたいと案内しようとアルトゥールを振り回してきたり──助けたりする。

　やることなすこと、なにもかも理解できない。本国にはいなかった類たぐいの人種だ。

　はぁ、と深いため息をつくと、ハインリヒがびくりと肩を揺らす。

「で、殿下、私めの力が及およばす……も、申し訳な」

「別にいいよ。……それより、とっとと小部屋アルコーブに行って。寝るから」

　冷たく遮さえぎれば、側近はまた黒縁眼鏡を押さえて一礼し、慌ただしく小部屋アルコーブへと去った。

　……側近といっても形だけだ。書記官以外、アルトゥールの不興を恐おそれている。どいつもこいつも煩わずらわしい。ああ、憂鬱で仕方ない。

　だが、自分は皇太子だ。

　どれほど厭いとわしくても、甘んじなければいけないことの多さよ。

　人の気配がなくなり、静せい寂じやくにつつまれた寝台の中でひとりごちる。

「──王族のために命を捨てるなんて、バカのすることだ」

　連れてきたヤツらは、誰だれ一人ひとりとしてアルトゥールのために死なないだろう。

　それでいい。そういうヤツを選んだのだから、それが正しい。

　なのに、リュカリスがその調子を狂わせる。

　高みの見物をしているバカな王族のために奔ほん走そうして、哀あわれなヤツ。

　そう思うのも間違いなく本音なのに、どうにもいつものようにあしらえない。




『すごいよ、アルトゥール！　音を再現できる道具を作るだなんて、アルトゥールは本当に頭がいいんだね！』




　ぎゅう、と胸むねの奥おくが痛む。

　美び辞じ麗れい句くは腐くさるほど聞いてきた。でも、あれほど裏のない賛辞は生まれて初めてだ。

　それも────いやと、アルトゥールはかぶりを振る。

　心を動かしてはいけない。皇太子は人形であるべきだ。

　何度かまばたきを繰り返してから、掛布の中で体を丸くした。

　なにもかも覚悟している。本国にいた時も、星王国に来てからも。

「……すべて問題ない」

　寝衣をまとっている時さえも懐に隠している、硬く冷たい感触をひと撫でした。

　自分の役目はわかっている。リュカリスの存在は想定外だったが、それだけだ。

　まだ手にしていた調査報告書を握りしめたまま、アルトゥールは眠りに落ちた。

　夢は、見なかった。
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　今日の貴賓室からは、なにかが燃えたような焦こげた臭においがした。

　いつものように朝餐を手に押しかけたリュカリスだったが、少し首をかしげる。

　奥に進んでから、テーブルの灰皿に紙の燃えカスを見つけて納得した。

「おはよう、アルトゥール！　ハインリヒ殿たちもおはようございます！」

「…………朝っぱらからアンタの声を聞くと憂鬱になるよ」

「そうですか？　おいしいものを食べたら元気が出ますよ！」

「それは単たん細さい胞ぼうの理論だね」

　天蓋から出てきたアルトゥールは大きくあくびをしている。

　リュカリスがせっせと朝餐の準備を整えているうちに、小部屋アルコーブから側近たちが出てきた。

「……あ、もう自由に出入りするレベルなんっすね」

　書記官がなにやら呆れている。

「これが戦闘民族の押しの強さ……」

「戦闘民族って関係ないような気がしますけど、準備ができましたよ！」

「は、はぁ……リュカリス殿、ありがとうございます」

「いいえ！　一人より二人、二人より大勢と食事をした方が楽しいですから！」

　アルトゥールはすでに席についていて、リュカリスもにこにこと腰をかける。他の面々も椅子に座すわったのを皮切りに、「いただきます！」と食べはじめた。

　気だるそうに頰杖をつくアルトゥールは相変わらず料理に手をつけていないが、リュカリスはもうそれを気にすることなく側近たちへ話題を振る。

「そういえばこの間、アルトゥールから帝国の発明品について聞いたんです」

「殿下が、発明品のことを……？」

　ぽとり、とハインリヒのフォークに突つき刺ささっていた焼いた馬ば鈴れい薯しよが皿に落ちる。

　どこか信じがたそうな声に、リュカリスは目をぱちくりさせた。

「この間少し聞いたのは、音を再生する道具についてなんですけど、他にもアルトゥールの発明品はあったりするんですよね？」

「どういう話の流れで辿たどり着ついたのかまったく読めない……」

「殿下の発明品で有名っていったら、手しゆ榴りゆう弾だんっすね」

　書記官がなんてことなく言い放った単語に、リュカリスはむむっと眉根を寄せる。

「しゅりゅう、だん？」

「そうっすよ。現に戦場とかで──」

「その話、やめてくれる」

　ぴり、と室内に緊きん張ちようが走った。

　リュカリスが咄嗟に腰の剣に手をかけそうになったほどの殺気。発生源はアルトゥールだ。側近にはあまりはっきりとした感情を表に出さない彼には珍しく怒いかりをあらわにしている。

　なにが逆げき鱗りんに触ふれたのか、リュカリスにはわからなかったが、ハインリヒたちは蒼くなって書記官に頭を下げさせている。

「で、殿下……！　申し訳ございません……！」

「………………もう食べたなら出て行けば」

　一見提案のようだが、激情に燃えた菫色の瞳が全員に「消えろ」と命じていた。

　さすがのリュカリスも居い座すわるべきではないと判断したので、「わかったよ、君もちゃんと朝餐をすませてね」とだけ声をかけて出て行く。

　すると遅れてハインリヒたちも退室してきて、扉を閉めるや否や胸を撫で下ろしている。

「はー、殿下は気まぐれっすねぇ。天気よりわからないっすわ」

「お、ま、え、のせいだろうが！」

「痛い！　なにするんっすか！」

　従者に拳骨を喰くらう書記官を見ながら、リュカリスは訊いた。

「あの、発明品のことは話しちゃダメだったんですか？」

「ん、んん……そうですねぇ、殿下は出来上がった瞬間からご自分で作った発明品に興味をなくす方なので……殿下にとってガラクタとなったものの話は、あまり好まれないかと……」

「すっげぇ人なんっすけどね。殿下の発明のおかげで、本国もさらに進歩したっていうか」

「ガラクタ……？」

　リュカリスはますますわからなくなった。……ガラクタ？

（そんなわけないよ。だって、昨日少なくともイヤそうじゃなかったのに）

　この齟そ齬ご、なんだかもやもやする。

　逡巡するまでもなく、リュカリスは出たばかりの貴賓室に引き返すことにした。

　このもやもやは放置しておくと気持ち悪いことになる。なら、当人に訊いた方が手っ取り早い。実に脳筋族らしい結論である。

　そんなわけで扉を押し開けようとしていたら、側近たちが慌てふためきはじめた。

「ちょ、ちょ、リュカリス殿！　今戻られるのはまずいかと……！」

「大丈夫です！　アルトゥールは暴力に走ったりなんかしませんよ！」

「基準がだいぶおかしいっすよ」

「いやいやいや、リュカリス殿！　落ち着いて、ね？　今はそっとしておきましょう！」

「みなさんは出かけられるといいと思います。それじゃ！」

　有無を言わさぬ笑みで押しきったリュカリスは再び貴賓室の中に戻った。

　静かだ。物音一つしない。首をかしげながら大部屋に入り、目を見開く。

「アルトゥール……!?」

　この数分でいったいなにが起きたというのだろう。動どう揺ようが隠せなかった。

　なぜならアルトゥールは胸むな元もとを押さえ、テーブルに突つっ伏ぷしていたのだ。突っ伏した際に払いのけたのか、料理が床ゆかに散乱している。

　リュカリスは急いで駆け寄り、悶もだえ苦しむアルトゥールの肩を揺さぶった。

「アルトゥール！　アルトゥール、大丈夫!?　いったいどうしたの!?」

「は、はぁ……だ、いじょうぶ……さわ、るな」

「そんなわけ！」

「……アンタが……くっ、持ってき、たから……ゆ、だんした……」

「油断って……」

　不ふ穏おんな響きに、リュカリスの心臓が変な音を立てた。

「……ま、くらの下に……ケー、スが……」

「ケース？　それを持ってくればいいんだね？」

　かすかに頭が動く。肯こう定ていだろう。

　それを確認するが早いか、リュカリスは即そく座ざに言われたものを取ってきた。アルトゥールの手にケースを握らせると、蓋ふたを開け、丸薬のようなものを出す。

　アルトゥールは躊ちゆう躇ちよなくひと吞のみし、しばらくしたら呼吸が落ち着いてきたようだった。

「アルトゥール？　もう大丈夫？　なにかほしいものがあるなら取ってくるよ」

「……アンタ、なんで戻ってきたの」

「え？　アルトゥールに発明品のことで少し訊きたいことがあったから戻ったんだけど」

「……さっきの今で、発明品の話……アンタの神経すごいね」

　呆あきれ返かえったような口調だったが、その両目に朝餐での激げつ昂こうの影かげはない。

「それより、なにが起きたの？　たった数分の間に」

「……なんでもない、持病の発作だよ」

　リュカリスは顔をしかめた。噓だとわかったからだ。

（アルトゥールに言う気がないなら、今ある材料から答えを出そう）

　アンタが持ってきたから。油断。尋じん常じようでなく苦しんでいる様子。ケース。丸薬。

　瞼まぶたを閉じ、一つ一つの情報を整理していくと、欠けた部品があるべきところにはまっていく感覚を覚える。

　まさかと、リュカリスは目をぱちりと開ける。

　信じられない気持ちが湧わく。ありえない。だって、みんな協力的だったのに！

「……君、まさか……毒を……？」

「なんで」

　ぴくり、とアルトゥールは片かた眉まゆを跳はね上あげさせた。それから額に浮かんでいた脂あぶら汗あせをぬぐっている。

「だって食あたりくらいでは、あんな状態にはならない。……と思う」

「……気のせいだって言ったら」

「昔、似た状態を目にしたことがある。思えばあれも確か……服毒だった」

　互たがいを睨むように見つめ合ったが、先に目を逸らしたのはアルトゥールだ。舌打ちをし、表情に悔かい恨こんを滲ませている。

「私は誓ちかって毒を盛っていない。私の愛すべき国民も毒を盛っていない、と信じているけど、事実君は苦しんでいた。……早さつ急きゆうに手を打つ、君には申し訳ないことをした」

「違う」

「違うって、また気のせいだって言う気なの？　もし国際問題になると気を遣っているなら──」

「ここの人間じゃない」

　ここの人間でない？　リュカリスは訝しむ。

　しかし、アルトゥールはそれ以上口を開こうとしてくれなかった。

　埒らちが明かない。ならば、取るべき手段は一つだ。

「……私一人じゃ結論を出せない」

「そりゃね」

「だからこれから、星女王陛下のもとに行く。君も連れて」

「は……」

　目を丸くしたアルトゥールの腕を摑み、いつかのように貴賓室を飛び出す。

　この時間帯なら、母親は謁えつ見けん室しつでのんびりしているはずだ。

　ハインリヒたちの姿はなかったが、緊きん急きゆう事態だから探している暇はない。寄り道することなく辿たどり着いた謁見室の前で、リュカリスはようやくアルトゥールの腕を放した。

「ごほ、ごほ！　アンタ、いい加減にしろよ……！」

「あ！　ご、ごめん！　君が毒を吞んだばかりだってことを忘れちゃって……」

「鶏だってもう少し記憶できるんじゃない」

　咳せきこんでいるアルトゥールに慌てて謝る。これは完全にリュカリスが悪かった。

　彼の呼吸が落ち着いたのを見計らって、リュカリスは扉を叩音ノツクしてから入室する。

　踵きびすを返かえそうとしたアルトゥールももちろん引っぱりこむ。ついでに鍵かぎをかけてから振り向けば、やはり母親と宰相はいた。いつにない娘の様子に驚いているようだ。

「陛下！　ご報告したいことがあります」

「……あ、ああ。リュカリスや、なんぞ問題でも起こったかえ」

「アルトゥール──皇太子殿下の朝餐に毒が盛られていたようなんです。犯人を見つけるためお力ちから添ぞえをお願いしたく、馳はせ参さんじた次し第だいです」

「ど、毒……!?」

　宰相が目を白黒させた。対して、母親は「ほう」と顎あごをさすっている。

「へ、陛下、『ほう』ではありません！　毒など、いったいどこから……」

「して、皇太子よ。御おん身みは無事かえ」

「……解げ毒どく剤ざいを飲んだから問題ない」

「やっぱり毒だったんじゃないか！」

　決定的な単語に、リュカリスは柳りゆう眉びを逆立てた。アルトゥールはすかさず耳を塞ぐ。

「うるさいな。大きな声を出さないで」

「大きな声も出す！　死んだらどうする！」

「どうもしないよ。死んだら運が悪かった、それで終わりだ」

「君、荷馬車の件といい、自分の命に対して投げやりすぎるよ！」

　星女王の前だというのに、リュカリスは口調を取とり繕つくろうことを忘れていた。

　憤ふん慨がいされて、アルトゥールは実に面めん倒どうくさそうな視線を投げてきた。

「別に進んで死のうとしているわけじゃない。……僕だけでなんとかできる、ただの番犬のアンタが首を突っこむ問題じゃない」

「アルトゥール！」

「これこれ、リュカリスや。そうかっかするものではないえ。……さて、皇太子よ。おぬし、毒を盛った相手に心当たりがあるんじゃな？」

「えっ」

　母親の言葉に、リュカリスはぎょっとした。すると、アルトゥールはため息をつく。

「……なに、皇帝陛下から聞いてるってわけ」

「それらしき話は…………聞いていたかえ、カリオス？」

「陛下、健けん忘ぼう症しようにはまだ早すぎますよ。……ええっと、皇太子殿下が非常に難しいお立場にあることは伺いました。と、陛下は申しております」

　宰相の返答を聞いた瞬間、頑かたくなだったアルトゥールは観念したらしい。

　彼は目を伏せると、とつとつと話しだした。

「……僕は強硬派から命を狙ねらわれてきた」

「強硬派？　強硬派っていうのは、その、星王国うちを目め障ざわりだと思っている派は閥ばつのこと？」

「そうだよ。だから、毒を仕し込こんだのは本国の人間だ」

　他国に来てまで自国の人間に命を狙われているなどと、どうして断言できるのだろう。

　リュカリスは困惑を隠せなかったが、宰相は得心がいったようだった。

「……強硬派にとっては、危ない橋を渡るだけの価値がありますからな」

「そうさなぁ。我わが国くにで、それも王宮で皇太子が死んだとなれば、戦を仕掛ける口実になるのう。諦めの悪いヤツらじゃ」

「母う……いや、陛下たちはこうなることを予測していたんですか……？」

「皇太子の『遊学』を受け入れた時点で、すべて覚悟の上よ。……リュカリスや。そなたが思うよりもずっと、我が国と帝国の溝みぞは深く大きいのじゃ」

　リュカリスは背筋が伸びる感覚がした。

　楽観視していたわけではない。だが、これまで身近に帝国人がいなかったから実感がなかった。ただ帝国を、婚約者を好きになるだけではダメなのだ。

（少しでも溝を埋うめることが、私の使命……）

　どんなに考えるのが苦手でも、もっと頭を使わなくてはいけないだろう。

　リュカリスが内省していると、星女王が玉座で不敵に微笑んだ。

「じゃが、小細工を弄ろうさねばならぬ小こ蝿ばえごとき、我が国の敵ではなし。ゆえに、そなたも必要以上に憂うれうでない。今まで通り、リュカリスは皇太子のそばにおれ」

「こうなる可能性があると知っていながら、防げなかったのは我が国の落ち度。皇太子殿下には申し訳ないことをしました。以後、過ちのないように努めましょう」

「別に、いいよ。慣れているし、どうにかしてもらうつもりはない」

　なにを言っているんだ？　リュカリスは驚きのあまり、隣にいるアルトゥールを凝ぎよう視しした。

「つまり、君は放置すると……？」

「どうせ俺が本国に戻るまでだ。大人しくしていれば、大事にもならない」

「そんなの！」

　一瞬大声を出してから、ハッとして口を噤つぐむ。

　宰相たちがびっくりしていることに気づいたからだ。

「そんなの、私は納得いかない。どうして、なにも悪くない君が大人しくしていなきゃいけない」

「アンタが納得できなくても、俺がいいと言えばいいんだ」

「よくない！」

　こんなの、間違っている。リュカリスは珍しく怒りに燃えていた。

　本国でも命を狙われているから慣れていると、彼は平然とした顔で口にした。

　事実のみを述べていく声は淡たん々たんとしていたが、傷ついていないわけがない。

　……荷馬車の件から、違和感があった。もっといえば食事の取り方もそうだ。

（あれもきっと、毒を心配して最後に食べるようにしていたってことだよね）

　これほど用心しても毒を盛られたことの意味。

　そこまで考えて、リュカリスは心を決めた。

「──決めました」

　自分に注目が集まるのを感じた。

　頰筋を引きつらせるアルトゥールに微笑みかけてから、宣言する。




「暗殺者をふん捕づかまえてみせます、陛下！　このリュカリスの名に懸かけて！」

「はあああああああああああああっ!?」




　アルトゥールが白目をむいて絶叫している。大丈夫だろうか？

「おやおや」

「あ、ああ……やはりこうなるのですね……」

　宰相がまた胃を押さえはじめた。

（私は帝国に輿入れするんだから……なら、少しでも敵を減らしておこう！）

　権けん謀ぼう術じゆつ数すうは不得意だが、生身の人間相手に、戦いで引けを取るつもりはない。

　リュカリスの気き炎えんは上がっていく一方である。

「アルトゥールが安心して帰国できるように、全力を尽つくします！　今まで以上に！」

「や、やめて……なに言ってんのアンタ……」

「気を遣わないで大丈夫だよ、アルトゥール！　私は暗殺者ごときに負けないから！」

　輝かしい笑顔で念押しすると、アルトゥールはよろめいて頭を抱かかえてしまった。

　どうすれば暗殺者をおびき出せるのか、まずは作戦を練るのだ！

「……リュカリスの気がすむようにやればよかろう。わらわは協力を惜おしまぬぞえ」

「陛下……！　ありがとうございます！」

「の、脳筋一族は怖こわい……」

　宰相が何事か小声で呟いたようだったが、気にならなかった。




　こうして、リュカリスの『暗殺者捕獲作戦』ははじまったのだった。
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　リュカリスは自分の弱点を心得ていた。ずばり、頭脳だ。

　七歳さいから剣けん術じゆつに全ぜん霊れいを注そそいだリュカリスは今や立派な騎き士しになったが、反面、『王女』としてはいろいろ足りていなかった。

　しかし騎士である前に、一国の王女だ。誤った選せん択たくをして迷めい惑わくをかけないためにも、戦せん闘とう以外で困ったことがあればまず信しん頼らいできる兄弟きようだいに相談するようにしていた。




　毒を盛られた直後で心配ではあったが、アルトゥールを貴き賓ひん室しつまで送り届けたリュカリスはとある一室に向かった。

　その重々しい樫かし扉とびらを叩音ノツクしてから声をかける。

「キーリあに──わっ！」

　用件を述べるどころか兄上と呼ぶより早く、リュカリスは室内に引きずりこまれた。

　目を白黒させていたら、リュカリスの首根っこを摑つかんでいた異父兄あにが胸を撫なで下おろしている。

「ふぅ、危ない危ない……」

「危ないってどういう──もしかして、キーリ兄上にも暗殺の魔まの手が!?」

「…………暗殺？」

　眉まゆをひそめたキーリに促うながされ腰こしを落ち着けてから、今け朝さあったことを打ち明ける。

　話の最さ中なか、異父兄は百面相になっていた。

「ア、アルトゥール……!?　いつの間に名前で呼ぶほど仲よくなっちゃったの!?」

「えっそうかな？　えへへ、仲よく見えるなら嬉うれしいな！」

　そんな場合ではないのだが、第三者である異父兄の発言はリュカリスを喜ばせた。

　仲よし！　いい響ひびきである。初日からすれば大進歩だ。

「んん……妹はバカわいいが、まったく微笑ほほえましく思えねぇ……」

「アルトゥールが言うには、暗殺者は帝てい国こくの人間らしいなんだ。でも、どうやったら怪あやしまれず料理に毒を仕し込こめるのかわからなくて……運んだのは私なのに」

「……帝国の人間だって、皇太子が言ったのよねぇ？」

「そうだよ。陛下も似たようなことを言っていた」

「ま、あたくしもある程度の見当がつくけどねぇ」

　さすが異父兄だ！　リュカリスは急せきこんで訊たずねる。

「キーリ兄上にはわかるの!?　そいつはどこにいる誰なの？」

「それを言ったら、リリスちゃん突とつ撃げきしちゃうでしょ～？　知らないふりしておびき出すなんて腹芸もできないんだから、皇太子に任せるのが得策よぉ」

「私だって、そのくらいの演技はできるよ！　さすがに！」

　密みつ猟りよう者しやをおびき出して捕ほ縛ばくする、という騎士団の任務を何度も成功させたことがある。

　騎士団の任務だと思えばできるはずだと、リュカリスは膨ふくれた。

「それにねぇ……帝国の人間の仕し業わざなら、うちが介かい入にゆうすべきことではないわぁ」

「どうして？　暗殺だよ？　人命に関わるじゃないか！」

「リリスちゃんは我らが愛すべき故郷の信条を忘れちゃったのかしら～？」

　信条──リュカリスはハッとして、キーリを見つめた。

「よそのお家いえ騒そう動どうに首を突つっこむのは、永世中立の理念に反しているわぁ。たとえ、我わが国の中で起きた出来事であろうとねぇ。皇太子が自分でどうにかすると言っているなら、あなたが関わるべきではないことよ～」

「よそのお家騒動なんかじゃない」

　静かに、けれどきっぱりと告げる。

　瞠どう目もくした異父兄を真まっ直すぐに見み据すえ、リュカリスは言った。

「アルトゥールは、私の婚こん約やく者しやだよ。彼かれが戦っているのに、その妃きさきになる私が黙だまって見ているだけなんて──騎士として、王女として、耐たえられない」

「やだぁ～！　リリスちゃんから妃だとか！　お兄ちゃんそんな単語聞きたくな～い！」

　いきなり駄だ々だをこねだしたキーリが耳を塞ふさいだ。

　華はなやかなキトンが乱れるのも構わず足をばたばたしている。成人男性の所業じゃない。

「キーリ兄上だっていずれは結けつ婚こんするでしょ？　私の結婚程度でぐちぐち言わないの！」

「程度じゃないわよぉ！　あたくしの唯ゆい一いつといっていいバカわいい妹を、なぁんでよりにもよって帝国人にくれてやらなきゃいけないわけぇ!?　お兄ちゃんはやだわぁ！」

　思いもよらない発言に、リュカリスは固まった。それから眉まゆ尻じりを下げる。

「……私、キーリ兄上も輿こし入いれを応おう援えんしてくれていると思っていたのに……」

「それはぁ、リリスちゃんの思いこ…………うっ！」

　リュカリスはじーっと、ひたすらじーっと、異父兄を見つめ続けた。

　向かい合わせで座すわっていたキーリは言葉に詰つまり、椅い子すごと後あと退ずさる。

「違ちがうよね？　キーリ兄上は私に噓うそをつかないって信じてるから。やっぱり応援してくれているよね？」

「えっ」

「応援してくれているなら、もちろん、アルトゥールのことだって助けてくれるよね」

「ふぇ」

「腕うでが立つだけじゃなく頭もいいからって、キーリ兄上に甘あまえてばかりじゃダメだってわかっているけど……でも頼たよれるのはキーリ兄上しかいなくて。力を貸してほしいんだ」

　心をこめて訴うつたえかけると、それがとどめになったらしい。異父兄は両手で顔を覆おおった。

「う、うう……妹の攻こう撃げきがえげつないぜ……」

「私なりにいろいろと想定してみたんだけど、いい案が浮うかばなくて。暗殺者の正体がわかれば直じか談だん判ぱんできるんだけど……」

「直談判はやめましょうね～。……とはいえおびき出すにしても、皇太子の協力がなかったら無理だと思うわよぉ？　あっちの思おも惑わくは、この王宮で皇太子を暗殺することなんだからぁ」

「アルトゥールの、協力……」

「前にも言ったけどぉ、リリスちゃんは難しいことを考えたって無む駄だなんだから、思っていることをそのままぶつけてきなさいな。それが一番だと、お兄ちゃんは思うわぁ」

　一理ある。事実なので否定することなく、リュカリスは真面目な顔で頷うなずく。

「……わかったよ、キーリ兄上！　これからアルトゥールに突撃してくるね！」

「うんうん、ついでに破談になるととってもいいんだけどぉ」

「破談だなんて、キーリ兄上は冗じよう談だんが上う手まいなぁ」

　リュカリスは席を立ちながら、感謝をこめて異父兄を見つめる。

「いつも本当にありがとう。キーリ兄上の助言、活いかしてみせるよ！」

「そうね～、期待しているわぁ。そ、れ、と」

「まだなにかあったの？」

「皇太子、というか帝国人の前ではお兄ちゃんたちのこと、『殿でん下か』って呼んでちょうだいな。下々の者に示しがつかないものねぇ！　うふふ！」

　なぜかキーリは異様に楽しそうである。

　可か憐れんな笑え顔がおを前に、リュカリスは少し首をかしげてから承知した。

「そうだね、公私混同はよくないよね。気をつけるよ！」

「素す直なおでかわいい妹を持てて、お兄ちゃん幸せよぉ！　リリスちゃんが本当に困った時は、お兄ちゃんが敵を薙なぎ払はらってあげちゃうから、気がすむまで暴れてくるといいわ～」

　やはり異父兄に相談したのは正解だった！

　リュカリスは「キーリ兄上、本当に本当にありがとう！　大好きだよ！」と抱ほう擁ようしてから、すぐさま退室した。背後から悶もん絶ぜつの声が聞こえたが、敵てき襲しゆうはないし大だい丈じよう夫ぶだろう。




　というわけで、リュカリスは貴賓室まで舞まい戻もどってきた。

　叩音ノツクしてから「リュカリスだけど、入室させてもらうね」と扉を開くのと同時に断りを入れる。いつもなら出で迎むかえるであろうハインリヒの姿もないため、彼らは留守のようだ。

　むしろ都合がよかったので、ついでに鍵かぎをかけておく。

「……アルトゥール、少しは体調はよくなったかな？」

　当人は解げ毒どく剤ざいを飲んだから大丈夫だと言っているが、油断は禁物だ。

　リュカリスが天てん蓋がいに顔を覗のぞかせて声をかけると、横になっていたアルトゥールが気だるそうに目を開けた。

「……アンタか。なんの用」

「ハインリヒ殿どのたちはいないんだよね？」

「いないけど、それがどうしたわけ」

「アルトゥールと、朝の一件で話したいことがあるんだ。……君は大事にしたくないんだよね？　だから、ハインリヒ殿たちには知られない方がいいと思って」

「アンタにしては賢けん明めいな判断だな」

　はぁ、とアルトゥールは重苦しく息をつく。

「……で、話したいことってなに。俺おれは寝ねたいから簡潔にすませてくれない？」

「私、やっぱり放置なんてできない。暗殺者を捕縛するために、協力してくれないかな」

　彼はリュカリスの顔を矯ためつ眇すがめつ眺ながめ、両目を細めた。

「自国の不ふ祥しよう事じだから？　俺は表おもて沙ざ汰たにする気はないから放っておいてくれ」

「確かに不ふ名めい誉よなことだよ、客人を護まもれなかったんだから。だけどそういうことじゃなくて」

　リュカリスはきゅっと唇くちびるを引き結んだ。

「私がイヤなんだ。立場とか関係なく。君が苦しむ姿を見たくない」

　そっと打ち明けると、アルトゥールは菫すみれ色いろの目を大きく見開いた。

「君の憂うれいを取り除くために、君自身を利用するだなんて本ほん末まつ転てん倒とうかもしれないけど……でも、今度は指一本触ふれさせないから、協力してほしいんだ」

「────協力って、つまり俺を囮おとりにおびき出すってこと？」

　さすが、頭の回転が速い。リュカリスは頷いた。

「そう。君は犯人をうすうすわかっていても、決めつけたくないんだよね？　なら、犯人が姿を見せて、証しよう拠こをがっちり摑んだところを捕縛するのが一番だと思うんだ」

「…………ふぅん」

「たぶん、私と君の二人だけで行動した方が成功率が上がると考えたんだけど……アルトゥールの意見も聞かせてくれないかな」

　彼はしばし考えこむ素そ振ぶりを見せた。遠くに投げていた視線を、リュカリスに戻もどす。

「……一つ、訊きいてもいい？」

「なにかな」

「アンタはどうしてそんなに、帝国人相手に無防備でいられるんだ」

「君はことあるごとに帝国人であることを持ち出すね」

　リュカリスは苦く笑しようした。

　どうしてそこまでこだわるのか理解できなかったが、優やさしく答える。

「君がうちで毒を盛ったような帝国人じゃないのはわかる。大事なのは過去ではなく、現在で未来だと思う。私は君と出会って、帝国に行くのがもっと楽しみになったんだ。それに、私は生身の人間相手に負けたりしない」

「……帝国人の科学力が相手でも？」

「もちろん。それだけの鍛たん錬れんを重ねてきた自負が、私にはある。頭はよくない分、剣術だけは誇れるよ」

「ああ……アンタは、〈星騎士パラデイン〉だしな」

「うん。正面から挑いどめないような輩やからに後おくれを取ったら、〈星騎士パラデイン〉の恥はじだよ」

　というか、一族に顔向けできない。

　大真面目な顔でしみじみと言えば、アルトゥールは上体を起こした。

「わかった。……アンタの提案に乗ってもいいよ」

「本当!?　ありがとう！　がんばるから！」

「無駄に張りきらないで。……あと、その広げた両手も下ろせ。いやな予感がする」

　感動した勢いで抱だきしめようとしていたのだが、制止をかけられたので諦あきらめる。

「それじゃ、さっそく作戦会議をしよう！　時間は無駄にできないからね！」

「……アンタ、最初の気き遣づかいはどこに捨てたわけ？　別にいいけど」

　彼はやれやれと肩かたをすくめた。

　だが時に冷たい印象を与あたえるアルトゥールの眼まな差ざしが、いつになく柔やわらかくほころんでいるように映った。その些さ細さいなようで大きな変化が、こんな状じよう況きよう下かでも嬉しくなる。

　そうして、二人は囮作戦の詳しよう細さいを詰めていくことにしたのだった。
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　あれほど協力を渋しぶっていたアルトゥールだったが、一度受け入れたあとは早かった。

　その持ち前の頭脳で、リュカリスにもわかりやすく説明してくれた。




『暗殺を遂すい行こうする際、人目につくのは論外だ。姿を見られたら、星王国人に殺されたという筋書きが崩れる恐れがある。だから、ひと気が多いところでの犯行はまずない』

『確かに……』

『ひと気がない場所で、なおかつ、俺が殺されても不自然じゃない状況を作るのが手っ取り早い』

『……そんな都合のいい場所があるかな？』

『ある。……俺は一応、遊学の体ていで滞たい在ざいしている。星女王からの提案で、辺境の村で視察がてら遊んでこいと打だ診しんされたってことにすればさほど不自然じゃないと思う。あの星女王の性格的にさ』

『いいね！　王都から離はなれた村はのどかで人通りも少ない分、民に被ひ害がいが出にくいし、なにより陛下がいかにも言いそうだ。それでいこう！』




　そこで、リュカリスがまずしたことは星女王から許可を取ることだ。

　辺境の村々を視察するためにはいろいろと準備がいる。

　なにせ、アルトゥールはヴィッセン帝国の皇太子だし、リュカリスも〈星騎士パラデイン〉だが王女だ。それなりの順序を踏ふむ必要があった。

　あの毒殺未み遂すい以降、王宮でこれといった動きはなかったが、それが逆に不気味である。




　そして三日後。

　リュカリスとアルトゥールは星女王の『提案』という名の『勅ちよく命めい』を受けて、辺境の村々を視察をするという体で王都を出しゆつ立たつする運びになった。

　王宮の大玄関前で、ハインリヒたちがアルトゥールに詰つめ寄よっている。

「で、殿下……ほ、本当に我々を置いていかれるのですか……？　大丈夫ですか？」

「しつこい。お目付役から解放されて、俺は清すが々すがしい気分だよ。しばらく暇ひまを出すから好きにすごせ」

「……そこにいる戦闘民族から解放されてないっすけど、大丈夫っすか」

「いないことにしているから問題ない」

　つーんと顎あごをそびやかす姿からは、囮作戦など微み塵じんも窺うかがい知れない。

（そうか……キーリ兄上が言っていた腹芸ってこういうことかな）

　確かに、リュカリスには難しいかもしれないと納得する。

　リュカリスもリュカリスで、女官たちから今こん生じようの別れのように惜おしまれた。

「リュ、リュカリス様ぁ……本当に、本当に視察に同行されるのですか……」

「リュカリス様のお姿をしばらく見れないなんて、辛つらすぎます……！」

「しかも殿との方がたと一いつ緒しよなんて！　わたくしたちの心の偶ぐう像ぞうが……！」

「あ、あの、リュカリス様を偲しのぶよすがとして、手拭いハンカチなんていただけな」

「ちょっと！　不可侵条約違い反はんよ！」

「そう長くあちこちを見て回るつもりはないからすぐだよ。だから、そんな悲しい顔をしないで。笑顔で見送ってくれないかな？　私はいつも笑顔の君たちに元気をもらっているから」

　微笑んで穏おだやかに語りかけると、女官たちは一転して満面の笑えみになった。

「行ってらっしゃいませ、リュカリス様ぁあああああ！」

「リュカリス様の留守中も、私たち心をこめて励はげみますわ……！」

「帰ってきたらお茶会に参加してくださいね！」

「うん、ぜひ参加させてほしいな。帰ってきてからの楽しみにするよ、ありがとう」

「……リュカリスちゃんったら、相変わらずねぇ」

　瞬しゆん間かん、女官たちが規律立った動きで左右に別れ、道を作った。

　人ひと垣がきから現れたのは、キーリだった。女装中の異父兄は可憐な仕草で目元を押おさえる。

「ああっリュカリスちゃん……あたくしは心配でならないけど、気をつけて行ってきてねぇ……あと破談しますように……」

「キーリあ──殿下。もったいないお言葉です。このリュカリス、任務をまっとうしてきます！」

　リュカリスは騎士の礼を取る。破談はいつもの冗談だろうし、聞かなかったことにした。

「クソ双ふた子ごちゃんたちも見送りたかったみたいだけどぉ、人が多いから影かげからこっそり見ているそうよ～」

「そうですか。あとはよろしくと、お伝えください。……村を回るたびに早馬を飛ばしますね」

「ええ、待っているわぁ」

　おっとりと、異父兄が手を振ふっている。

　視察という形式のため、リュカリスも軽けい鎧がいを自然に装備できたし、準備は万ばん端たん。

　そんなこんなで、二人は大勢に見送られて王都を離れたのだ。




　馬車だと小回りが利きかないので、移動は馬になった。

　異父兄が仕入れた情報では『帝国の皇太子はワガママ』だそうだが、そんなことはない。

　アルトゥールの言動は時に辛しん辣らつだが、視察に関しては道中で愚ぐ痴ち一つこぼしていなかった。

（やっぱり人の噂うわさっていうのは当てにならないんだなぁ）

　平然と騎き乗じようしている横顔を眺めていると、目がかち合った。

「……視線がうるさいんだけど」

「いや、馬車で移動できなくて申し訳ないなと思って。荷物も少ししか持てないし」

「馬車なんて逃にげ道みちがなくなるからいらないよ。……それより」

「ん？　出立する際、なにか気になることがあった？」

「アンタが最後に話していたの、王族？」

　リュカリスはきょとんとする。予想外の質問だった。

「そうだよ。そういえば、アルトゥールには紹しよう介かいしていなかったかな？　第二──」

「王女なの、まさか。キーリって聞こえたんだけど」

「へ」

　遮さえぎられたうえでの返しに虚きよを衝つかれる。

（第二王女は私だって知っているはずなのに、変なの）

　なぜか険けわしい目つきになったアルトゥールに、リュカリスは訂てい正せいした。

「違うよ。第二王子、キーリ・ヴァング・アルビレオ殿下だよ」

「へぇ、第二お……王子!?　お、女の恰かつ好こうしていなかった……？」

「あ、言わない方がよかったのかな。キーリ殿下は人を驚おどろかせるのが大好きなんだ。だから手っ取り早く女装している節があるけど、よく似合っているよね。かわいいし」

「…………ここの王族には奇き人じん変人しかいないのか……」

　脳筋一族とはよく言われるが、奇人変人とは初めての評価である。

　アルトゥールは絶望顔で黙りこんでしまったので、さすがのリュカリスも空気を読む。

（最初の村に着くまではそっとしておいた方がいいかな）










　それからの巡じゆん行こうも順調だった。

　リュカリスはわかりやすい騎士服なうえに、〈星騎士パラデイン〉の徽き章しようをつけていることもあり、どこの村に行っても歓かん迎げいしてもらえた。

　星王国の多くの国民にとって、〈星騎士パラデイン〉は憧あこがれの称しよう号ごうなのである。

　素そ朴ぼくな村人たちからのもてなしを受けていると、あまりに平和で当初の目的を忘れそうになるが、まだ気を抜ぬく時ではない。

（この釣つり餌えに必ず引っかかってくるはず）

　リュカリスはため息をついてから、横目で隣となりを窺う。

　アルトゥールは草を食はむ牛や羊をぼんやりと見つめては、気だるそうに目元をこすっている。

「疲つかれたなら休んでも大丈夫だよ。報告書は書いておくから」

「どこで見られているかわからないから起きている。……はぁ、視察は早まったかな」

「そうかな？　私は楽しいよ！　君といっぱい話せるいい機会だ！」

「そりゃ、アンタはな。……俺は平和ボケしそうだよ」

　憂ゆう鬱うつそうな表情だ。リュカリスは少し頭をかしげた。

「平和ボケはいけないことじゃないよね？」

「アンタが前に言ったことをそのまま返すよ。……それはアンタの常識であって、俺の常識じゃない」

「アルトゥールは記き憶おく力りよくがいいんだねぇ」

「そうだな、アンタはなんでもかんでもすぐ忘れるからな」

　斜しやに構えた笑みを浮かべたアルトゥールに、リュカリスは親指を立てて見せる。

「その分、君が覚えていてくれるから安心だね！　よかった！」

「どこが！」

　返しは吐はき捨すてるような響きだったが、表情は少し楽しげだ。

　リュカリスはにこにこする。目的は目的として、この視察は本当に有意義だった。

（アルトゥールのこと、もっと知りたいんだけど……まだ壁かべがあるんだよね）

　暗殺者を捕縛するという目的を達成できれば、その壁も少しは壊こわせるだろうか。

　にしてもと、リュカリスは思う。

（私、こんなに他人に興味を持ったのは初めてかもしれないな）

　アルトゥールは謎なぞが多く、知りたいことが尽つきなかった。

　だから余計に、一緒にいると楽しく感じるのかもしれない。




　そして──最後の村を視察し終えても、暗殺者は現れなかった。

　帰路、リュカリスは収しゆう穫かくがなかったことに落らく胆たんした。

「空から振ぶりか。……せっかく協力してくれたのにごめんね」

「別に。……俺の計画が甘かったってことでしょ。アンタのせいじゃない」

　ぶっきらぼうな慰なぐさめに、少し目を丸くしてから微笑む。

　……アルトゥールの、こういうさり気ない優しさを、リュカリスは好ましいと感じていた。

　王都に帰き還かんするには、最初の視察で訪おとずれた村を通過する必要がある。

　なのでリュカリスはそこで『現在、ガナル村。今日中には帰還予定。アルトゥールの労をねぎらえる料理を用意してほしい』と手紙を書いて、早馬を飛ばしてもらった。

　これで王宮に到とう着ちやくしたら、おいしい料理がたらふく食べられるはずだ。

「……なに、にやにやして。気持ち悪いよ」

　泊まっていた小屋から出ると、待っていたアルトゥールが不気味そうに見てくる。

「そう？　ふふ、王都に戻るのが楽しみだからかな」

「ああ、そう」

　彼は相手にしてられないとばかりに踵きびすを返かえし、先に騎乗した。

　置いていかれてはたまらないと、リュカリスも慌あわてて馬に乗る。

　なじみとなった村人たちに再び見送られ、村を発たってしばらく────リュカリスは、ぴくりと片かた眉まゆを動かした。

「…………空気が……」

　空を見上げ、整備された道路を囲む森を見回し、次いで前方を見据える。

（……最初に通った時と、なにか違う気がする）

　きわめて感覚的なことだ。だが、リュカリスの戦士としての勘かんがこう告げている。

　────警けい戒かいしろ、と。

「ちょっと、話が────アルトゥールッ！」

「え」

　気がかりなことを打ち明けようと、アルトゥールの方に馬首を向けた刹せつ那な──視界に、矢や尻じりが飛びこんでくる。月明かりを受けきらめくそれは明確に、彼の首筋を狙ねらっていた。

　リュカリスは反射的に手た綱づなを引き、間合いに馬を滑すべりこませると同時に剣けんを抜き、矢を叩たたき落とす。

「……変な気配がするから気をつけようと言おうと思ったんだけど、遅おそかったみたいだ」

「ここの土と地ち勘かんはアンタの方があるんだから、先導してくれるなら従うよ」

「ありがとう。……合図を出したらついてきて」

　獲物を見定める、姿なき眼差し。じりじりと、圧あつ迫ぱく感かんを覚える。

　けれど息苦しさと同じくらい、リュカリスは高こう揚ようを感じていた。

　戦いの気配がすると、血湧わき肉躍おどる。戦闘民族の本能だ。

「いち、に……さんっ！」

　さん、で声を張り上げたリュカリスは、道をはずれて脇わきの森に馬首を向ける。

　人知れず暗殺者を捕縛するには、目立つ王都付近で決着をつけるのは得策ではない。今はアルトゥールの騎乗技術と視力を信じ、戦いやすそうな空間に誘さそいこむべきだ。

　戦闘の合図に、リュカリスの五感が研とぎ澄すまされていく。

　薄うす暗ぐらい森の静せい寂じやくを破り、耳じ朶だを打つ、大地を叩たたく馬ば蹄ていの音。一つは遅おくれてついてくるアルトゥールの馬で────リュカリスは目を見開いた。

（私たちの馬以外に、あと三頭いる……!?）

　暗殺者は一人ではないのか？　誤算だが、三人ならなんとかなるだろう。

　そんなリュカリスの見立てを裏切るかのように、よそ者の気配は散開した。

「……アルトゥール、ついてきている？」

「ああ。……戦闘はアンタの領分だから口出しするつもりないけど、考えはあるの」

「そうだね。どうも、逃げ道を狭せばめられているみたいだ」

　そこから導き出される、意味。

　相手は最初からあの地点で襲おそう計画を立てていたのだろう。となると、周辺の地理を調べ上げているはずだ。夜目が利くなら、リュカリスと同等の土地勘があるだろう。

「暗殺者だから夜目が利くのは当然かな。……どこに誘いこまれようと、君のことは必ず護る」

「……アンタ、本当に戦闘のことになると頭が働くんだな」

「それが、私の取り柄だからね」

　ちらっと流し目を送って微笑めば、アルトゥールは呆あきれ顔になる。乱れた前まえ髪がみをかきあげる程度には余よ裕ゆうがあるようでなによりだ。

　そして暗殺者たちの気配を避さけて突つき進すすむと、開けた土地に出た。

　しかし、戦いやすいと喜んでもいられない。その先には道がない──つまり、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきである。リュカリスの記憶では、この下には川が流れていたはずだ。

　ひとまず馬から下りれば、アルトゥールも倣ならうように下馬した。

　リュカリスはアルトゥールと馬を背に庇かばい、来た方向に剣を構えた。

　少しすると、覆ふく面めんで顔を隠かくし、黒衣をまとった凶きよう手しゆたちが現れる。

（体格からして……男か）

　彼らは騎乗したまま、二人の様子を窺っている。その一拍の猶ゆう予よを悔くやむがいい。

　リュカリスは敵に聞こえないよう、極限まで声をひそめた。

「……馬を盾たてにして」

　それだけ口早に囁ささやき、体勢を低く沈しずめると足のばねを使い──跳とんだ。




「────ハァッ！」




　裂れつ帛ぱくと、銀の一いつ閃せん。夜気を切きり裂さき、リュカリスは鋭するどい突きを繰くり出だす。

　驚いた一頭が棹さお立だちになったところを、すかさず後うしろ肢あし目がけて蹴けりをぶちこむ。

　馬が転てん倒とうすれば、暗殺者はなすすべもなく地面に叩たたき──つけられなかった。受け身を取り、着地する。人間は冷静そのものだったが、馬たちは違う。

　ひっくり返った仲間に動どう揺ようしたのか、馬たちが暴れだす。

　それこそがリュカリスの目的だ。全員、地面に転がしてやる！　そう意気ごんだ矢先、うなじにぴりっとした緊きん張ちようが走った。瞬しゆん時じに飛び退る。

　すると、リュカリスが立っていた場所が抉えぐられていた。

「……あれは……!?」

　どこから出したのか、凶手の一人が黒くて長くて大きい筒つつ状じようのものを構えていた。先せん端たんからは煙けむりが上がっている。

　リュカリスはあの筒つつを見たことがあった。確か、書庫でヴィッセン帝国について調べていた時に……とまで考えてひらめく。

「銃じゆう……！」

　火薬を詰め替え終わったのか、再び引き金が引かれた。

　リュカリスが二度、三度と跳ぶように避けるたび、銃と弓矢が交こう互ごに襲ってくる。突とつ進しんする隙すきを与えないつもりだろう。

（銃……アルトゥールの言う通り、やっぱり帝国人なのか）

　仕組みを知っていてよかった。知らなかったら対応に遅れただろう。

　降り注ぐ矢を剣で薙ぎ払っていると、視界の端はしで、黒い影が蠢うごめいた。

　リュカリスがそちらに気を取られた瞬間、ドンッ、と銃が火を噴ふく。三人目の凶手が短たん剣けんを振りかざし────背後で、叫さけび声ごえがした。




「──リュカリス！　しゃがめッ！」




　よく通る低声が、リュカリスの脳みそを揺ゆさぶった。

　言葉少なだったが本能が理解し、体勢を崩くずしながらも地面に転がる。

　するとパンッ、と軽い音が響いたのち、一人目の凶手がうめき声を上げた。

「ぐあぁっ……！」

　リュカリスがなんとか受け身を取って顔を上げた時には、すでに銃を取り落とし、腕を押さえていた。なにが起きたのかわからず困こん惑わくを隠せない。

　だが、すぐ腕を引かれたことで我に返る。リュカリスの手首を摑んでいるのは、アルトゥールだ。深い悲しみを帯びた目で、前方を鋭く見据えている。

「あれは……！」

「……まさか……実現するとは……」

　覆面のせいでくぐもっているが、凶手たちは動揺しているようだった。

　なにを見ているのだろう。リュカリスはアルトゥールの全身を観察し、一つの違い和わ感かんを発見する。

　もう一方の手に握にぎられていたのは、銃によく似た、けれどずっと小さなもの。これは戦術書でも見覚えのない武器だ。

　アルトゥールは無表情のまま、引き金に指をかけ、ためらいなく引く。

　続けざまに発はつ砲ぽう音おんが響いたことに、リュカリスは目を丸くする。

　信じられない光景だった。しかし、それは凶手にとっても同じこと。いや、完全に予想外の出来事だったようで浮うき足あし立だっていた。

「くっ……！」

　凶手の一人が懐ふところをまさぐり、なにかを取り出した。

　手のひらほどの大きさの、黒い物体。火薬を丸めたものに、似ているような──いやな予感がしたリュカリスは、すぐさまアルトゥールに体当たりし覆いかぶさる。




　──バーンッ！




　爆ばく音おんと一緒に突とつ風ぷうが起こり、二人の体は吹ふき飛とばされた。

「な……!?」

「ぐうっ……！」

　驚きよう愕がくに引きつる声と、うめき声が重なる。

　咄とつ嗟さのことで肩を打ったリュカリスが少し顔をしかめてから視線を落とせば、下した敷じきにしてしまったアルトゥールが愕がく然ぜんとした顔で凍こおりついていた。

「ごめん、アルトゥール……！　大丈夫？」

「……大丈夫だって？　アンタ、なに言ってるんだ」

「そうだよね。護るって言ったのに、有言実行できなかった」

「ちが……ああっくそ！　……手しゆ榴りゆう弾だんなんて……あとで覚えてろ……！」

「へっ」

　憎にく々にくしそうに吐き捨てたアルトゥールに腕を引かれ走りだしたのと、視界の端で先ほどと同じものをいくつも投げてよこされたのは、どちらが早かっただろう。

　リュカリスが気づいた時には、アルトゥールに抱きこまれたまま崖がけから飛び降りていた。

　爆音が遙はるか頭上で、遠くにかすんでいる。耳元で吹ふきすさぶ業ごう風ふうに息を止めていると、水面に叩きつけられた。

「んあ……！」

　アルトゥールに抱きこまれていたおかげだろうか。リュカリスの体はさほど衝しよう撃げきを受けなかった。ただ川の流れの速さに、軽鎧を装備していたことも相まって上手く泳げない。

　少し離れた場所で流されていたアルトゥールは、もがくリュカリスを見て舌打ちをする。

「息を止めていろ！」

「んっ」

　反射的に唇を引き結べば、彼は器用に泳ぎ、リュカリスのところまで辿たどり着く。それから乱暴に軽鎧をはぎ取り、そのまま抱きしめてきた。

　リュカリスは別の意味で息が止まりそうだった。早はや鐘がねを打つ心音が聞こえるほど、距きよ離りが近い。頰ほおをかすめる呼気に固まっていたが、流されている途と中ちゆうで洞ほら穴あなを見つける。

「あ、あの、アルトゥール……あそこの石せき壁へきに、洞穴が……」

「……アンタ、もう一人で泳げるよな」

「う、うん。君のおかげで落ち着いたから、だいじょ、うぶ」

　言葉に詰まりながら、何度もこくこくと頷いてみせる。

　リュカリスは自分がどうしてこんなに動揺しているのかわからなかった。

　火ほ照てる頰をもてあましながら、必死に泳ぎ、二人で洞穴に避ひ難なんすることに成功する。




　しばらく荒あらい呼吸音だけが洞穴に響いていた。

　リュカリスが両手をついて息を整えていると、頰に視線を感じる。

「ア、ンタ……」

「げほげほ……アルトゥール、本当にありが──」




「アンタ、女だったのか……」




「──────は？」

　声こわ音ねに嫌いや味みはなかった。思わず口をついて出た感じで、反射的に見ればアルトゥールは茫ぼう然ぜん自じ失しつしているようだった。そして、彼の視線の先を辿たどったリュカリスも息を吞む。

　強ごう引いんに鎧を取ったせいだろう。騎士服の胸むな元もとが盛せい大だいに乱れ、包帯があらわになっている。

　リュカリスが包帯を巻いているのは、もちろん怪け我がのせいではない。剣を振るうには邪じや魔まなほど育った胸を押しつぶすためだ。

　水を吸ってゆるんだ包帯はいろいろな意味で危険だった。大だい惨さん事じ一歩手前だと自覚したリュカリスは慌てて騎士服の胸元を搔かき合わせた。

「あ、あの……君、もしかして、私を……その、男だと……思っていたのかな？」

　まさかそんなと、リュカリスは恐おそる恐おそる口にする。

　すると、アルトゥールのただ蒼あおかった顔色が一変したのでめまいを覚えた。

「えー……どういうことなのこれぇ……」

　婚約者に男だと勘かん違ちがいされていたことの意味を、リュカリスはあまり考えたくなかった。

（王女と結婚するつもりで来たら男だったんで、あんなに遠ざけようとしたのかな？）

　どうりで最初のうち、婚約者相手とは思えないほど距離を感じたはずだ。

　アルトゥールは間ま違ちがっていない──そう、リュカリスを『男』だと勘違いしていたなら致いたし方ない対応だったのだ。

「──理解できない」

「私も、君に男だって思われていたことに、今思考が追いついていないんだけど……」

「アンタを女だなんて、思うわけないだろ！　確かに女顔すぎるとは思ったけど！　女官に囲まれてたじゃないか！　町を出歩けば女どもが群がって！　極きわめつけは、その似合いすぎて違和感のない男装！　それで、どうやって、アンタを女だと気づけってぇ!?」

　髪かみをかきむしる婚約者に大声で言い返され、リュカリスは押おし黙だまった。

　……うーん、誤解もやむなしか……？　いやいやと、かぶりを振る。

「でも私、男装しているからって、口調とか……態度を変えているつもりないよ……？」

「そんなの、女に囲まれすぎた影えい響きようで時々女みたいにしゃべる男って解かい釈しやくするに決まってるだろうが！　アンタ、バカじゃないのか!?　自分がどんだけ男らしいか自覚しろよ！」

「男らしいつもりはないんだけどなぁ」

　とはいえ、女らしいつもりもない。自分の性別をいちいち意識して生活したことはなかった。リュカリスはリュカリスとして、生きやすいようにすごしていただけだ。

　アルトゥールにとってはあんまりな事実のせいか、逆ギレみたいなやり取りが続いたが、やがて落ち着いたのか長息する。

「……アンタ、おかしいよ」

「なにがおかしいのか言ってくれないと、私はわからないよ」

「女らしく生きたいって、思わないのか。体をはって帝国人のおもりをしたって、アンタにどんな利益がある？　挙げ句の果て、さっきも────」

　ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめる音が聞こえた。アルトゥールは渋じゆう面めんで吐き捨てる。

「なんであの時、俺の前に出たわけ。アンタ、バカじゃないか」

「君だって私を庇ってくれたじゃないか」

「それは！」

　彼は一いつ瞬しゆん大きな声を出したが、ハッとしたように視線を落とす。

「……アンタに、そのことを訊きたかったからだよ。アンタを庇ったわけじゃない。わからないことをわからないまま死なれちゃすっきりしないから、ただそれだけだ」

「そうなんだ。……君を守りたくて咄嗟に体が動いたんだよね。それに助けるのは当たり前じゃないか」

「俺は助けてくれなんて言ってない！」

　リュカリスの答えが不服だったようで、アルトゥールは気け色しきばんだ。

「ハッ！　感謝されるとでも思ったわけ？　お生あい憎にく様さまだね！　アンタの親切の押し売り、ほんっとうにイライラする！」

「アルトゥールは死にたかったの？」

　リュカリスが平然と聞き返すと、相手は絶句している。

「でもいくら死にたがっても、私は何度だって邪魔するよ。私がそうしたいから」

「それで、アンタ自身が死ぬとしても？」

　アルトゥールが皮肉げに口くちの端はを吊つり上あげる。

「他人の命令一つで死ねるのか、アンタは。高みの見物をしているヤツのために、そこまで命を張る価値があるわけ。アンタは、大バカ者だよ」

「君は……」

　リュカリスはためらった。この距離感で告げてもいいものか迷った。

　けれど、アルトゥールの瞳ひとみ。濡ぬれそぼった黒くろ髪かみの奥で、菫色の猫ねこ目めが光っている。この薄暗い洞どう窟くつの中でさえ星の輝かがやきのように鮮せん烈れつで、雨に打たれた捨て猫のように頼りない。

（……ああ、きれいだ）

　色は違うけれど、南の空で優しく光る星──本当に、『熊の番人アルクトウールス』のような目だ。

　思わず伸のばした左手で、彼の頰に触れた。びくりと、震ふるえが伝わってくる。

「君は、誰にも死んでほしくないんだね」

「は……」

「だから、ハインリヒ殿たちも遠ざけているんだね。私と話そうと──関わろうとしなかったのも、君はさっきみたいなことになった時、一人で対処するつもりでいたから」

　リュカリスは頰に張りついていた髪を耳の後ろにかけてやる。
















　男だと勘違いされていたのは衝撃的だったし、頭から爪つま先さきまでびしょ濡ぬれで冷えきっているのに、どうしてだろう。リュカリスの心はぽかぽかとあたたかい。

（ああ、私の婚約者が彼でよかった）

　アルトゥールがヴィッセン帝国の皇太子でよかった。

　最初、彼に好感を持った理由は本人の人となりとは関係ない部分にあった。

　でも、今は違う。

　アルトゥールは不快感もあらわに睨にらみつけると、リュカリスの手を乱暴に振り払った。

「勝手な憶おく測そくで、俺の心を読んだ気になるのやめてくれる？　アンタ、鬱うつ陶とうしいよ！」

「なにもかも面めん倒どうがる人間が、あんな銃じゆうは持てないよ」

「はぁ？　なに言ってんの、アンタ」

「君が来る前に、ヴィッセン帝国を理解するために戦術について調べたよ。そこに『銃』という、刀とう剣けん以外の戦うすべがあることを知った」

　特とく殊しゆな力を行使する星王国の王族と違い、『銃』にはちゃんと種も仕し掛かけもある。知識があれば作れるものだ。

　でも、とリュカリスは崖の上でのやり取りを振ふり返かえった。

「あの『銃』よりずっと小型で、しかも火を使わず鉛なまりの玉を連発する技術……これは、とてつもない発明ではないのかな？　頭のよくない私にだってわかるよ。そして、彼らは君の銃を見て驚いていたようだった」

「アンタの気のせいだよ」

「戦闘に関して気のせいだったことは一度もない」

　きっぱりと言い切れば、彼が鼻白む。リュカリスは気にせず話を続けた。

「君は以前、自分の命を狙っているのはヴィッセン帝国の強硬派だって言っていたよね」

「……それが？」

「科学力に優すぐれた帝国人でさえ驚いていたということは、アルトゥール。あれは君が誰の手も借りずひそかに開発し、独りでも戦えるように用意した武器という証左じゃないかって私は思った。君はいたずらに面倒がってなどいないし、ワガママを言っていたわけでもない」

　アルトゥールの目が大きく見開かれる。

　そう。彼がただの怠たい惰だな皇太子だったら、あんな批判的な発言はできない。

「君が出かけようとしなかったのは、行動範はん囲いを狭めて、不測の事態に備えていたからだよね。……でも、もうそんな必要はないよ」

「だからさぁ！　アンタの思いこみを前提に話を進めないでくれる!?」

「君が思う以上に、行動は多くを物語ってくれた」

　いくら否定されたって、リュカリスがアルトゥールに庇われたのは事実だ。現実に起きたことほど説得力があるものはない。

「まあ、元々屋内の方が好きみたいだけど」

「……アンタ、それをわかっててよく俺を連れ回そうとしたな。どういう神経？」

「自由に外で暴れたい時だってあると思うんだ。……ねえ、私に君がしたいことの手助けはできないだろうか」

　アルトゥールの震える拳こぶしに手を重ね、リュカリスは語りかける。




　──ヴィッセン帝国皇太子の婚約者に選ばれたのは、王女なのに無能力者だから。




　星王国の王族としては致ち命めい的てきな欠けつ陥かん。

　しかしそれゆえに別の形で国民を護れる道を示し唆さされた時、リュカリスは本当に嬉しかった。生まれて初めて無能力者だったことを感謝した。

　この皇太子がいなければ、こんな大役を任される機会に恵めぐまれることはなかった。

（そうだよ。私はそれだけで、アルトゥールを好きになれると思ったんだ）

　会う前から無条件で好感を持っていた理由が、それだ。

　他人は、そんな理由で？　と言うかもしれない。

　でも、リュカリスにとっては『そんな理由で』ではない。

『王』になれないことは、わりとどうでもいい。リュカリスは権力に固こ執しつしない性質だ。

　だけど、だけど────大好きな祖国を護る一いち翼よくになれないことが悲しかった。




　昔、泣き虫だったころ、情なさけなくて悲しくてひそかに家出したことがあった。

　なにもわからず、泣きながら下町をさまよっていたら、親切な町民に拾われた。

　その日は土ど砂しや降ぶりで、濡ぬれ鼠ねずみになっていたリュカリスに優しくしてくれた。

　髪と瞳の色で誰だかわかっていたようだが、過か剰じようにもてなしたりすることはなく、あたためた牛乳をご馳ち走そうしてくれたり、さり気ない優しさを注いでくれた。




『リュカリス様はえらいですね』

『……え、らい？　わたし、えらいの？』

『はい。……私らの娘むすめは今、王宮に仕えさせていただいているんですよ』

『そうなの？』

『そりゃ下したっ端ぱですからねぇ、リュカリス様はご存じないと思いますが。……不敬かもしれませんが、娘からね、リュカリス様は毎日いろんなことをがんばってらっしゃると聞いて、私どもは嬉しかったんですよ』

『うれ、しい？　どうして？　……わたし、なにもできないんだよぉ……うっ……』

『ああっ、リュカリス様！　泣かんでください！』

『リュカリス様はなにもできなくなんかないですよ。娘からリュカリス様が〝みんなの力になりたい！〟と言って、苦手なことにも果か敢かんにがんばっておられると聞いて、私らも勇気をもらったんです』

『ゆうき……』

『そうですとも！　……リュカリス様、星の力がないことを申し訳なくなど思わんでください。わしらは王家に護ってもらっているが、わしらとて護りたいと思ってるんです。この国も、王家の方々も好きなんだ。リュカリス様が好きなんですよ』

『すき……わたしも、みんながすき。でも、でも……』

『だかんなリュカリス様、泣かんでいつも笑っといてください。力がなくてもいいんですよ、お前さまはお前さまらしく生きてくだされ』




　……誰かになにかを言われたわけではない。

　それでも、リュカリスは『役立たずな王女』であることが重荷だった。

　王族のくせに国民を護る力がないことを、みんな心の中で責めていると思っていた。

　いや、少なくとも同父兄は暗に責めていたがそういうことではない。

『王』に選ばれなかった王族でも、力があればできることがある。それが永世中立の理念を支え、母が七人もの王配を迎むかえ、より強い力を遺のこそうと努めた理由だ。

　とても優ゆう秀しゆうで強い同父兄が『脆ぜい弱じやくなる妹』と敬遠するのも当然のことだと感じていた。

　町民は、幼い王女が泣いていたから気を遣つかってくれたのかもしれない。女官の娘がいればなおのこと。

　けれど、『好きだ』と言われたことが泣き虫だったリュカリスは嬉しかった。

　国民の総意でないとしても、リュカリスが愛する国民が、力がなくてもいいと言ってくれた。

　それからだ。リュカリスが髪を切り落として、騎士団に入ったのは。

　それまでは無差別にいろいろなことに手を出していたが、一つの事に全力を注ぐことにしたのだ。

　大好きな彼らのために生きようと、心に定めた誓ちかいは今も変わっていない。




　そして現在、アルトゥールに抱いた好感は理由のないものではなくなった。

（母上が心配しなくたって、やっぱり私は好きになれたよ）

　彼は優しい人なのだ。優しさの見せ方を知らないだけの不器用な人を、どうして嫌きらえるだろう？　いいところをわざわざ探さなくたって、目の前に転がっていた。

　義務や役目とは関係なく、リュカリスはアルトゥールを支えたいと強く思った。

「戦いくさになってしまえば無血じゃすまない。でも戦になる前に食い止めることが、アルトゥールにはできると思う。婚約だってその一歩のためだ」

「そ、れは」

「私も誰も死なせないから、なにがあっても独りにしないから、君も独りで戦おうとしないでほしい」

「……意味が、わからない。なんでアンタはここまで巻きこまれて、そんなことが言えるんだ」

　困惑が極まりすぎたのか、アルトゥールの目が潤うるんでいる。洞窟に射さしこむわずかな星明りを反射して、菫色の瞳がきらきらと輝いていた。

　なぁんだと、リュカリスは笑ってしまう。

「私は巻きこまれたなんて思っていないよ。君のそばにいたくて、私が好きでしていることだ」

「…………バカじゃないの……」

　彼は力なく呟つぶやくと、なぜか苦しげに眉まゆ根ねを寄せた。さらに目を伏ふせた瞼まぶたに力がこもる。

　巻きこんでしまったと心配してくれる、この婚約者はやっぱり優しい。

（本当に、私の婚約者が君でよかった）

　だから今度は君のためにも戦おう。この命が続くまで。




　──この時、リュカリスが『男』であるという勘違いは正されたはずだった。

　しかしまだ根本的な勘違いが残っていることは、リュカリスはもちろん、アルトゥールも気づいていなかった。







　洞窟からは、びしょ濡れのまま徒歩で帰路につくことになってしまった。

　王宮はもうすぐ目の前だ。リュカリスは横目で隣を窺う。

　頰に張りついた黒髪が表情を読めなくしているが、その肌はだは青白く、歯を鳴らしている。アルトゥールの痛ましい様子に眉をひそめていると、前方から歓かん声せいが聞こえてきた。

　驚いて視線を向ければ、ちょうど兄弟と女官たちが駆かけ寄よってくるところだった。おのおの毛布などを手にしており、リュカリスは自然と笑顔になる。

「みんな！」

「心配、した」

「そう、心配したの」

　双子の弟てい妹まいが口々に言って、毛布を差し出してくる。リュカリスは笑みを深め、二人の髪をかき混ぜた。それから弟──シモンだけぴょこんと跳はねた毛先を撫なでつける。

　いつも見分けがつかないよう、同じ装よそおいに似た声こわ色いろを意識している二人らしくない手抜かりだ。

　さり気なく直すリュカリスに気づいたのか、双子は顔を見合わせると抱きついてきた。左右から挟はさまれて物理的な息苦しさを感じていると、急に呼吸が楽になる。

　キーリが二人の首根っこを摑んで引きはがしてくれたのだ。

「はぁい、おちびちゃんたち。リュカリスちゃんが疲れているところにいけない子たちねぇ？」

「おちびちゃんじゃない！」

「キーリ、邪魔！」

「私は大丈夫です。この通り、鍛きたえているので！」

「手紙が届いてからなかなか帰ってこないし、リュカリスちゃんのことだから予測してはいたけどぉ……川に落ちていたなんてね～、驚きだわぁ」

「それは……面めん目ぼくないです……」

「濡れている子を大丈夫とは言わないのよぉ。……そ、れ、に」

　双子を後方に放り投げたキーリの細い指に顎を持ち上げられた。長身のリュカリスの顔を、さらに上から覗きこんでくる。星ほし屑くずが散ったような夜空色の瞳が眇められた。

「いい顔をして帰ってきたわねぇ。……リュカリスちゃんなら帰ってくるってわかっていたけれど、心配くらいさせてちょうだいな。兄きよう妹だいなんだから」

「そうですね……肝きもに銘めいじます」

　兄妹だから──その響きに思うところはあるが、やはり心配されるのは面おも映はゆい。

　神しん妙みように頷いていた時、視界の端を横切っていく人ひと影かげを視し認にんした。ハッとして、キーリたちから受け取った毛布を慌てて抱かかえこむ。

　兄弟たちから離れた途と端たん、そわそわと見守っていた女官たちが押し寄せてきた。

「ああっリュカリス様！　心配しましたわ！　どうぞ、私のお部屋でお体を休めて……」

「はぁ？　図ずう々ずうしい！　……リュカリス様！　まずはお召めし物ものをお取り替えになって！　そう、こちらの物陰あたりで……」

「みんな、ごめんね！　気持ちは嬉しいけど、ちょっと用事ができたんだ。心配させた埋うめ合あわせは今度させてもらうから！」

「あぁん！　もう、普ふ通つうに好きぃ……」

　甘い吐と息いきを漏もらす女官たちの横を、リュカリスは走り抜ける。

　そして柱ちゆう廊ろうの奥へと消えようとする男の腕を摑んだ。

「……なに？」

　睨みつけてきたのは、同じくびしょ濡れのままなアルトゥールだ。

　不ふ機き嫌げんそうだが、それはそうか。誰だって崖から落ちたらご機き嫌げんではいられない。

　そっぽを向いて離れていく彼を咄嗟に追いかけてしまったのだが、リュカリスは当初の目的を遂すい行こうする。

「わぷっ」

「君もこれを使ってくれ。そんな恰好で歩いていたら、風か邪ぜを引いてしまうよ」

　広げた毛布を頭からかぶせて、わしゃわしゃと拭ふいていく。しばらくして、その下からくぐもった声が聞こえてきた。

「…………さ……い……」

「え？」

「うるさいって、言ったんだよ！」

　どん、と突つき放はなされる。リュカリスがたたらを踏んで後あと退ずさってしまうと、アルトゥールの方が傷ついたように菫色の瞳を揺らした。唇を嚙みしめて、低い声で叫さけぶ。

「洞窟の時といい、うんざりだ！　もう、俺に近づくな！」

「イヤだ！」

　脊せき髄ずい反射で反はん駁ばくすると、アルトゥールが口を半開きにして固まった。

「私が構いたいから構う！　私はずっと、君と仲よくなりたいと言っているじゃないか！」

「な、仲よくって……」

「最初は君が婚約者殿だってことが一番の理由だった」

「……それは……」

　アルトゥールの赤らんでいた頰がサッと蒼くなる。リュカリスは不思議に思ったが、胸を張って宣言した。

「でも、今は違う。私が個人的に、アルトゥールを知りたい。だからもっと君のことを教えてほしい」

「俺は、アンタのことなんて知りたくない」

「アルトゥールも、私を知ろうとしてくれていたの？」

　そう訊ねると、一瞬、アルトゥールはきょとんとした。無防備に目をまばたいてから赤面したかと思うと後退っていく。

「もしそうなら、私はとても嬉しい。君に興味を持ってもらえたなら、今までつきまとってきた甲か斐いもあったよね！」

「アンタ、つきまといって自覚はあったんだ」

「こんなに誰かを知りたいって思ったのは初めてだったから、加減がわからなかったんだ。それに私が引き下がったら、君はここぞとばかりに寝ちゃうだろう？」

　リュカリスだっていやがる相手の意思を無視するのは本意ではない。普ふ段だんなら引き下がるが、今回の場合だとその選択は悪手だ。

　包つつみ隠かくさず打ち明ければ、アルトゥールは口ごもり、その白はく皙せきはますます紅潮していく。

（林りん檎ごみたいだ……）

　耳まで赤く熟うれ、恥じらうように目を伏せる彼は可憐といっても差さし支つかえないだろう。

　悪夢のように美しい面おも立だちがよりいっそう冴さえ渡わたり、一いつ幅ぷくの絵画のように美しい光景に、リュカリスは目を奪うばわれてしまった。

　美び丈じよう夫ふは容姿端たん麗れいな兄弟で見慣れているはずなのに、どうしてだろう。動どう悸きが激しくなっていく胸元を押さえる。頭の芯しんが揺らぐ感覚は酩めい酊ていに近いかもしれない。

　奇き妙みような沈ちん黙もくが流れる。

　リュカリスにとって、こんなことは初めてだった。でも居い心地ごこちは悪くない。

　心配した女官に声をかけられるまで、二人は互たがいに赤面したまま黙りこんでいたのだった。
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　アルトゥールは皇太子であり、優れた科学者だった。

　ヴィッセン帝国で科学者は貴族と同等、時にはそれを上回る地位ですらある。貧しい家庭の出であろうと、科学者になれば貴族と対等に振ふる舞まうこともできるのだ。

　ゆえに、アルトゥールの地位が磐ばん石じやくで、人気があるかといえばそうでもない。

　アルトゥールは国民からの支持は厚いが、貴族受けが異様に悪かった。

『高こう慢まんで口の悪い悪あく魔まのような皇太子』という評価からもわかるだろう。

　それはひとえに、天使のようだと讃さん美びされる弟の存在も大きかった。

　弟は病弱で、科学者としての才能は乏とぼしいため、国民からの覚えは悪いが『弟皇子を皇太子に』と望む貴族の声は多い。

　次に、アルトゥールは当代皇こう帝ていと同じく穏おん健けん派はである。

　ただし何事も中立の父親と違い、強硬派の主義主張を『非生産的』『無駄』『不利益しかない』と切り捨てるせいで、強硬派に目の敵にされていた。

　つまり、アルトゥールは弟を皇太子にしたい貴族と、強硬派に嫌われているのだ。




　だから本国にいた時、気の休まる時間などなかった。

　食事は毒が盛られていないか、外出をすれば事故を装った暗殺者に狙われないかを警戒しなければならない。

　自然と引きこもりになったアルトゥールがやることといえば研究と開発だ。

　研究開発だけが、退たい屈くつするアルトゥールの唯一の楽しみだった。

　その楽しみが穢けがされた時────すべてのことに期待をするのをやめた。

　元々誰も信用していなかったが、ますます人間が信じられなくなった。

　心が動けば、喜き怒ど哀あい楽らくを覚えてしまう。それは苦痛に満ちた情動だった。

　だからアルトゥールは心を凍らせ、『皇太子』という人形でい続けることを選んだ。




　そしてアルビレオ星王国で、初めて命の危険を覚えた時。

　暴れる荷馬車が自分を目がけてくる光景に、アルトゥールは深く納なつ得とくしていた。

　──遅おそかれ早はやかれ、こうなることはわかっていた。

　まだ死ぬつもりはなかったが、「またなのか」と疲れが押し寄せてきたのも確かだ。

　その件や、朝ちよう餐さんでの一件──それらの後でも、アルトゥールのそばにい続け、暗殺を阻そ止ししようとした人物が一人だけいた。

　そのたった一人によって、現在、人形だった『皇太子』の調子が崩れはじめている。




　──今日もアルビレオ星王国には薄闇の帳とばりが下りている。

　アルトゥールは貴賓室のテラスに設営されたテーブルに肩かた肘ひじをついていた。その体勢で持ちこまれた茶ちや菓が子しを咀そ嚼しやくしながらため息をつく。

（こいつ、本当に暇ひま人じんだな）

　向かいに腰かける闖ちん入にゆう者しやを、胡う乱ろんな目つきで眺める。

　なにが楽しいのか知らないが、今も茶菓子を片手にひとり笑顔でしゃべり倒たおす闖入者──名をリュカリスという。アルトゥールの心の壁をぶっ壊した人物でもあった。

　リュカリスは予想外の塊かたまりである。

　最近で一番驚いたのが、男ではなく女だったことだろう。

　女官に囲まれていたり、騎士装しよう束ぞくだったことも関係して男と信じきっていた。

（確かに、よく見なくても女の顔だったけどな……）

　長身だが、全体的に線が細い。涼すずしげな柳りゆう眉びに、けぶる睫まつ毛げの奥から覗く切れ長の天藍石ラピス・ラズリの双そう眸ぼう。高く結ゆい上あげた銀ぎん朱しゆの長ちよう髪はつも、純白の騎士服も、凜りんとした美び貌ぼうに合っている。

　偏へん見けんはないつもりだが、この細ほそ腕うででよくあいつらを相手に立ち回っていたと思う。

　視線に気づいたのだろう。リュカリスは不思議そうな顔をした。

「アルトゥール、どうしたの？」

　微笑む彼女に、アルトゥールは頰が熱くなった。反射的に顔を背そむけてから後こう悔かいする。

（……なんで俺、あれからこいつの顔をまともに見れないんだ）

　自分はもっと冷静な人間のはずだった。

　発言の八割は、自分をこう見せようと意識的にしている演出だったのに、リュカリス相手だと上手く演じることができなくなっていた。

「君、さっきからぼんやりしているけど大丈夫？」

　気遣わしげな声色に二の句が継つげず、口ごもってしまう。

　答えられるわけがなかった。その理由は理解できないし、したくもない。

　アルトゥールは最後のひと口を飲みこんでから、うなるように答えた。

「……アンタの気のせいだよ」

「もしかして、茶菓子が口に合わなかったかな？　私が好きなものを、君にも好きになってもらえたら嬉しいなって思ったから持ってきたんだけど……」

「なっ」

　絶句した。こいつは言うに事欠いて、なんてことを言うんだ！

（……勘違いするな。こいつは、だれにでもこんなことを言っているんだ！）

　動じる心に言い聞かせ、ぎりぎりと歯は嚙がみする。

　……アルトゥールは、いまだ自分が政略で結婚することになる『無能力者たる婚約者』の顔を知らない。もはやどうでもいいが、一度も姿を見せないあたり向こうもどうでもいいのだろう。

　しかし、婚約者の護衛であるリュカリスはこの政略が和平に繫つながる一歩だと信じて疑っていないらしい。

　こうして貴賓室を訪れ、しゃべり倒しているのも、不ふ遜そんな主人に対する忠義の一環だとわかっている。わかっているのに、どうしていちいち動揺してしまうのだろう。

「アンタの好きなものになんか興味ない！」

「興味がなくてもいいよ。私がその分、君に興味を持っているからね！　大丈夫さ！」

「なにがぁ!?」

　なぜか親指を立てていい笑顔のリュカリスに、アルトゥールは叫んだ。が、「なんだ、元気になってよかった」などとにこにこされ、どうにも毒気を抜かれてしまう。

　そもそもこういう前向きすぎる熱血系は、アルトゥールがもっとも苦手とする人種である。星王国を訪れなければ接点を持つことさえなかったはずだ。

「そうだ！　わかったよ！」

「……絶対にわかってないと思うけど、一応聞いてやろう。なにがわかったって？」

「私はよく、気が利かないって言われるんだ。そう……部屋に引きこもりすぎて退屈してたんだよね！　また下町を案内してあげるよ！　この間はすぐ帰っちゃったからね」

「アンタ、頭大丈夫？　どこからその結論を導き出した？」

　うんざりした声を出しても、リュカリスにこたえる様子はない。

　そうと決まればと、さっそく茶器を片づけはじめている。イライラと足を揺らしていれば、きょとんと首をかしげられた。

「もしかして、また暗殺の心配をしているの？」

「……してないよ。もう、当分ないだろうし」

　何気なく返せば、リュカリスは物言いたげに見てくる。

「……なに？」

「やっぱり、君は自分の命を狙っていた相手の正体を知っているんだね」

　疑問形ではなく断定形だ。

　リュカリス当人も語るように、本当に戦いにおいての勘が尋じん常じようではない。普段はどちらかといえばおっとりしている方なのに、噓のように機き敏びんになる。

「さぁな」

「言いたくないなら無理に聞き出さないよ。……君がいつか、私に話してもいいと思えたら聞かせてほしい。待っているから」

　優しく細まった天藍石ラピス・ラズリの両目には柔らかな光が灯ともっていた。

　彼女から向けられる好意はいつだってあけすけで、アルトゥールの心をくすぐってくる。

　こういうのを、面おも映はゆいというのだろうか。初めての感覚だ。

（……そもそも本国で、俺を好意的に見てくるのは国民くらいだしな……）

　とはいえ国民も自分たちの生活にアルトゥールの発明が役立っているから好意的に見てくれているだけで、人柄を慕したっているわけではない。

　リュカリスではないが、アルトゥールの取り柄は見た目と科学の才能だけだ。

　そのせいで、リュカリスのやることなすことがいちいち新しん鮮せんに映ってしまうのだ。

「もちろん、捕縛を諦めたつもりはないよ」

「……諦めが悪いな」

「だけどいろいろあったし、今は少し休んだ方がいいと思うんだ。作戦はそれからまた練ろう、アルトゥール」

　当然のごとく協力を仰あおがれたことに、アルトゥールは否定も肯こう定ていもしないでおく。

　覚かく悟ごはしていた。でもまだ整理がついていなかった、考えも──心も。

「今日もいい夜空だし、お出かけ日和びよりだよ！　片づけも終わったし、行こう！」

「……………………あ、そ」

　抵てい抗こうしたところで疲れるだけだ。アルトゥールは諦めてそっけなく答えた。

（……アンタが諦めてくれたら楽なのに）

　勘違いしてはいけない。

　彼女が衒てらいなく好意を差し出そうと、すべてはアルトゥールが主人の婚約者だからだ。

　だからアルトゥールがどんなに悪態をつこうが見捨てないだけで────そこまで考えて目を伏せる。本当に、そういう人間だったらよかったのだ。

　そういう人間相手なら、ここまで心が揺れることはなかっただろう。

　なかなか立とうとしないのを見て痺しびれを切らしたのか、リュカリスに強引に腕を摑まれる。見上げた先で、邪じや気きのない笑顔が星明りを受けていっそうきらめいて映った。

（……ほっそい指だな）

　アルトゥールの手首を引っぱり、外に連れ出そうとするその掌てのひら。剣だこはあるが、優美な印象を与える。これが、自分を護ろうと必死に伸ばされた手。

　……初めてのことばかりで情をはき違ちがえそうになっているだけで、すべては気の迷いだ。

　アルトゥールはかぶりを振ってから、そう頭の中で念じる。

「どこならアルトゥールも楽しめるかな。なにか希望はある？」

「────どこでも」

「え？」

「どこでも同じだから、アンタの好きなところに行けばいい」

　ぶっきらぼうな返答に、リュカリスが一瞬だけ振り返る。驚いたように丸くした目が、やがて優しく眇められた。星屑が舞まったように、天藍石ラピス・ラズリの双眸が輝きだす。

「このリュカリスの名に懸かけて、君の期待に応えてみせよう！」

「……ふぅん」

「〈星霊石〉のお店は紹介したし……そうだ！　他にもまだ、とっておきはあるんだよ！　ふふ、アルトゥールにも気に入ってもらえたら嬉しいな」

　楽しそうに語る横顔を見つめながら、アルトゥールは詰めていた息を吐き出す。




　──『皇太子』に心は必要ない。ただ役目をまっとうすればいい。

　なのに今さら、こんなにも心が痛い。

　彼女に出会ったから──彼女を、知ってしまったから。

　アルトゥールは心を凍らせる方法を忘れてしまった。
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（最近、アルトゥールと上う手まく交流ができている気がするよ！）

　具体的に言うと、一緒に崖から飛び降りるはめになった一件からだ。

　目的である暗殺者の捕縛はできなかったから複雑ではあるが、嬉しい進展なのは間違いない。

　だけど、そうだ。暗殺者。リュカリスは眉根を寄せる。

（少なくとも星王国では安心してすごせるように、早くどうにかしてあげたいな）

　相変わらず、アルトゥールに暗殺者の正体を教えてくれる気配はない。

　彼には彼の考えがあって、口を噤つぐんでいるのだ。それがわかっているので、問いただすつもりはなかった。

　今日は減らしていた騎士団の任務に就ついていたので、まだアルトゥールの顔を見ていない。

　そろそろ次の作戦会議をしたいと、リュカリスが貴賓室がある南なん翼よくに向かっていると、思いもよらない人間とばったり顔を合わせた。互いに目を丸くする。

「アルトゥール！」

　表情を明るくして呼びかければ、相手──アルトゥールは目元を赤らめた。

　それからリュカリスはハッとして、おずおずと口を開く。

「珍めずらしく外にいるってことは、どこかに出かけるところなの？」

「そ、れは………………」

　押し黙る彼に少し首をひねる。詮せん索さくしない方がよさそうだ。

「これから君の部屋に行こうと思っていたんだけど、用事があるなら明日伺うかがわせ──」

「用事なんてない」

　最後まで言う前にかぶせてきた声に、リュカリスは今度こそきょとんとしてしまう。

「本当に？　無理していない？　私に遠えん慮りよする必要はないんだよ」

「俺がアンタにいつ遠慮したっていうわけ」

「だって、アルトゥールが自発的に部屋の外にいるのって初めて見たから」

「それは！」

　張り上げられた声に、リュカリスよりもアルトゥール自身が驚いているようだった。

　彼は一瞬だけまなじりを決してから、うつむきがちにぼそぼそとこぼす。

「それは──アンタが珍しく……朝餐に来なかったから……」

「アルトゥール……」

　リュカリスは思わず胸元を押さえた。

　なんだろう。今、すごく心臓に負ふ荷かがかかったような……。

　一瞬胸を貫つらぬいた苦しさにうろたえてしまったが、笑顔を作ってみせる。

「心配してくれたんだね、ありがとう。……君に気にかけてもらえて嬉しいな」

「別に！　気にかけてない！　ただ不ふ可か抗こう力りよくで毎日顔を見ていたし、くたばってないか確かく認にんしようと思っただけだ」

　むきになって否定してくるアルトゥールに、リュカリスはますます息苦しさを覚えた。

（な、なんだろう。胸焼け？　私、そんなに食べすぎていたっけ……？）

　うるさい鼓こ動どうを宥なだめていると、彼が踵を返してしまった。

「あっ、アルトゥール……？」

「俺に用事があって来たんだろ。……戻るから」

「う、うん。ありがとう」

　もごもごとお礼を言ってから、リュカリスは駆かけ足あしでアルトゥールの隣に並ぶ。

　その時だ。なんだか強きよう烈れつな視線を感じた。

　きょろきょろしたリュカリスが見つけたのは、柱の影から『驚愕！』と目がこぼれ落おちそうなほど大きく見開いているキーリの姿だ。今日もやっぱり女装である。

『王子は見た！』状態で固まっている異父兄に、リュカリスは恐る恐る声をかけた。

「キーリ……殿下？」

「リュ、リュカリスが……せ、青春している……！　俺おれ様さまの目がイカれたのか……？『私、剣と結婚する』とか言いだしそうだった、あのリュカリスが……噓だと言ってくれ……」

「…………私のイメージってどうなっているんですか……？」

　キーリの中の妹像がわりと気になる発言を聞いてしまった。

「これじゃ……これじゃ破談にできねぇじゃねぇか……」

「まだ言っているんですか？」

「…………これが、女装趣味の第二王子？」

　アルトゥールがキーリを見る目は、完全に不ふ審しん者しやに対するそれであった。

　これ呼ばわりされたキーリは神かみ業わざ的てきな速さで居住まいを正し、たおやかに微笑む。

「んまぁ、リュカリスちゃんったら！　それはひ、み、つって約束だったでしょ～？」

「大丈夫です！　性別がわかったところで、キーリ殿下はかわいいですよ！」

「なにが大丈夫なのか、俺には少しも理解できないな」

　アルトゥールは息をついてから、目線を落としてリュカリスを見た。

「……で、第二王子は結婚に反対しているんだ」

「そんなことないよ！　キーリ殿下は冗談が好きなんです。そうですよね？」

「うふふ」

　水を向ければ、異父兄は愛らしく微笑んだ。うん、これは間違いなく応援している！

　リュカリスも笑い返してから手を振る。

「それじゃ、キーリ殿下。私たちはこれから用事があるので失礼しますね！」

「…………うん、そうねぇ。健全なお付き合いをするのよぉ……」

「すごい怨おん念ねんをしょっているけど、あれ大丈夫なの」

　手を振り返して見送るキーリの姿に、顔色を悪くしたアルトゥールが呟いたのだった。




　ところかわって、貴賓室。

　アルトゥールに伴ともなわれて入室したリュカリスはそわそわしていた。

（……アルトゥールに招かれるっていうの、初めてかも……）

　自分から突撃していたので、いつもと同じ貴賓室なのに不思議な気分である。

　そして大部屋を覗けば、ちょうどハインリヒが紅茶の仕し度たくをしていた。

「あ、ああ！　リュカリス殿、こんにちは。今日は任務だったんですか……？」

「こんにちは！　そうなんです。しばらく減らしていたので、鍛錬もかねて」

「そ、そうでしたか。朝、リュカリス殿のかわりに女官殿が来られて驚きました」

　ハインリヒは黒くろ縁ぶち眼鏡を押さえて、控ひかえめに笑った。

　その時、袖そで口ぐちがめくれて包帯が見える。……怪我だろうか？

　そのことを訊く前に、アルトゥールが側近たちを追い出しにかかった。

「お前たちに今日いっぱい暇をやるから出かけてきて」

「へっ」

「了りよう解かいっす。んじゃ、自分お先に失礼しますっすわぁ」

「お、おい！　……あの、殿下。それでは我々も御ご前ぜんを辞させていただきます」

　意い気き揚よう々ようと出て行った書記官と違い、ハインリヒたちは戸と惑まどっていたようだが最終的には従った。

　四人の気配が遠ざかっていくと、アルトゥールも姿を消したが数分後には戻ってくる。

「鍵を閉めてきた。……アンタの用事ってなに？」

「その、暗殺者の件。君がよければ、また作戦を考えたいと思ったんだ」

「……その話、続いていたんだ」

「当然だよ。この間は対たい峙じしたことのない武器の連続で驚いたけど、同じ手は二度も喰くらわないさ！　今度こそ絶対に生いけ捕どりだ！」

　気合いが入っていることを示すように握りこぶしを作った。

　すると、一瞬だけアルトゥールの口角が上がって見える。すぐ手に覆われて口くち許もとを隠されてしまったが、説明してくれた。

「……あれは、帝国でも最新に分類される武器だからな。アンタが見たことあったら逆にすごいよ」

「そうだったの？　確か、あの発はつ破ぱに使うヤツみたいな……手榴弾？　とか言っていた……あれ、そういえばアレってアルトゥールが開発し──」

「違う！」

　間かん髪はつを容いれずに否定される。強い語気で、いつもの淡たん々たんとしたアルトゥールと違う。

　リュカリスが心配そうに見つめると、彼は少し目を逸そらした。

「俺が開発したのは……花火っていう、火薬に金属の粉末を混ぜて包んで打ち上げる……ただの娯ご楽らく品ひんだ。手榴弾の前身といえるかもしれないけど、手榴弾は俺の発明じゃない」

「そうだったんだ……」

「あいつらが」

　ぎり、とアルトゥールは憎々しげに奥歯を嚙みしめた。

「人の発明を、許可なく、武器に転用した。あんなものは、俺の発明とは認めない」

「……アルトゥール……」

「……アンタが言ったように、元々発破に使う爆ばく弾だんはあったし遅かれ早かれ開発されたのは理解しているよ。でも、俺は受け入れられない。昔も──今も」

　苦しげな様子に、リュカリスの胸はざわめいた。

　そして理解する。毒殺未遂事件の朝、手榴弾と聞いた瞬間に嫌けん悪おをあらわにした意味を。

（やっぱり、アルトゥールにとって発明品はガラクタなんかじゃないんだ）

　大切にしているものだからこそ、許せないことがあるのだろう。

「だからあの小型銃も……いずれはだれかが辿り着くとしても、俺の手では世に出さないって決めている。あそこで出すつもりはなかったからあれは失敗だった」

「そっか。……ねえ、花火ってどんなものなの？」

「花火？　空に咲さく、光の花みたいなもんだよ。夜空に打ち上げた方がよく映はえる。……星王国向きじゃない？」

「空に咲く光の花……！」

　リュカリスは目をキラキラさせた。まったく想像がつかないが、一度見てみたい。

　その様子を観察していたアルトゥールが感慨深そうに呟く。

「……やっぱり、くだらないって言わないんだな」

「え？　くだらないって、なにが？」

「国民は……喜んだけど、重臣とかはもっと実用的な発明を求めてきたから。あいつらに言われて作ったヤツこそ、俺にとったらくだらない発明だ」

　物憂げに前髪をかき上げるアルトゥールを、また一つ理解できたような気がする。

（自分が好きで作ったものを、彼はくだらないって言われたことがあるんだ……）

　表面上、平然として見えるのがますます痛ましい。

　胸がずきずきする。疼うずきを振り払うように、リュカリスは明るく聞いた。

「ねぇ！　私が帝国に行ったら、花火を見れるかな？」

「見れるんじゃない？　アンタが望むなら」

　そう言うと──アルトゥールは、笑った。

　皮肉げな笑みなどではなく、柔らかく唇をほころばせて。

　普段は色気を漂わせる口許の黒子ほくろさえ、意外なほどあどけない印象を与える。

　リュカリスは息を吞む。またどこかが苦しくなって、喉のどを押さえる。じゃないと叫んでしまいそうだったからだ。

（今までのアルトゥールだったら、きっと今日のことは教えてくれなかった）

　嬉しい。なにがきっかけなのかわからないが、それでも。

　ずっとアルトゥールのことを知りたかった。知りたいのは、好きになりたかったからだ。

　でも、もう好きになっている場合、どういう意味を持つのだろう。

　……いや、好き？　未知の響きに、リュカリスは赤面した。

「……どうしたの？　顔が赤いけど」

「な、なんでもない！　私は元気だよ！　だから暗殺者捕縛の作戦会議しよう！」

「……アンタもこだわるね」

　仕方なさそうに微笑む彼に魅み入いられながら、なんとか平常心を保とうと努力する。

　そしてリュカリスは四苦八苦しつつも、次の作戦を練りはじめたのだった。
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『暗殺者を生け捕りだ！』作戦会議第二弾だんは、すでに暗あん礁しように乗り上げていた。

　アルトゥール自身がまた協力的でなくなっていることもあるのだが、一番の理由は似たような手はもう使えないことだ。

　リュカリスたちが即そく座ざに反応したことで、あの視察は暗殺者をおびき出すためのものだったと感づかれていることだろう。だから同じ手に乗ってくる可能性は低い。

　今のところ、敵にこれといった動きはない。だったらあえて危険を冒おかす必要はないのかもしれないが、リュカリスはやはり納得いかなかった。

（今、暗殺者が大人しいからって安心なんて全然できないよ）

　アルトゥールが帰国する日だって刻こく一いつ刻こくと迫せまっている。

　どうにかけりをつけたいと、リュカリスは考えに考え続けた────結果。




　シャリシャリと、枕まくら元もとで林りん檎ごの皮をむく涼しげな音が聞こえる。

　異父兄あにが器用に林檎を『うさぎちゃん』にしながら、呆れたように言った。

「さすがリュカリスちゃんだわぁ。考えすぎて知ち恵え熱ねつを出すなんて」

「……知恵熱を出すの、乳児だけ」

「リリス姉ねえ様さまは……乳児、だった……？」

「……私は乳児だったのか……」

　私室の寝しん台だいに横たわったまま、はふはふと荒く息をつく。

　……熱に浮かされているリュカリスの頭はさらにぽんこつ化していた。

　見み舞まいに来てくれた双子の弟妹は顔を見合わせる。

「リリス姉様重じゆう症しよう」

「かわいそう、頭は手て遅おくれ」

「うう……頭が痛い……」

　丈じよう夫ぶなのが取り柄だったのに、なんという体ていたらく。恥はじ入いるばかりだ。

　あまり人に知られたくなかったが、アルトゥールには女官に頼たのんで「知恵熱が出たから、少し休みを取るね」とだけ伝言してもらった。

「慣れないことをするからそうなるのよぉ。破談にしちゃえば楽になるわよ～？」

「……いろいろと……考えたんだけど、熱まで出たっていうのにいい案が浮かばないんだぁ……私、アルトゥールの力になってあげられないのかな……」

「リリス姉様、そんなことない」

「姉様、落ちこまないで」

「キーリ余計なこと言うな」

「黙って皮むき機になれ」

　知恵熱まで出してしまったことに打ちひしがれる姉を、双子が慰めようと必死に声をかけてくる。キーリは口角を引きつらせた。

「あなたたちって本当に、クソ双子ちゃんねぇ」

「クソって言うやつがクソ」

「ごめんね……キーリ兄上たちも忙いそがしいのに迷惑をかけて。でも、お見舞いに来てくれて嬉しいな。ありがとう」

「あぁ～、あたくしの妹かわいいわ～！　双子ちゃんのせいでささくれ立った精神が癒いやされるようよぉ！」

　感かん極きわまった様子のキーリはリュカリスに抱きつき、うりうりと頰ずりしてくる。

　対する双子は冷めた目で見ていたが、ハッとしたように目をぱちぱちさせた。

「……星せい女じよが……」

「星女が、動く」

「陛下が？　星の声が聞こえたの？」

「そう。星が言った」

「姉様の悩なやみも解決するかも」

「私の……？」

　星の声は時に国の吉きつ凶きようの予兆を教えてくれ、けっして噓はつかない。

　リュカリスの悩みといえば、暗殺者を見つけることだが……。

「そうか、二人ともありがとう。少し安心したよ」

「ううん……姉様、早くよくなって」

「元気になってね、姉様」

「なにかほしいものがあったら、女官にでも頼みなさいよ～？　侍じ医いも明日には熱が引くだろうって言っていたけど、今は絶対安静なんだからぁ」

　長居は無用とばかりに席を立つ三人に、うんうんと頷いてみせる。

　三人以外の兄弟は王宮を留守にしていることが大半なのだが、リュカリスが知恵熱を出したとどこで知ったのか、お見舞いの品が届いたので本当に優しい兄弟に恵まれたとしみじみ思う。

（まぁゼノン兄上からは音おと沙さ汰たないけど……）

　同父兄は国を出て、修しゆ行ぎようの旅の真っ最中なのだから当然のことだが。

　キーリたちがいなくなると、部屋は途端に静まり返る。

「星の声、かぁ」

　天てん井じようを見上げたまま、ぽつりとこぼす。

　能力のないリュカリスには聞こえない、未知の声。聞こえていたら現状を打破できたのだろうか。

　そんなことを考えているうちに、うとうとしてきた。

　気づけば眠ねむりに落ち、目覚めた時には熱が下がっていた。







　一日置いて、リュカリスは朝餐を貴賓室に運ぶ。

　出迎えてくれたハインリヒはリュカリスを見ると、どこかホッとした様子だった。

「リュカ、リュカリス殿、もう大丈夫なのですか？」

「ご心配おかけしました！　風邪じゃなく知恵熱だったのでもう大丈夫です！」

「ち、知恵熱……本当だったんですね、知恵熱……」

　未知の生物と遭そう遇ぐうしたような目で見られたが、リュカリスは気にせず入室した。

　いつも通り奥へと進むと、珍しいことにアルトゥールが起きている。

　従者たちが揃そろっているのはいつものことだったが、すでに仕度を整え、気だるそうに席についている彼に驚いてしまう。

　その視線に気づいたのか。アルトゥールは肩越しにリュカリスを認めると少し目を見開き、再び視線を正面に戻した。

「…………おはよう」

「お、おはよう！　今日の朝餐は」

「もう、大丈夫なわけ」

　彼は頰ほお杖づえをついてぶっきらぼうに問いかけてくる。

　リュカリスは朝餐をテーブルに置きながら笑顔で頷く。

「あ、知恵熱のことなら大丈夫だよ。侍医から普段考えない人間が考えすぎたせいだから問題ないってお墨すみ付つきをもらったよ！」

「…………へえ」

「それ、お墨付きっていうんすか？」

「風邪じゃないから休む必要はなかったんだけど、大事を取らせてもらったんだ。なんだか大げさに伝わっていたらごめんね」

「別に」

　ふい、とアルトゥールはさらに視線を逸らす。

　そして皿を配り終えたので、挨あい拶さつと共に食事をはじめた。アルトゥールの分だけ残っている状態になると、いつもと雰ふん囲い気きの違う彼が言った。

「……今日はもう用事がないから、出かけていいよ」

「へっ!?　で、殿下？　よろしいのですか……？」

「暇をあげるって言っているんだから、ありがたく受け取れば」

「最近の殿下は大おお盤ばん振ぶる舞まいっすね！　お言葉に甘えて、自由時間を取らせてもらうっす」

　やはり真っ先に反応したのは書記官で、嬉き々きとして退室して行く。

　他の面々も困惑はしていたが、深々と一礼して部屋をあとにした。

　それなら私もいない方がいいかと、リュカリスが腰を浮かせようとしたら腕を摑まれる。

「……アンタはいていい」

「え？　でも、なにかしたいことがあるんじゃ」

「知恵熱って……あの捕縛の件で？」

　単刀直入に訊かれ、リュカリスは「う、うん」とためらいがちに肯定する。

「私自身もびっくりしたんだけど。そこまで考えたのに、なにも思いつかなくて……役に立てなくてごめんね」

「そこまで……真しん剣けんに考えていたんだ、アンタ」

　少し考えこむような素振りをみせてから、アルトゥールはこの日初めて、リュカリスと目線を合わせた。

「捕縛の件、また協力してやってもいい」

「本当!?　いいの？　あ、でもあまり無理しないでいいから」

「無理するなって、アンタが言えたことじゃないよ」

「そうか、アルトゥールも協力してくれるなら今度こそ解決できるかもしれないね」

「……俺も？」

「うん。星女王陛下が動く、私の悩みも解決するかも、って星の声が教えてくれたらしいんだ」

　アルトゥールはますます意味がわからないと言いたげな顔をしている。

「星の声……？」

「ええと、星の声は星の声だよ。王族はあの夜空にある星の声を聞くことができるんだ」

「……にわかには信じがたいけど、どういう声が聞こえるわけ」

「私は聞いたことがないから、キーリ殿下が言っていたことだけど……なにもない時の星は、いつも楽しそうに笑っているんだって。でも我らが愛すべき故郷になにか変事がある時、一方的に話しかけてくるらしいんだ」

　自分の言葉で説明できず、リュカリスは少し申し訳なくなり眉尻を下げた。

「私も、星の声が聞こえたらよかったんだけど……能力者じゃないからわからないんだ」

「ふぅん。……星の声がどうのとか、俺にはわからないけど」

「まぁ、アルトゥールは帝国人だから実感が湧わかないよね」

「アンタの言う星の声ってやつは、普通の人間には聞こえなくて当たり前のものだろ。だから、アンタが……聞こえないからって気にする必要はない、と思う」

　思いもよらない言葉に、リュカリスは瞠目した。

　慰め慣れていないのか、アルトゥールの声はどこかたどたどしい。でも優しい声は胸の内に響き、熱いなにかがその奥からこみ上げてくる。

「聞こえなくて、当たり前……考えたこともなかった」

「……星の声ってやつは、王族しか聞こえないんだろ？」

「うん。だからこそ、いや……そうだよね……」

　認にん識しきが覆くつがえされる感覚に呆ぼう然ぜんとしてしまい、気もそぞろな返ししかできない。

　けっしていやな感覚ではないし、むしろ嬉しいと感じていた。

　ふっと心が軽くなると同時に、ある重大なことを思い出す。

（……星の声が、聞こえていたら……私はアルトゥールに出会えなかったんだね）

「……無能力の第二王女……」

　思わず呟いたなじみの通り名に、リュカリスは微笑む。

　騎士団に入り、その働きを、力を認められ、〈星騎士パラデイン〉の称号を得た時には完全に吹っ切れたはずだった。だった──ああ、そうだ。

　異父兄弟に優しくしてもらうたび、嬉しさの陰で、リュカリスは少なからずこう思っていた。

『私が政敵にならない、無能力の王女だからみんな優しくしてくれるのかな』

　と……そのたびに、ちくりと胸を刺さす痛みに襲われた。

　その意味を、リュカリスは今になってようやく理解する。

（私は……少し、寂さびしかったんだ。兄弟なのに、仲間はずれみたいで）

　国民の役に立てないことに対する感情の比重が大きすぎて、今までそのささやかな気持ちの揺れを感知できていなかった。

　しかし兄弟と同じものを見聞きできないことへの寂せき寥りよう感かんが、アルトゥールの言葉で薄らいでいく。

　無能力者だったからこの大役にも選ばれたとわかっていたのに、まだまだ修行が足りなかった。リュカリスはもう二度と、気にすることはないだろう。

「君と同じものを見て、聞くことができるなら、星の声が聞こえなくても寂しくないよ」

「…………ふん」

　鼻を鳴らす彼の目元は赤らんでいる。

　照れていることがわかって、リュカリスは声を立てて笑ってしまった。

「はは！　アルトゥールは本当に優しいね」

「はぁ!?　なにを勘違いしているのか知らないけど、それ、アンタの妄もう想そうだから」

「ふふ、そうかな。そうかもね」

「……この俺にそんなことを言うのはアンタくらいだよ」

　そうだろうか？　リュカリスはこてんと首をかしげた。

「その不思議そうな顔の方が、俺は不思議でならないな」

「だって、うーん……ひどいことを、言われた覚えがないし……んん？」

「……アンタの脳みそって、本当にどういう構造をしているわけ？」

「君と同じだよ！　あ、でも君の方が頭がいいからちょっと違うのかな」

　元気よく返してから、またうんうんとうなる。

「そもそも、ひどいことの基準がよくわからないなぁ」

「まさか、そこから？　……バカとか、言った覚えがあるんだけど」

「私がバカなのは事実だろう？　どうして事実がひどいことなの？」

　アルトゥールは絶句している。ぽかんとした間抜け面づらすら美しいとはすごい。

「アルトゥールはいつもなんだかんだと、私にもわかりやすいように説明してくれるよね。おかげで私でも理解することができるから、本当に感謝しているんだよ」

「…………………………もう、こいつ本当にやだ……」

　長い沈黙ののち、アルトゥールは両りよう腕うでで顔を隠してしまった。

　なにかしてしまったかと、リュカリスがおろおろしていたら声をかけられる。

「……少し放っておいて。冷静になるから」

「う、うん。わかった！　いくらでも待つからね！」

「アンタ、いつかだれかに騙だまされて借金とか背負わされるよ。絶対に」

「大切なことは誰かに相談するようにって、兄弟にも言われているから大丈夫だよ！」

「……アンタがよく相談してくるのは、そういう意味があったわけ」

「勝手に動いてなにかあったら、迷惑をかけるじゃないか」

　協調性の大切さを、リュカリスは騎士団の活動で痛いほど理解している。

　いくら生身の人間には負けないという自信があっても、それとこれとは別問題だろう。

「ふぅん。賢かしこい判断だよ」

「そうだ。話が逸れちゃったけど、相談といえば捕縛の件の──」

　その時だ、室内に叩音ノツクが響いた。

　ハインリヒたちはいないので、リュカリスが扉を開けて応対する。

「どうかしたの？　茶菓子の差し入れかな」

　いたのは、なじみの女官だ。彼女は頰を赤らめながら言った。

「陛下が、リュカリス様とお客人をお呼びです」

「私とアルトゥールを……？」

　なるほど。リュカリスはひとつ頷いて女官をねぎらってからアルトゥールを呼ぶ。

「アルトゥール！　陛下が私たちを呼んでいるそうだから、付き合ってくれないかな」

「星女王が？　……わかった」

　アルトゥールも怪け訝げんそうだったが、連れ立って謁えつ見けん室しつに向かうことになった。







　謁見室には星女王メーデアと宰さい相しようはもちろんのこと、なぜか異父兄弟たちもいた。

　最低限の人払いがされた空間に、リュカリスとアルトゥールが入ると、星女王は開口一番にこう切り出した。

「近ごろ、煩わずらわしい小こ蝿ばえどもが我が王宮内に跋ばつ扈こしているそうじゃ」

「小蝿ども？」

「うむ。……皇太子は心当たりがあるじゃろうて」

　意味深な流し目にも、アルトゥールは少し眉を動かしただけで沈黙を守っている。

「わらわはな、放っておいても構わなかったんじゃが……カリオスがうるさくてかなわなくてのう。片をつけてやることにしたのじゃ」

「陛下！　星が動いたというのに、また悠ゆう長ちようなことを……！」

「……星……」

　リュカリスが貴賓室で言ったことを覚えていたのだろう。アルトゥールが小さくこぼす。

「がなるでない、カリオス。……そこでじゃ、皇太子。おぬしに訊ねたいことがある」

「なんです」

「暗殺者とやらは、強きよう硬こう派はの手の者かえ？　ならば、いかほど強硬なのか。このわらわに、ちこっと教えてくりゃれ」

「…………それは、どういう意図での質問ですか？」

　やっと口を開いたアルトゥールが問いを重ねる。

「本当に俺が知っていたとするなら、どうして口を割らせようとしないのかわからない」

「おぬしが蝿の正体を口にしたくないならば、それでよい。わらわは咎とがめはせぬ」

「それでいいって」

「搦からめ手てを使う者など恐おそろしくはない。さような輩ほど保身ばかり考え、あと一歩及およばぬのが世の常よ。……真しんに恐ろしいのは、死を覚悟した者。死にゆく者は恐ろしい」

　その声はやけに実感がこもっている。一転、星女王は悪あく辣らつな笑みをひらめかせた。

「仮にわらわが暗殺者ならば、ひと気なぞ気にせぬぞ。ひと気をなくしてしまえばよいのじゃ。ふふ、邪魔者すべて排はい除じよしてから獲え物ものを追いこんで狩かり獲とればよい」

「……陛下、お言葉がすぎますぞ」

「やれやれ、宰相閣かつ下かは口うるさいのう。……要は、おぬしの命を狙っている小蝿どもは覚悟が足りぬのじゃ。我々の領域で、我々が招いた客人に手を出すことの意味を、よく理解していない。我々が人じん畜ちく無害な羊ではないことを、長き冷戦で忘れたようじゃ」

　宰相の諫かん言げんを適当にいなしたメーデアは玉座から立ち上がる。

　バッと、背に流れる背外套クラミスが払われた。白銀の髪をなびかせ、黄金の双眸を峻しゆん烈れつに光らせる。まるで気高き獣けもののように。




「我々が羊ではなく──狼おおかみであることを」




　リュカリスは息を吞む。

　星女王は適材適所と言って、執しつ政せいの大部分を宰相以下の重臣に割り振ることが多い。

　成功したら星王国にも実害のある暗殺の動きさえ半ば放任だったのも、アルトゥールをみすみす殺させることはないと、リュカリスの腕を信じていてくれたからだと知っている。

　それなのに今、星の声の言う通り『動く』ということは──彼女の唯一の地じ雷らいを、暗殺者たちが踏んでしまったのだろう。

　我らが敬愛する星女王は、国民に手を出されることだけは許さないのだ。

「我ら王族に喧けん嘩かを売る程度ならば、微笑ましく見守ってやるのも吝やぶさかではなかった。じゃが、愛いとしい民たみ草くさに危険を及ぼすつもりならば話は別。……暗殺者がどの程度の過激派かで、わらわの取る手段は変わってくる」

「偏見は少ない方──のはずだけど、俺はよく知らない」

「……知らないって？」

「人間っていうのは、いくらでも仮面をかぶれるって意味だよ。アンタと違ってな」

　こそこそと訊ねれば、アルトゥールが正面を見据えたまま答えてくれた。

　その返答を聞いていたメーデアは思案顔になる。

「……うむ。実は星王国人を実験台にしたいとうずうずしていた輩やもしれぬし、ただ与えられた任務に忠実な輩やもしれぬ、ということかえ」

「疑わしきは罰ばつしていけば手っ取り早いですわよぉ、星女様。あたくし、おかげさまで鬱うつ憤ぷんが溜たまってますの～」

「姉様の仇かたき……」

「姉様を崖から落とした」

「赦ゆるせないね、宙ちゆう吊づりかな」

「赦せないよ、生いき埋うめがいい」

　双子は仲よく手を繫ぎながら、なにやら物ぶつ騒そうなことを囁き合っている。

（とりあえず、私は生きているから仇を取る必要はないんじゃないかな？）

　リュカリスが止めようとした時、メーデアがなにやら大きく頷いてみせた。

　宰相が「まずい」と言いたげな顔になったのが印象的だったが、周囲の空気など歯し牙がにもかけず口火は切られる。

「リュカリスや」

「はい！」




「おぬし、女装してまいれ」




「………………は？」

　なんだかこの流れ、見たことあるぞ？　リュカリスは呆ほうけた声を出してしまった。

　女装……女装とは、いったい？　困惑する娘に構わず、メーデアは続ける。

「そろそろ輿入れの根回しもすんだゆえ、大々的に公表しようと思うてのう。その手始めに、近々婚約発表を兼ねた舞ぶ踏とう会かいを王宮にて開かい催さいする」

「はあ」

「はあ、ではないぞ！　リュカリス、おぬしとて主役の一人。強硬派の多くは、星王国人の血を帝国に入れたくないと考えておる。つまり、ここで公表されると困るはずじゃ」

　リュカリスがあまりに反応が鈍にぶかったせいか、母親は意気揚々と説明してくれた。

「……ちょっと、待って」

　が、そこに制止がかかる。隣を見上げると、アルトゥールの表情が険しい。

「なんぞ」

「そんなことまで、こいつにやらせるつもりですか」

「無論。リュカリスには、おぬしの世話すべてを任せておる」

「死んだら、どうするんだ」

「……死ぬ？　ふ、ふははは────笑しよう止しッ！」

　高笑いは途と切ぎれ、鋭い一声が放たれた。その華やかな面おも差ざしに喜き悦えつが滲にじむ。

「皇太子、わらわのリュカリスを見くびっては困る」

「なっ……！」

「確かにちぃとばかしおつむは弱いがな、これでも我わが国くにでは一、二を争う騎士よ。同じ手は二度も食わぬ。……そうであろう？」

「無論です、陛下！　今度こそ必ずや期待に応え、憂いを絶ってみせます。このリュカリスの名に懸けて！」

　にっこりと笑い、左胸に拳を添えて一礼する。

　そんなリュカリスに、アルトゥールは驚愕の眼差しを注いできた。

　……どうしたんだろう？　気にかかったが、星女王がうきうきと指示を飛ばしはじめる。

「そうと決まれば、キトンの準備じゃ！　一等星にも勝まさる綺き羅らを用意してやろうぞ！」

「これはこれは……リュカリス殿の晴れ姿を拝むのは久方ぶりでございますな、陛下。女官たちにも命じましょう」

「よきに計らえ。……わらわの用はすんだ。準備が終わり次し第だい、再度召しよう集しゆうをかけるゆえそのつもりでおれ」

　つまり、解散ということだろう。

　リュカリスは不機嫌な顔をしたアルトゥールを促し、一緒に退室した。




　パタン、と背後で音を立てて扉が閉まった途端、アルトゥールが足早に離れようとする。

　ただし一人ではなく、リュカリスの手首を摑んだまま。

　それは構わないのだが、全身から発散される怒ど気きがやはり気になる。

「ア、アルトゥール、なにか怒おこっているの？」

「──怒っているか、だって？」

「んくっ」

　ひと気のない通路で、リュカリスは壁に押しつけられた。

　思わず苦しさでうめき、反射的に離れようとしたら、視界を片かた腕うでに遮られる。

　まるで逃げ道を塞ぐように壁につかれたアルトゥールの手にびっくりしたのだが、なによりも距離の近さに怯ひるんでしまう。

　どんな敵にも怯おびえたことはなかったのに、なぜか今は身動きが取れない。

　すると、彼はうっそりと笑う。蠱こ惑わく的てきに細まる瞳の奥で、菫色の瞋しん恚いが燃える。

「別に、怒っていないさ。なにをしようが、アンタの自由だ。でも」

「アルトゥール……？」

「あいつらに、アンタが命を懸けるほどの価値があるとは思えない」

　あいつらとは誰だろう。少し考えてから、リュカリスは恐る恐る口にした。

「……あいつらって……陛下たちのこと？」

「……そうだと言ったら？」

「どうして急にそんなことを？　もしかして……アルトゥールは、結婚がイヤになったの……かな？」

　以前はこの婚こん姻いんを断らないと言っていたが、気が変わってしまったのだろうか。

　アルトゥールから男と誤解されていたほど、リュカリスは女らしくないようなのでありうる。急に心こころ許もとなさを覚え、じっとアルトゥールを見つめた。

「いやにき────！」

「いやにき……？」

　イヤに決まっているって……？　少し悲しそうな顔をしたリュカリスに気づいたのか、彼は舌打ちをして目を閉じた。眉み間けんに皺しわが寄っている。

「…………アンタは、結婚してほしいの」

「え、え？　私はイヤだと思ったことは一度もないよ。むしろ今は嬉しいと感じている」

「そう。……わかった」

　深呼吸を何度か繰り返したアルトゥールは、リュカリスを壁に押さえつけるのをやめて離れていく。その際に首筋を撫でた吐息に、ぞくりと震える。

　リュカリスが戸惑っている間にもあらわとなる、瞼に隠れていた双眸。その菫色は奇妙な静けさを湛たたえていた。

「アンタも帝国に来るんだよな」

「もちろん！　行くに決まっているよ。そのためにいろいろ教えてもらったじゃないか」

「なら、いい。……俺も覚悟を決めるよ」

「……へ？」

　その横顔には確かな決意が滲んでいる。

　アルトゥールは一瞬だけ懐の銃を確かめるように胸を押さえてから、立ち去ってしまう。

　……いったいなんだったんだ？　取り残されたリュカリスはしばし棒立ちになっていた。










　アルトゥールの様子がおかしかったのは、星女王からの提案を受けた日だけで、それ以降はこれといった変化はない。

（うーん、ただたんに虫の居所が悪かったのかな？）

　その日もリュカリスは貴賓室にお邪魔していたのだが、ちょうど茶菓子が切れてしまった。紅茶に合うものを取りに行こうと席を立つと、ハインリヒが声をかけてきた。

　寝ね癖ぐせが爆ばく発はつしたような頭を搔かきながら、黒縁眼鏡をかけ直している。

「あ、あの、リュカリス殿、私めもお供させていただいてよろしいでしょうか……？」

「ありがとうございます！　でも、そんなに荷物はないので手伝ってくださらなくても大丈夫ですよ？」

「……だってさ。急にお供したいだなんて、変な風の吹き回しだな」

　アルトゥールがどこか皮肉げに笑えば、側近が肩を揺らす。

「い、いいえ。いつも私どもの分まで働いていただいている感謝の気持ちです」

「……そうですか？　じゃあ、お言葉に甘えさせていただきます」

　律りち儀ぎな人だなぁ。リュカリスはそんなことを思いつつ、ハインリヒと連れ立って貴賓室をあとにする。

　歩きながら、ハインリヒがおずおずと質問してきた。

「……あのぉ、最近、王宮が忙せわしないご様子ですがなにか……？」

「ああ！　今度、アルトゥールとの婚約発表があるんですよ。その舞ぶ台たいを整えているから、少しばたばたしているのかもしれません。すぐ静かになるので気にしないでください」

「……婚約発表……!?」

　側近が素すっ頓とん狂きような声を上げた。ズレ落ちてきた眼鏡を慌てて押さえている。

「ま、まことですか……？　なぜ、急に……そんな……」

「公表する準備ができたからだと、陛下は仰おつしやっていました。舞台といっても身内だけの集まりみたいなものなので、ハインリヒ殿たちも気楽に参加してくださいね！」

「わ、我々も招待していただけるのですか……？」

「もちろんですよ！　アルトゥールの側そば仕づかえのみなさんじゃないですか」

　リュカリスはにこにこと答えてから、なんの気なしに隣を窺う。

　そして目を見張った。ハインリヒが見たことのない表情をしていたのだ。

　豪ごう胆たんな書記官と違い、側近の彼はどちらかというと地味で、控えめな印象を持っていた。なのに、その横顔からわずかな嫌悪と嘲あざけりが感じられる。

　そんなリュカリスの視線を察知したのか、ハインリヒは普段通りのぎこちない笑みを見せてきた。

（一瞬だったから、見間違い？）

　リュカリスは悟さとられないよう細心の注意を払い、側近の全身を観察する。

　特に変わったことはない。強しいて言えば、まだ手首に包帯が見え隠れすることくらいだ。

　なにか引っかかる。でも、アルトゥールの側近に探りを入れるのは気が進まない。

　アルトゥールに相談すればいいかと結論を出したころには、茶菓子の補ほ充じゆうを終え、貴賓室に戻ってきていた。

（急に人払いも変だし、明日にでも頃合いを見計らって話せばいいか）

　そうと決まれば、今はのんびり紅茶を楽しもう。

　リュカリスは書記官たちの会話を聞きながら、舌した鼓つづみを打つのだった。
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　しかしその翌日、頃合いのいい時間はなかった。

　というのも、なんと『婚約発表の舞踏会』当日だったのだ！




　控ひかえ室にて、アルトゥールは呆あきれ返っていた。リュカリスは肩かた身みが狭せまい。

「……アンタ、本当に気づいていなかったわけ？」

「め、面目ない……貴賓室に通ったり、騎士団の任務もあったから、舞踏会の準備にはまったく関わっていなかったんだ。わ、忘れていたわけじゃないよ！」

「はぁ……まぁアンタらしいよ」

　慌てて弁解すると、彼は苦笑いした。

　その反応に少しホッとしてから、「頃合いのいい時間って今じゃないか！」とひらめく。

　リュカリスたちは着替えのために待機しているので、まだ少し時間がある。

「アルトゥールに、ハインリヒ殿のことで訊きたいことがあるんだ」

　ぴくり、とアルトゥールの片眉が跳はね上あがった。

「……ハインリヒ？」

「そう。この間からなにかが少し引っかかっていて……上手く言葉にできないんだけど、なんかこう、変な感じがするんだよ」

「…………本当に、戦闘に関することには敏びん感かんなんだな。野生の勘なのか……」

「え、戦闘？」

　しかも野生の勘とは？　大量の疑ぎ問もん符ふを浮かべていると、アルトゥールが口を開こうとした時、控え室の扉が開く。

「お二人とも、お召し物の仕度が整いました。ご準備にお入りくださいませ！」

「わかったよ、ありがとう」

　呼びに来た女官に笑いかけてから、二人はあとに続く。

　着替えの部屋はもちろん別々だ。その先で初めて衣い装しようを目にしたリュカリスは、母親の本気をいやでも思い知る。

　それからやたら盛り上がっている女官たちに揉もみくちゃにされつつ、着替えたのだった。




（うーん、やっぱり薄うす絹ぎぬって防ぼう御ぎよ力りよくに欠けるよなぁ）

　それが久方ぶりにキトンをまとった印象であった。身も蓋ふたもない。

　リュカリスは姿見の前で一回転する。ひだ飾かざりも華やかな、薄うすく白いキトンだ。肩から手首にかけてたくさんの留め金で留め、腰回りが細く見えるよう、胸元で絞しぼっている。

　いつも巻いているサラシを取ったので、なんとなく居心地が悪い。

　それから髪かみ型がた。左右に分けられた長い前髪は、飾り紐ひもと一緒に編みこまれている。その二つの束を後頭部に回し、大きな青い飾り紐で結ゆわかれていた。あとは自然に背中へと流すがままだ。

「軽鎧とかほしくなるね！」

「リュカリス様ったら、キトンの上に鎧だなんてお茶目な人。でもこのおめでたい席には合わ……ううっ」

「あ、ああ……また一人、泣なき崩くずれて使い物にならなくなって……」

「みんな、本当になにからなにまでありがとう。私はこういうのに慣れていないから、君たちがいてくれて心強いよ」

「はぁん……美しい……！」

　なぜか取り巻きの女官がどんどん減っていくが、残った女官たちがきゃらきゃらと笑う。

「皇太子様も、きっとびっくりなさいますわ！　いつもは凜り々りしいリュカリス様が、今日はこんなにお美しいんですもの！」

「一粒つぶで二度美お味いしいなんて、さすがリュカリス様！　さあっ行ってらっしゃいませ！」

　え、会場までの案内は？　戸惑う主役をそっちのけで部屋を追い出されてしまう。

　扉の前で固まっていたら、かすれ声に呼ばれた気がした。

「……リュカリス……？」

　振り向くと、そこに立っていたのは、アルトゥールだった。

　帝国の盛せい装そうなのだろうか。黒を基調とした意い匠しようは全体的に上品だ。彼の人目を惹ひきつける容よう貌ぼうをいっそう際きわ立だたせ、一歩間違えれば衣装負けするところを印象深いものに変えていた。普段は着崩しているせいか、首元のレースの襟巻クラヴアツトだけ苦しそうだが……。

（……かっこいい……）

　そんなことを考えてからかぶりを振る。見み惚とれてしまっていたが、そんな場合ではない。

「アルトゥール！」

　すぐさま応えるように笑えば、アルトゥールはなぜかたたらを踏んだ。

「君も今着替え終わったんだね、よかった！　実は会場がわからないまま、部屋を出されてしまって……どこかわかる？」

「…………本当に、アンタだったんだ。びっくりした。心臓止まるかと思った」

「びっくりするようなことってあったかな？」

　心臓が止まるかと思ったのは、むしろこっちの方である。

　リュカリスが首をかしげると、彼はほのかに上気した片かた頰ほおをさすって息をつく。

「これがあれで、あれがこれって、一種の詐さ欺ぎじゃないか……」

「そうだ。いつもの君はどちらかといえばきれいだけど」

「えっ」

「今日の君はとってもかっこいいね。……私は、どうかな。似合うだろうか」

「は……」

　アルトゥールはしばらくぽかーんとしていたが、数秒後、耳の先まで顔を赤くした。

「はっ!?　あ、アンタ、は……う……あ、う……」

「そ、そんなに言いづらい？　ごめんね。私、滅めつ多たにこういう衣装を着ないから」

「違う！　な、んでそっちに……いや、もういい。……似合ってる、んじゃないの」

　ぼそぼそとした返答は聞きづらかったが、褒ほめてくれたのはわかった。

　リュカリスは嬉しくてにっこりと笑う。照れ屋の彼がはっきり言ってくれたので、今日は誰にも褒められなかったとしても満足だと思った。




　二人で顔をつき合わせて固まっていたら、進行係らしき文官が駆かけてきた。

「あっこちらにいらしたんですね！　主役がいなければ舞台もはじまりませんので！」

　ぐいぐいと背中を押されて連れてこられたのは大広間だ。

　閉ざされた大扉の両りよう脇わきには衛兵が控えていて、リュカリスたちの姿を視認すると心得たように開け放つ。

　前置きもないのは驚いたが、少し遅れたようだし仕方ない。それより視線を一身に浴あびるはめになり、リュカリスの背筋も自然と伸びていく。

　大広間は硝子ガラス張ばりの天井から星明かりが降り注ぎ、実に幻げん想そう的てきな様相を呈ていしていた。

　そして先ほど呼びにきた文官が羊皮紙を片手に、朗ろう々ろうと読み上げはじめる。

「今宵こよい、我らが敬愛すべき星女王陛下より、こちらのご両名に関する発表が──」

　声を不ふ穏おんに遮ったのは、大広間の中心部から轟とどろいた爆音。続いて悲鳴が上がる。

　リュカリスは即座に駆け出そうとしたが引き止められた。手首を摑んでいるのはアルトゥールで、極限まで低められた声が言う。

「……アンタは動くな」

「お客さんを避難させないと！　だって、あれは──」

　揉めていた時、リュカリスの視界の端で銀がひらめく。それは短剣を握った黒ずくめの輩で、視察の帰りに襲ってきた一人だと直感した。

　咄嗟にアルトゥールを突つき飛とばし、キトンをたくし上げる。太ふと腿ももに巻きついた革帯ベルトに差していた短剣を、リュカリスはためらいなく抜き去った。

　飛びかかってきた凶手の短剣を、自身の短剣で受け止める。甲かん高だかい金属音を奏かなで、鍔つば迫ぜり合あいとなったが、リュカリスは続けざまに蹴りを浴びせた。

　きれいに顎を捉とらえたのを確かめ、握り直した短剣を突つき出だす。その切っ先が黒い覆面にかかり、引ひき裂さいて──リュカリスは、息を吞んだ。

「…………ハ、ハインリヒ殿……!?」

「な、その声は──！」

　覆面が半分だけ裂かれた顔に眼鏡はなかったが、寝癖じみた髪と目鼻立ちで認識する。さすがに動きを止めてしまうと、彼は再び突進────できなかった。

　パンッ！　と軽い音が響く。それはハインリヒの頰をかすめたようで、飛び退って距離を取る。

　リュカリスが横目で確認すると、やはりアルトゥールが銃を構えていた。

「……殿下、動揺されていないのですね」

　いつもおどおどしていた側近と同一人物とは思えない、落ち着いた声色である。

「そんなの、今さらだ。書記官以外、全員黒ってのもな」

「……そこまで気づいていて泳がしていたとは、やはり殿下は人が悪い」

「アルトゥール……どうして、黙っていたの……？」

「俺が狙われるだけなら、好きにすればいいと思っただけだ。どうせなら手口がわかる相手の方が楽だし。……ただ、少し目測を誤っていた」

　ぎり、と歯を嚙みしめる音がした。悔かい恨こんを滲にじませながらも、続く声も語気が強い。

「その剣を引け。三度目は、心臓を狙う」

　カチリ、とアルトゥールは再び引き金に指をかけている。その照準はブレていない。

　しかし、最後通つう牒ちようを受けてもハインリヒは喉の奥で笑う。

「先日も、今も、殿下は甘いお方だ。……帝国を負うにはあまりに甘い」

「帝国を負う？　お前に甘いと言われる筋合いはない」

「第二王女を始末し、殿下も殺せとのご命令を受けていますので、承服いたしかねます。……さあ、供く物もつを捧ささげろッ！」

　カッと苛か烈れつに見開かれた青眼には、鬼き気き迫せまるものを感じる。

　別方向からも違う発砲音が聞こえてきて、心配でたまらない。だがとにかく、今は目の前の敵に集中しよう。リュカリスが身構えていると──声が響ひびき渡わたった。




「──キーリ・ヴァング・アルビレオが宣せん誓せいする。我が守護星……その御み名なにおいて哮たけるがいい〈小レさグきル王ス〉！　降臨し、この身にまとえ────〈星装ネフエロマ〉！」




　目だけで姿を探すと、異父兄が片手を天にかざした刹那。

　キーリの首から下げた鈴すず蘭らんと三日月の紋もん章しようが輝き、光が射す。降り注ぐ星々のきらめきが、その瘦そう軀くをつつみこんでいく。生じた莫ばく大だいな光源に目がくらみ、ふっと闇やみが晴れた。

「うふふ。あたくしの妹の晴れ舞台、邪魔した落とし前はつけてもらうわよぉ？」

　光の中心にいた、嫣えん然ぜんと微笑む異父兄の姿は一変している。

　身にまとっていたキトンは露ろ出しゆつ度どの高い鎧となり、片手に三さん叉さの槍やりを構え、少しみじろいだだけで鱗りん粉ぷんのような光がこぼれて消えていく。

　これこそ、星王国の王族のみが使える異能──〈星装ネフエロマ〉。

　この小国が常勝無敗を誇ほこってきた一いつ端たんが今、星々の力を借り受けて降臨した。

「深しん淵えんの闇をも貫く星せい光こうの名のもとに、ひれ伏ふすがいい！」

　三叉の槍をひと振りすると暴風が起き、あたりのものをところ構わず吹っ飛ばす。

　キーリと対峙していた凶手は踏ふん張ばっていたが、構えていた銃は槍で貫かれ破は壊かい。ついでに飛んできた手榴弾は、キーリの「オラァ！」とドスの利いた声と共に天井を突き破っていった。降り注ぐ硝子の破は片へんは、再び槍を振るうことで凶手に撃うちこまれていく。

　……まさに異父兄の独どく擅だん場じようである。リュカリスも負けていられないと睨み据すえた。

「アルトゥールの命を狙う言い訳は、あとでたっぷり聞かせてもらう！」

「アンタは動くなって言っただろう！」

「君の話は聞いたけど────断る！」

　走りこんでいくリュカリスは器用に短剣を操あやつり、ハインリヒに振りかざす。繰り返される剣けん戟げきの音ね色いろ。拳も使って鳩みぞ尾おちに叩きこむが、上手いこと衝撃を流されてしまう。




「ああっくそ……！　リュカリス、右にずれろ！」




　へっ!?　とリュカリスは虚を衝かれるも、勝手に反応していた体が動く。

　すると、ハインリヒの体が後方に飛ぶ。驚いて目を見張れば、腹部の黒い布地が変色しはじめていた。

（さっきの右って腹部に命中しやすいように──？）

　振り返ったら、アルトゥールは疲れた顔をして呟く。

「……これで本当に、当分は命を狙われることはなさそうだ」




　会場となった大広間はめちゃくちゃになっているものの、人的被害はないという。

　双子の弟妹が〈星装ネフエロマ〉をまとい、客人を護りながら避難させたおかげらしい。

　捕縛された暗殺者は三人。ハインリヒはもちろん、従者と名乗っていた二人もだ。

　満身創そう痍いだったが、侍医たちの適切な処置のおかげで死ぬようなことはない。

　戦闘は子供たちに花を持たせたといった体の星女王が悠ゆう然ぜんと進み出てくる。

「ほう、こやつらが。……しかし小蝿のくせになかなか、雇やとい主ぬしについてしゃべらぬときたか。根こん性じようがあるのか、はたまた口にできぬ事情があるのか……さような者ほど吐はかせたくなるのが世の常じゃ」

　星女王の細い指が、ハインリヒの頤おとがいにかかる。目を覗きこんだ瞬間──相手が、悶もだえ苦しみはじめた。アルトゥールが思わずといったように身を乗り出した時、宰相が星女王を止めに入る。

「陛下！　おやめください！」

「おおっと、過保護はやめてくりゃれ。……なぁるほど、これは退屈しなそうじゃ」

　尋常ならざる様子にも動じることなく、星女王は懐から石──〈星霊石〉を取り出す。

　それをハインリヒの額にかざせば、少しずつ症しよう状じようは落ち着いてきた。

「ふむ、やはりこれは一種の呪じゆ術じゆつがかけられておる」

「呪術!?」

　アルトゥールは信じがたそうだ。三人を凝ぎよう視ししている。

「黒幕について吐いたら、こやつらの命をもぎ取るといった寸法じゃ。ゆえにこやつらは口にできぬ。……こやつらの身み柄がらの預かり先は、わらわが一考しようぞ」

　アルトゥールはあからさまにいやそうな顔をしたが、拒きよ否ひすることはなかった。かわりに、正体に感づいても黙っていた件について触れる。

「……俺が黙っていたことで、この国が受けた不利益はあがなう」

「あがなう、とな？　ふふ、よいと申したであろう。この大広間のことならば、すぐ直る。……うむ、皇太子は皇帝に聞いていた通り情に篤あついようじゃ。わらわは満足した」

「……せ、星女様？　ちょっとぉ、満足って……？」

　異父兄がなぜか冷ひや汗あせをかいて、リュカリスと星女王を交互に見つめている。

「わらわと皇帝はもちろんのこと、おぬしらも示し合わせてくりゃったな。褒めてつかわそう。……すべては真価を見み極きわめるため、暗殺騒動など瑣さ末まつなことよ」

　瑣末でまとめた星女王に、奇き異いの眼差しが集中する。

　そして渦か中ちゆうの星女王は、リュカリスを見つめたまま微笑んだ。










[image: ]




　リュカリスは暗殺者の正体と、アルトゥールの異様な諦あきらめのよさに心の整理がついていなかった。ショック、だったのだろうか。でも少し違ちがう気もしている。

　思いをめぐらせながらも黙だまって事の成り行きを見守っていたのだが、メーデアが手招きしてきた。

「リュカリスや、ちぃと近ちこう寄れ」

　言われるがまま近づこうとしたら、また腕うでを引っぱられる感覚があった。

「行くな」

「どうして？」

「……俺おれは」

　言葉につかえたアルトゥールは唇くちびるをひと舐なめしてから、間を置いて繫つなげる。




「アンタに──リュカリスに、そばにいてほしい」




　思いも寄らない直球に、リュカリスは目を見開いた。

「アンタがつきまとうから、心の閉じ方まで忘れた。……ずっとそばにいて、責任を取ってくれ」

「アルトゥール……」

　遠まわしの表現でも、アルトゥールの好意は伝わってくる。

　リュカリスは息苦しさのあまり、また喉のどを押おさえてしまってから両手を握にぎりしめる。

「もちろん、そのつもりだよ！　私を、ずっと君のそばに置いてほしい」

「……本当に？」

「だから、大だい丈じよう夫ぶ。なにも心配いらないから」

　難しい顔のアルトゥールに笑いかけてから、リュカリスはやんわりと振ふりほどく。

　それからあらためて星せい女じよ王おうに近づき、対面する。

「いかがしましたか、陛へい下か！」

「わらわと皇こう帝ていは、とある取り決めをしたのじゃ。わらわは皇帝に、婿むこ殿どのを見み極きわめる許可をちょうだいした。……わらわの愛うい子にふさわしいか、どうか」

「は……愛い子……？」

　アルトゥールの戸惑いの声を尻しり目めにくるり、とリュカリスは体を反転させられ、背後から母親に抱だきしめられる。

　胃を押さえる宰さい相しように必死に首を横に振る異父兄あに、「あわわ……」と抱きしめ合う双ふた子ごの弟てい妹まい。呪じゆ術じゆつの気配を確かめたあと放置されている三人組はもちろん、渋じゆう面めんのアルトゥールも、誰だれもが二人に注目していた。

「のう、リュカリスや。おぬし、名乗りの口こう上じようを述べておらんかったな？」

「え？　そういえば、名乗っていなかった気がしますけど、それが？」

　今さらなにを言っているのだ？　我わが母親ながら困こん惑わくを隠かくせなかった。

　リュカリスの困った顔には気づいているだろうに、メーデアはずっと楽しげである。

「わらわは、そなたの口上が好ましくてのう。ほれほれ、名乗ってみやれ」




「は！　かしこまりました！　……私の名は、リュカリス。リュカリス・ディオ・アルビレオ。この愛すべき故郷の第二王女にして、剣つるぎを捧ささげし〈星騎士パラデイン〉の一員です！」




　長い、長い沈ちん黙もくが流れた。

　リュカリスは首をかしげた。声こわ高だかに宣せん誓せいしたつもりだったが、聞こえなかったのだろうか？　そう不ふ審しんに思うくらいには、なんの反応もない。

　星王国人以外は様子がおかしかったが、一番はアルトゥールだ。

　アルトゥールの顔色は赤くなったり蒼あおくなったりと忙せわしなく、唇が震ふるえている。
















「はっ……待って……リュカリス……第二王女はリ、リス……って……無能力の……」

「リリス？　アルトゥール、よく知っていたね。私の愛あい称しようがリリスだって」

　個人的に推すい奨しようしているわけではないから、身内以外は呼ばない愛称なのに。

　感心してみせると、彼かれは膝ひざから崩くずれ落おちた。完全にうなだれている。

「アルトゥール!?　ど、どうしたの？　具合が悪くなったの？」

「俺が……俺が心配していたことって、いったいなんだったんだ……」

「ふふ、なに。おぬしは頭がよすぎるゆえ、考えすぎたのだな。このリュカリスはなにも考えておらぬぞ？　なにも考えておらぬ相手を探さぐるから、空から回まわるのよ」

「ぐっ……！」

「皇帝がな、息子むすこは王おう侯こう貴族には身み構がまえると申しておったゆえ。ならば、リュカリスをただのリュカリスとして見てもらえれば、わらわの願いが叶かなうと思ったのじゃ」

　星女王ではなく母親の顔で微笑ほほえむメーデアは優やさしげだった。

　アルトゥールに駆かけ寄より、背中をさすっている我が子に話しかける。

「……わらわの愛い子、リュカリスや。そなた、この皇太子が好きか？」

「えっ」

　突とつ然ぜんのことに、リュカリスは狼ろう狽ばいを隠せなかった。

　しかも隣となりにアルトゥールがいるから、なおのこと。助けを求めて視線をさまよわせても、誰も救いの手は伸べてくれそうになかった。

「私は……私は」

　そろりと、こちらを見上げてきた菫すみれ色いろの双そう眸ぼう。

　色は違うけれど、リュカリスはやはり『熊の番人アルクトウールス』のようだと感じる。

　その優しい光を見つめたまま、リュカリスは微笑んだ。

「兄弟と同じ世界を感じられないことが寂さびしかった。だけど、今はそうでもないよ」

「……ほう？」

「アルトゥールと同じ音を聴きいて、同じ星を見て生きていくって思ったら、寂しさはなくなったんだ。……だから、母上」

　娘をあたたかく見守る星女王に告げる。




「私は幸せになれるよ！」




　明るく、はずむ声で音にする。メーデアは満足げに頷うなずいた。

「そうかそうか。ちゃんと、わらわとの約束を守ってくれるのだな。愛い子じゃ」

「帝てい国こくから帰ってくる時は、たくさんのお土産みやげを持ってくるね！」

「……もうどうにでもしてくれ……」

　リュカリスにはやはり理解できないのだが、アルトゥールは脱力して悟さとりを開いた顔である。

　それからずっと怯おびえている異父兄に近づき、気になっていたことを訊たずねてみた。

「……ねえ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「も、もうやめてぇ……もうあたくしの生命力は尽つきそうよぉ……」

「最近、アルトゥールと一いつ緒しよにいると変な気分になるんだ。寂しくないんだけど、こう……なんか……どきどき？　これがどういう気持ちなのか、キーリ兄上ならわかるかな？」

　自分でもよくわかっていないから、曖あい昧まいな表現になってしまう。

　一拍置いて、絶望しきった様子の異父兄が絶ぜつ叫きようする。




「ああああああああああああああああリリスがー！　リリスがー！　俺おれ様さまの妹が！」

「へ？」




　叫さけびながら走り去るという奇き行こうに加え、双子まで泣きながら出て行ってしまった。

　なにもかも、嵐あらしのようである。

　でも楽しくて愛いとおしい、これがリュカリスの日常。

　それからやっと立ち直ってきたのか、光が戻もどってきたアルトゥールの目とかち合う。

　その瞳ひとみ。優しさも、悲しさも、苦しさも、すべての傷を閉じこめた菫色。

「アルトゥール」

　柔やわらかな星によく似た名を呼ぶ。すると、彼は立ち上がった。相変わらずどこか憂ゆう鬱うつそうだったが、前髪をかき上げて息をつく。

「……アンタ、本当に第二王女なんだな」

「第二王女に本当も噓うそもあるものなの？」

「いや……」

　まるで念を押すように確かめられて怪け訝げんな顔をするリュカリスから、アルトゥールはためらいがちに少し目線をはずした。

　先ほど「そばにいてほしい」と言われたものの、その仕草に眉まゆ根ねを寄せる。

「やっぱり……私が婚約者じゃ、不足なのかな」

「違う」

　即答だった。逡しゆん巡じゆんの間さえなく、リュカリスは目をぱちくりさせてしまう。

「ただ……俺の、整理がついてないだけだよ。アンタが悪いわけじゃない」

「整理って、あの……ハインリヒ殿のことで……？」

　側近に裏切られていたのだ。たとえ覚悟していても思うところはあるのだろう。

　リュカリスがそっと訊たずねると、彼はたった今思い出したといった顔をした。

「ああ、そんなこともあったな」

「えっ！　そ、そっか……アルトゥールが気にしてないならいいんだ」

　最初、アルトゥールは傷ついていることを気丈にも隠しているのだと思った。

　しかし、今までと違ってけろっとしているので、本当に気にしていないようだ。

　リュカリスは胸を撫なで下ろす。アルトゥールは優しい人なのだ、心に深い痛手を負わずにすんでよかった。

　ホッとしたあまりへにゃりと相そう好ごうを崩すと、彼は一瞬だけ固まってから目を細める。

「……気にはしていたけど、それ以上の爆弾を落とされたから吹っ飛んだんだよ。おかげさまでね」

　爆弾？　リュカリスが首をかしげれば、銀ぎん朱しゆ色いろの後れ毛が頰ほおにかかった。

　それにアルトゥールは小さく笑い、手を伸ばしてくる。リュカリスと違って剣だこのないきれいな指先。それがいつかのお返しのように後れ毛を耳にかけてくれ、するりと頰を撫ぜた。ひんやりとした感触に身をすくめてから気づく。

　壁に押しつけられた時よりも、さらに近くにある端整な面おも立だち。底光りする菫すみれ色いろの双そう眸ぼうに見み据すえられ、リュカリスは内心うろたえながら口を開いた。

「ア、アルトゥール？　なんか、近くないかな。もしかして睫まつ毛げが取れてた？」

「睫毛……そうだね、睫毛が取れているよ」

　囁ささやくが早いか、彼はわずかに身をかがめた。

　そして、リュカリスは自身の目め尻じりに押しつけられた柔らかな感触と、離れていく時に垣かい間ま見た唇くちびるを舐なめる艶なまめかしい仕草に、目を見開いてから飛びのく。

「な、な、な!?」

　目元を押さえたまま、二の句を継ぐことができない。

　リュカリスのうろたえようがおかしかったのか、アルトゥールが珍めずらしく声を立てて笑う。

「はは！　……唇は、婚礼まで取っておいてあげるよ」

　ひらめいた無邪気な笑顔に反する、蕩とろけてしまいそうなほど甘い声。

　──心臓が、殺されてしまう。

　ぎゅうぎゅうと胸は苦しくなる一方だし、息もしづらい。

　異父兄にも訊きいたけれど答えてもらえなかったのでわからないままだ。

　生命の危機すら覚えるこの感覚には慣れそうにもない。

　でも、楽しげなアルトゥールにつられてリュカリスもいつの間にか笑っていた。




　近いうちに輿こし入いれするヴィッセン帝国に想いを馳はせる。

　──大丈夫、私は好きになれる。好きになれた。

　彼のそばで同じ音を聞き、星を見て、未来の夢を見よう。

　まだ名前のつけられない、この想いを抱えて。





〈Ｆｉｎ〉













あとがき






　初めまして！　もしくは大変ご無ぶ沙さ汰たしていました。お久しぶりの方はいったい何ヶ月ぶりでしょうかね……忘れないでいてくださって嬉うれしいです。

　去年の十月十一月の記憶が消し飛んでいる朝前あざきみちるです。あとがきを書いている十二月の記憶すらすでに曖あい昧まいなので、去年の私はいったいなにを……!?

　それはそうと前作『妖精令嬢レデイ・フエイ』が終わってから紆う余よ曲折、難産でした。

　自分の中でいくつかの課題がありまして、それに挑戦しよう！　と考えていたら……

己おのれの遅筆さに拍車がかかり、担当さんなど関係者のみなさまに死ぬほどご迷惑をおかけしたので、初稿を書いているあたりが最高に切腹したーい！　切腹切腹！　と脳内コールがエンドレスでした。今も腹九分目くらいはすぱっといっています。ゾンビかな??

　前担当Ｎさん、最後までワガママし通しで申し訳なかったですが担当していただけたこと幸せでした！　新担当Ｕさん、初しよっ端ぱなからご迷惑をおかけしすぎて切腹の道しか見えませんがお世話になります……！　これからよろしくお願いします。

　いつか描いていただけたらと憧あこがれていた椎しい名な咲さ月つき先生、引き受けてくださりありがとうございました！　ラフを拝見した時は「夢だけどー、夢じゃなかったー！」状態になったものです。生きててよかったです。そしてほんっとうにすみませんでした……！　お礼からの土下座に走ってしまいましたが、遅筆すぎてご迷惑をおかけしました……。

　そのほか、校正者さんやデザイナーさん、印刷所さんに書店さんなど、本作に関わってくださったすべての方々に感謝を捧げます！

　あとまだ紙幅が残っているので、ひっそりと宣伝でも。

　ビーズログ文庫アリスさんから発売されました『KING OF PRISM by PrettyRhythm　ノベル＆イラストアンソロジー』に参加させていただきました。

　またツイッター（＠azaki_m117）もはじめました。

　主おもにお仕事の告知や、作品に関することを呟つぶやいていけたらいいなーといった感じなので、こちらもお暇な時にでも覗のぞいていただけたら嬉しいです。

　最後に、本書を手に取ってくださった読者のみなさま。

　ここまで目を通してくださり本当にありがとうございます！

　本作はいかがだったでしょうか？　輿こし入いれまで前向きに楽しんでいるリュカリスと一緒に、みなさまにも楽しんでいただけたら恐きよう悦えつ至し極ごくです。もしよろしければ、ご感想などありましたらお聞かせください。全力で躍おどります。願わくば、ご縁があることを祈って。


記憶力のなさに震える、とある冬の吉日に　朝前みちる










著

朝前みちる

Michiru Azaki




１月17日生まれ。千葉県在住。

ツイッター（@azaki_m117）はじめました。

発売日が誕生日に近い！　と浮かれているどころではない、かつてない修羅場を体感しました（土下座）。

壁など一撃粉砕とばかりな男装王女（装備：愉快な兄弟）と、影のある魔性の天才皇太子（装備：恐怖の身内）の輿入れまでの物語です。

勘違いが加速していく本作もよろしくお願いいたします！










イラスト

椎名咲月

Satsuki Sheena




男装の麗人騎士王女と屈折した魔性の天才王子、どちらも大好物すぎます。

楽しいお仕事ありがとうございました…！



















イラスト／椎名咲月

デザイン／Catany design
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男だん装そう王おう女じよの華か麗れいなる輿こし入いれ
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『男装王女の華麗なる輿入れ』

2017年1月14日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/
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